

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　今さらだけど、僕は〝先生〟が好きじゃない。

　──好きじゃなかった。

　先生と呼ばれる人たちのことが嫌いで仕方なかった。

　時には無意味な反抗をして、放課後に呼び出しをくらうことも珍しくなくて。

　だけど、そんな学校生活も──もう残り少ない。

　あとたった一年だ。

　高等部二年生に上がってからは、普通に呼び出しをくらうことはぐっと少なくなった。

　もっとも、別の用件で呼び出される頻度が飛躍的に増したけど……。




「藤ふじ城き真ま香か先生、僕は──あなたが好きです」




　放課後の進路指導室。

　目の前にいるのは、三年Ａ組のクラス担任の藤城真香先生。

　長い茶色の髪、紺色の上着にタイトなミニスカート、ストッキングという服装だ。

「ごめんなさい。彩さい木ぎくん、今なにか言ったかしら？」

　真面目な顔でタブレット端末をいじっていた真ま香か先生が、ぱっと顔を上げてこっちを見た。

「今年度からやっと全職員にタブレット端末が配られたのだけど、使ったことのない謎のＯＳなのよね。操作が面倒で困るわ。それで、なに？」

「いえ、なんか手間取ってるなあって言っただけです」

「ああ、本当にごめんなさい。えーと、これで……やっと二年生の成績が表示できたわ。普通にノートＰＣ使ったほうが早かったわね」

「ウチの学校、お金はあるんですよね。高くて使いやすいタブレット買えばいいのに」

「まったくだわ。業者と癒着してるんじゃないでしょうね？」

　生徒の前で、恐ろしいことを口走るなあ。

　と言いつつ、上う手まくごまかせてほっとする。

　いつもの真香先生ならこんなに簡単に騙だませなかっただろうけど、新しいガジェットに手こずってくれていてよかった。

　もし聞こえていたら、終わるところだった。

　なにが終わるって──言うまでもなく、真香先生の教師人生だ。

　僕はもう思い出したし、忘れることもない。
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　もしも僕が真ま香か先生を好きになったら──そのときが、僕と先生のお別れになるということを。

　今は、その台詞せりふを聞かされた一年前の春とは違う。

　真香先生のことをよく知っている今では──先生の決意が本物だということも確信できている。

　僕が真香先生に告ったら、この人は間違いなく学校を辞める。

　いつも冗談のようなことばかり言ってるけど、真香先生はたいていの場合において本気なんだ。

　ましてや、自分の進退を冗談で口にするとは思えない。

「まあ、去年担任した子たちの成績は覚えてるのだけどね。わざわざ照会しなくても」

「え、全員ですか？　一クラス四十人くらいいるのに？」

「成績表は何度もチェックするからね。三学期の成績を作成してまだ一ヶか月げつも経たってないもの。全員分の全科目の評価を忘れるわけないじゃない」

　事ことも無なげに言うなあ……僕だったら絶対に数字をいくつも間違えまくる。

　クラスの教え子のことを真剣に考えてるからこそ、記憶してるんだろうなあ。

「二年から三年はクラスのメンツもほとんど変わらなかったですね。ほんの数人、別のクラスになりましたけど」

「選択科目の関係で、別クラスに移った子が四人いるだけね」

「ウチにも別クラスから一人入ってきましたしね」

　さらに二年Ａ組では、約一名ほど昨年度の終わりに転校したクラスメイトもいる。

　それに触れなかったのは先生の優しさだろうか。

「あと、当然のように真香先生も引き続き担任なんですね」

「他の担任もだいたい持ち上がりだったでしょう」

「僕はてっきり、真香先生が裏工作して僕や天てん華かさんのクラス担任になったのかと」

「君じゃないんだから暗躍なんてしないわよ……わたしはやっと三年目の新人なのよ。校内ではなんの権限もないわ」

「真香先生がいつか権力を握る日が怖いですね。終身独裁官か……」

「あのねえ、彩さい木ぎくんはわたしをなんだと思ってるの？　そういえば、君は世界史の成績はなかなかいいわね」

「歴史ものの海外ドラマもよく観みますし、ドラマではしょられた話をネットで調べたりするんですよ」

「そういう学習方法なのね……いえ、それも一つの方法だわ」

　真香先生は使いにくいタブレット端末を操作しつつ、ふーむと唸うなる。

「二年生の成績を見る限りでは、内部進学はまったく問題ないでしょう。学年末試験では四十位だものね。聖せい華か台だいでその順位はたいしたものよ」

「はぁ、どうも……」

　正直、自分でもちょっと驚いてる。

　二年生の夏くらいまで成績は常に普通レベルだったのに、今や間違いなく学年上位と言っていい。

　家庭教師がついてるし、それに──不意をついて襲ってくる真ま香か先生のテストに答えるために英語系の科目を頑張ったからかな。

「彩さい木ぎ慎まことくんは、内部進学志望ということでいいのね？」

「はい、そのつもりです」

　聖華台学院はエスカレーター式で初等部から大学まで上がっていける。

　ウチは名門だけど、全国トップというわけでもない。

　学年トップクラスの生徒だと、外部の超名門大学に進学することも多い。

「成績もこれだけ上がっているのだし、三年の四月なら外部進学を検討しても遅いということはないわよ。親御さんとも相談してるかしら？」

「あー、親は好きにしろと言ってくれてますね」

　両親は今日も世界のどこかで、元気に密輸業に勤いそしんでるだろう。

　とりあえずシノギ仕事のアガリ稼ぎは上々で、金銭面での心配はしないでいいらしい。

　資金源はともかく、学費を気にしなくていいのはありがたいことだ。

「大変けっこうね。三年生の担任は初めてだけど、ウチの学校は進路に不安のない生徒が多くて助かるわ」

　真香先生はタブレットにペンでなにやら書き込んで、ふうっと息をついた。

　高等部の丸二年だけで何度も呼び出されたのは、生徒指導室。

　素行に問題のある生徒に、ありがたいお説教をくらわせたり反省文を書かせたりするお部屋だった。

　三年生に進級した今、この進路指導室に来ることのほうが増えるんだろうな。

「ただ、高三の一年間はあっという間に終わるわ。もしも進路変更をするなら、早めにわたしに相談するようにね」

「はい。たぶん、変更はないと思いますけど」

　僕の尊敬する先輩は、三年生の秋に海外への進学を決めたけど、あんなダイナミックな方向転換はそうそうないだろう。

「じゃあ、今日の進路相談はおしまいよ。彩木くん、お疲れ様」

「ありがとうございました、真香先生」

　ぺこりと頭を下げて、席を立つ。

　さすがに真香先生も、進路相談は最初から最後まで真面目だったな。

　むしろ、僕のほうがいらんことを言いそうになるとはね。

「先生、失礼します」

「あ、彩さい木ぎくん、待って」

「えっ？」

　思わず、さっと身構えてしまう彩木くん。

「ちょっと、そんな風に警戒されるとさすがにわたしも傷つくわ……」

「す、すみません。つい、いろんな過去が頭をよぎって」

　生徒指導室や英語科準備室、その他いろいろな場所で濃厚なイベントがいくつも起きたからね。

「わたしも進路指導室では〝教育〟はしないわよ。そうじゃなくて──」

　真ま香か先生は、一度なにやら言いよどんでから──

「〝卒業試験〟の出題は、しかるべきときにきちんとするから。待っていなさい」

「……本当にやるんですね、卒業試験」

「わたしは、言ったことはたいてい実行するの。話はそれだけよ」

「……はい」

　もう一度頭を下げてから、僕は振り返らずに進路指導室を出る。

　狭苦しかった指導室を出ると、すーっと大きく息を吸い込んだ。

「進路指導、三年生、高校生活最後の一年……それに、卒業試験か」

　エスカレーター式で受験のない僕の高校生活なんて、他の高三と比べればイージーモードだろう。

　でもね、そんなに言うほどイージーでもないんだよ。

　特別ぶるつもりはないけれど──

　僕、彩木慎まことは少しばかり特殊な悩みを抱えた高三なんじゃないだろうか。

　三月の卒業式の日に聞かされた〝卒業試験〟──まだ内容は教えられていない。

　だけど、簡単な試験であるはずがない。

　まさか、合格しなきゃ卒業できないなんてことはないだろうけど……ないよね？

　少しばかりじゃなくて、だいぶ特殊な悩みを抱えた高三なのかもしれない。




　最後の一年が、始まった──
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　窓の外には四月の空が広がっている。

　桜はとっくに散ったけど、とにかく春だ。

　すっかりあたたかくなって、ニット帽もマフラーも手袋もいらなくなってしまった。

　今年の春はずいぶんといい陽気が続いて、例年ならこの時期はまだ冷える日も多いのに、冬の装いはこのままクローゼットの中で眠りにつきそうだ。

　そんな春──新しく始まった三年生の一学期。

　昼休みの教室は、ざわざわと騒がしい。

　クラスのメンツがほぼそのままなので、教室の光景も二年の頃とあまり変わらない。

「すっかり行かなくなった、食堂。そんなに私をオカズに食べたい、欲情？」

「そんな理由じゃないよ！」

　僕の机で一緒に昼食をとっているのは、貴き宗そう天てん華かさん。

　ツインテールが似合う愛らしい顔で、それに似合わず言動が辛しん辣らつ。

　ただ、小柄な身体からだに似合わず胸部が大きく突出していることもあって、男子からの人気は非常に高い。

　天華さんと同じクラスになれて歓声を上げた男子は少なくないとか。

「彩さい木ぎならオカズにされてもかまわない、私は。提供してもいい、よかったら」

「なにを!?」

　天華さんは真ま香か先生の実の妹でもあり、ここ一年ほどは友達として付き合ってる。

　二年の三学期にあった京都への修学旅行で、ちょこっと距離が縮まったんだよね……。

　こうして、仲良くお昼ご飯も食べるようになったし。

「まあ、四月の学食は新入生が多いしね。中等部には学食ないから、みんな行きたがるんだよね。混むからしばらくは避けてるんだよ。美み春はるもパンでいいみたいだし」

　妹には、自宅マンション前のギャラマで買った惣そう菜ざいパンやサンドイッチを持たせてる。

　あのギャラマは兄妹きようだい二人暮らしの彩木家には貴重なライフラインなので、末永く繁盛してほしい。

「ふーん……しておこう、そういうことに」

「そうしておいて」

　学食には、あとで叱られるとわかっていても大食いを繰り返すあいつがいないからね。

　変な物足りなさを感じるとわかっていて、わざわざ行く気はしない。

　ただ、それも今のうちだけだろうね。

　いつかはパンに飽きて、また学食で日替わりランチを食べる日々が戻ってくる。

　そう、それだけのこと──

「あら、慎まことさん。またパンだけですの？」

「ギャラマのテリヤキチキンたまごパン、美う味まいよ。縁えん里りも食べる？」

　通りかかったクラスメイト──縁里にパンを千切って手渡すと、素直にぱくりと食べた。

「あ、本当に美お味いしいですわね。テニス部の皆様は、部活帰りによくコンビニで買い食いしてるみたいですけど……わたくしもたまには食べてみようかしら……」

　新しん望ぼう縁里──初等部からの長い付き合いの友達だ。

　外国の血が入っていて、長くてクセのある金髪は地毛。可愛かわいいカチューシャをつけてる。

　二年では別のクラスだったけど、進級して同じクラスになった。

　初等部時代から何度も同じクラスになってるので、新鮮味はあまりない。

　縁里は高等部の生徒会長で、テニス部のエースでもあって、才色兼備を絵に描いたような女子だ。

「生徒会長でも買い食いくらい、別にいいでしょ。前政権から続いて、縁里政権はお堅いイメージなのが問題だね」

「新しいイメージを打ち出さないと、現政権。その金髪女騎士的な見た目を活いかして、振り回せ聖剣」

「あなたたち、言いたい放題ですわね！　剣なんか振り回したら、生徒会長をクビになりますわ！」

「そうしたら、繰り上げで美み春はるが新生徒会長……やっぱ、兄として妹をサポートするべきかな？」

　なんだかんだで、妹の美春は副会長の仕事を立派に務めてるみたいなんだよね。

　会長になっても上う手まくやっていけるんじゃないだろうか。

「あー、でも最近、美春の様子がおかしいんだよね」

「どうかした、妹さん？　また開発した、怪しいアプリ？」

　そういえば、美春は天てん華かさんの仕事用のアプリもつくってたっけ。

「それならいいんだけどね……よくないけど。リモートで英語習ったり、親に紹介してもらったアメリカの有名プログラマーと話してたりするんだよね」

「あー……この前びっくりしましたが、副会長が提出してきた書類が全部英語でしたわ。本人は〝ついうっかり〟とおっしゃってましたが」

「う、うーん……ウチにもネイティブレベルで英語できる生徒は何人かいるだろうけど、美春は去年の今頃は英語のテストも普通だったのに……」

「兄はなくとも、妹は育つ。姉はないと、妹は育たない」

「あら？　貴き宗そうさん、もしかしてお姉さんがいらっしゃるの？　んん？　そういえば、どなたかに似ていらっしゃるような……？」

「あっ、えーと、それより！　縁えん里り、僕になにか用があったんじゃないの？」

　おっと、危ない。

　真ま香か先生と天てん華かさんが姉妹なのは一応秘密なんだよね。

　担任と教え子が姉妹だと余計な疑いを招くかもって。

「いえ、別に用はありませんわ。それとも、用がないと話しかけてはいけないと？」

「い、いや、まさか。ああ、明日は僕らと一緒にお昼食べる？　縁里の好きそうなパンを買ってくるよ」

「それも悪くないですわね。ですが、慎まことさん。あなた、そんな簡単に女性を誘えるタイプでしたか？」

「……僕ももう高三だからね」

　適当にごまかし、明日のお昼の約束をしてから縁里は自分の席へ戻っていった。

「ふう……僕、そんなに変わったかなあ」

「さあ？　でも、いいの、彩さい木ぎ？　バレたらまずい、新ハーレムメンバーの勧誘」

「た、ただ一緒にお昼を食べるくらい問題ないでしょ。縁里は昔からの友達だし」

　初等部じゃないんだから、担任は教室でお昼を食べたりしない。

　真香先生にバレる心配はない……って、なにこの浮気男みたいな感じ。

「今日は久しぶりにお姉ちゃんの部屋、お泊まり。明日は見られる、彩木の血だまり」

「なにを報告する気なの!?」

　そして、明日は僕の命日になるというの!?

　──と、こんな感じで三年生に進級しても僕の周りは騒がしい。

　いつまでも、この騒がしさが続くわけではないことも、わかってる。







　聖せい華か台だい学院は、一応は名門私立だ。

　ほとんどの生徒がエスカレーター式で進学していくとはいえ、学習意識は高い。

　校内に、ずらりと机が並んだ自習室なんて部屋も当然のようにある。

　二年生まではテスト前だろうと近づく気すらしなかったけど、三年生になってからはここに通うようになった。

　といっても、まだ四月。三年に進級してほんの数日だけどね。

　ファミレスやカラオケボックスでの飲み物付きの勉強は快適だけど、ストイックに学ぶならこういう部屋を利用するしかない。

「…………」

　当然ながら、自習室は静かだ。

　友達同士で来てる人たちがたまにボソボソしゃべってるけど、大声でない限り許すのが暗黙の了解になってる。

　問題集を見ながら、英語の長文読解を進めていく。

　うーん……英語は決して得意じゃなかったんだけど、割とすらすら読めてるなあ。

　なんだかんだで、真ま香か先生の教え方が上う手まいというわけか。

　普通レベルだった成績が、今や学年上位になったのは──

　決して得意じゃなかった英語の成績がよくなって、成績全体が底上げされたっていうのもある。

　成績が上がったのはもちろん嬉うれしいし、学生の僕にとっては大きな意味のあることだ。

　真香先生が気にしてたように、外部進学の可能性だって決して無視できない。

　可能性が広がるというのは、言い換えれば悩みが増えるということでもある。

　今のところ、聖せい華か台だい大学への内部進学でなんの問題もないけど、本当にそれでいいのかと迷いが生じるかもしれない。

　真香先生のおかげで成績が上がって、増えた選択肢。

　真香先生が突きつけてきた、謎の卒業試験。

　ああっ、僕の脳はマルチタスクに向かないのに、同時に二つも大きな問題を抱えるなんてキャパオーバーにもほどがある……！

「……ん？」

　ふと、気づいた。

　いつの間にか、僕の両隣の席に二人の女子が腰を下ろしていた。

　隣に人が座ったのにも気づかないほど悩んじゃってたのか、僕。

　二人の女子は、それぞれ二つのお下げ、ショートカットの髪型だ。

　彼女たちは、僕を挟んでなにやら目め配くばせしてる。

　この二人、友達同士かな？　席を代わってあげたほうがいいのかな？

「彩さい木ぎ先輩、お久しぶりっす。面白い感じに頭抱えてましたね。そんな難しい問題、解いてたんすか？」

「高等部はこんな部屋あるんですねぇ。ちょっとキンチョー」

「…………誰？」

　見たところ、二人とも一年生みたいだ。

　ウチみたいなエスカレーター式だと、新入生でもあまり初うい々ういしさはないんだよね。

「えぇーっ、彩木先輩の忘却力、相変わらずっすね……」

「私はそんな気がしてましたよ。中等部に上がったときも、おんなじリアクションをされたっけなぁ」

「…………」

　言われてみれば、二人とも見覚えがあるような気がしてきた。

　お下げの体育会系っぽいしゃべり、ショートの甘ったるい口調……声に聞き覚えがあるというか。

「あー、えーとえーと……ああ、夏なつ樹きに天あま江えだっけ」

「もの凄すごく全力で記憶力を振り絞ってるっすね」

「まぁ、記憶されてたことが意外なくらいですけどねぇ」

　お下げが夏樹、ショートのほうが天江。下の名前までは知らない。

　確かに曖昧な記憶だったんで、外れてなくてよかったけどね。

　夏樹と天江は妙に距離感の近い後輩だったんで、なんとか覚えてたみたいだ。

「ねえねえ、彩さい木ぎ先輩。今、ちょっといいっすか」

「その質問、一分遅いね。小声ならいいよ」

　夏樹が僕のそばに顔を寄せてくる。

「彩木先輩、去年あの真ま香かティーと噂うわさになったってガチっすか？」

「…………」

「中等部にも噂は流れてきたんですけど、ほら真香ティーって一年の英語も担当してますから。あんな美人、初めて見ました。もう気になって、気になってぇ」

　天江も目を輝かせながら質問してくる。

　今まさに真香先生のことで真剣に悩んでたのに、えらくしょうもない話を……。

「……というか真香先生、一年生に真香ティーって呼ばれてるの？」

　入学して数日で、ずいぶん教師をナメて──フレンドリーすぎない？

「え？　高等部ではみんな真香ティーって呼んでるって聞いたっすよ」

「うん、真香ティーからも注意されてませんしぃ」

「そ、そうなんだ」

　とある女子生徒からの呼称がいつの間にやら校内に広がってる……。

　さすがに、全校生徒がそんな呼び方してるわけじゃないだろうけど。

　一年生は、完全な〝高たか嶺ねの花はな〟だった真香先生を知らないから、砕けた態度を取れてしまうのかも。

「それでそれで、噂っていうのは実際どうだったんすか？」

「壁ドン写真が出回ったんですよねぇ？　あれ、コラじゃないんですよねぇ？　彩木先輩が、年上の美人教師に迫ったなんてぇ──」

「……あれはちょっとした気の迷いだよ。僕、シスコンだから。妹の美み春はる以外の女性には興味ないんだ」

「こら、お兄ちゃん。新入生に適当なことを吹き込まない」

　ぽん、と後ろからなにかで肩を叩たたかれた。

　振り向くと、黒髪ポニーテールに眠たそうな顔つき。

　ブレザーの下にパーカーを着た、可愛かわいい女子生徒──妹の彩さい木ぎ美み春はるがいた。

　美春はタブレット端末を持っていて、それで僕の肩を叩たたいたらしい。

「一年生の二人、お兄ちゃんの言ったことはデタラメだよ。ウチの兄は、美春以外の女子にも興味があるから」

「……その言い方もいかがなもんかな」

　まるで、本当に妹を女性として見てるみたいじゃない？

「なんでもアリなんて、さすが高校生は違うっすね……」

「つーか、サイミハ先輩だぁ。高等部の生徒会長になったんですよね」

　どうしようかな、一つずつ突っ込もうか？

　高校生であることと見境なく妹まで狙うことは関係ないよ？　僕は狙ってないし。

　あと、美春って下級生からサイミハって呼ばれてんの？

　副会長であって生徒会長じゃないし。

　会長が金髪で高飛車な性格で目立つのに、なぜか美春のほうが会長扱いされがちだ。

「藤ふじ城きセンセの話で盛り上がってるトコ悪いけど。お兄ちゃん、その藤城センセがお呼びだよ」

「え？」

　真ま香か先生から呼び出し？　しかもなんで美春から？

「一年生二人、兄を借りていくよ。藤城センセの噂うわさを聞きたいなら、そのアカのついーとがオススメだよ」

「あ、あれ？　サイミハ先輩、なんで私のＬＩＮＥのＩＤ知ってるんすか？」

「ほ、本当だぁ。サイミハ先輩のＩＤ、登録した覚えないのにぃ」

　夏なつ樹きと天あま江えがスマホを見て、目を白黒させてる。

　どうやら美春が彼女たちにオススメの情報を送ってあげたらしい。

　後輩たち、驚くのは無理もないけどウチの妹は人のアカウントを掴つかむくらいは造作もないんだよ……。

「じゃ、行こうか、お兄ちゃん」

「……はい」

　僕、勉強中なんだけど──なんて話が通じる相手じゃないからね、美春も真香先生も。

　観念して言うことを聞くのが一番手っ取り早い。

　僕がこの一年で学んだこと。

　余計な悪あがきはしない。







　美春に連行された先は、生徒会室だった。

　前政権時代から何度も来てる部屋で、勝手知ったると言ってもいい。

　ここで例のメンバー総出で吊つるし上あげをくらったこともあったなあ……懐かしい。

「……彩さい木ぎくん。彩木くん、聞いてるの？」

「え？　ああ、はい。聞いてます」

　生徒会室にいたのは、スーツ姿の真ま香かティー……じゃなくて、真香先生。

　僕を案内してきた美み春はるは「あー忙し」とか言って、どこかに行ってしまった。

　ていうか、生徒会室には会長の縁えん里りも他の役員たちもいない。

「聞いてないでしょ、彩木くん。もう一度説明するわ。生徒会の庶務の子が家庭の事情で辞めちゃったのよ」

「はぁ、それは大変ですね」

　家業の手伝いとかだろうか。

「でも、生徒会メンバーの補充は簡単じゃないのよ。現生徒会は改革派でレベル高いと思われているし。主に美春さんが進めてるあらゆる手続きのデジタル化ね。たとえば部活動予算の申請は全部書面だったけど、今年度から全部デジタルで作成して、しかも美春さんが組んだ校内ＳＮＳで公開されてる。予算会議もアーカイブ化されて公開されてるわ」

「なにしてんの、ウチの妹」

　情報の可視化と事務作業の簡略化が急速に進んでる……。

「部活予算の配分は毎年、各部から不満も多かったからね。どういう経緯で決定されてるか、透明化は長年の懸けん案あんだったのよ。手続きも無駄に煩はん雑ざつだったし」

「はぁ……」

　僕みたいに部活もなにもやってない一般生徒にはどうでもいいことだけど……。

　実行してる当人が妹となると、話は別だ。

　本当になにしてるの、美春は……学校にＶＲで通学可能にしちゃうんじゃない？

「そういうわけで、彩木くんには生徒会臨時メンバーになってもらうわ」

「はい、わかりました。まず、なにをやればいいですか？」

「ちょっと、物わかりがよすぎよ!?　得意のツッコミはどうしたの!?」

「僕ももう三年生なので、少しは落ち着こうかなと」

　というか、さすがに流れを読めばどういう話がくるかくらい予想がつく。

　この一年、真香先生のありがたいお話を散々聞かされてきたからね。

「なんだかつまらないわ……でもまあ、わたしとしてもメンバー補充は助かるわ」

「生徒会副顧問でしたね、そういえば」

　最近はすっかり忘れてた。

　真香先生が普段どんな仕事をしてるのか、未いまだにはっきりわからないしね。

「いいえ、めでたく今年度から正式な顧問になったわ。わたしみたいな三年目の新人に生徒会の顧問を任せるなんていかがなものかしら」

「真ま香か先生、ＪＫ時代は生徒会長だったし適任なんじゃないですか？　だいたい、三年目ならもう新人でもないですし」

「歳としを取るのは嫌ね……それでいて権限は特にないのが不満だわ」

「前々から僕が恐れてた、高等部での独裁による冬の時代はまだ始まらないようですね」

「本当、君はわたしをなんだと思ってるのかしら……」

　教頭先生の後継者だと思ってますよ。

　でも、真香先生は今年まだ二十五歳だし、権力を掌握するのはもう少し先だろうね。

「ああ、生徒会の話だったわね。彩さい木ぎくんは三年生なんだし、無理はしなくていいわ。どっちみち雑用だし……」

「最後にボソリとなにか付け足しましたね。いえ、いいですよ。妹と友達の手伝いになるわけですしね」

「そうね、現生徒会は全員女子だものね」

「合法ハーレムですね」

「……彩木くん、強くなったわね。担任として誇らしいわ」

　タフでないと生きられない環境をつくったの、主に真香先生ですけどね。

「……で、僕のハーレムメンバーたちはどこに行ったんです？」

「新年度が始まって忙しいからね。部活の視察に行ったり、委員会に立ち合ったり、生徒会室の外での業務も多いのよ」

「へぇ……」

　去年の同時期、前政権の人たちも同じことをやってたんだろうか。

　あの前生徒会長は僕を見れば服装を直してきたり、吊つるし上あげたり、あまり働いてるように見えなかったけど。

「じゃあ、さっそくお願いできるかしら？　そこのノートＰＣを使って」

「あ、はい」

　長机の端に置かれたノートＰＣの前に座る。

「〝庶務〟のフォルダに必要なファイルが入ってるわ。各部活が出してきた活動予定表があるから、昨年度の予定表と照らし合わせながらチェックしてくれる？」

「割と普通の仕事ですね……穴を掘っては埋める、みたいな意味ない作業をやらされるのかと思ってました」

「じゃあ、開校以来の手書き書類をＰＣで打ち直す作業もあるけど、そっちにする？」

「お役所仕事ですね！」

　そんな古い書類をデジタル化する意味、一ミリもないよ！

「仕方ないわね。では美み春はるさんの決定どおり、デジタル化作業の締め切りは百年後にしておくわ」

「そうしてください……」

　つまり、その不毛な作業に駆り出される生徒会役員はいないんだ。よかった。

「じゃ、作業始めますね」

「悪いわね。ああ、自習室にいたのよね？　今さらだけど勉強は大丈夫だったの？」

「本当に今さらですね。いえ、大丈夫ですよ。まさか、毎日手伝わされるわけじゃないでしょうし」

「……………………」

「え？　ちょっと、冗談ですよね？」

「もちろん冗談よ。わたしも毎日は来られないし。週二回くらい来るから、彩さい木ぎくんもそのときだけ仕事してくれたら助かるわ」

「はぁ……」

　生徒会の仕事を、僕を呼び出す口実にしてない？

「ああ、仕事をしないとね。わたしも正顧問になって仕事が増えたのよ。まったく、まさかまたこの部屋に出戻ってお仕事するハメになるとは……」

　真ま香か先生もブツブツ言いながらタブレット端末をいじってる。

「あの、先生……？」

「わたしの時代と微妙に勝手が違うところもあるし。予備知識が邪魔になることってあるのよね……って、ごめんなさい、なにか言った？」

「あ、いえ。なんでもありません」

　英語科準備室じゃないとはいえ、二人きりだから具体的な話がくると思ったのに。

　本当にただ生徒会が大変だから、僕を呼んだだけか。

　真香先生も忙しそうだから、余計なことは言わないほうがいいかな。

　でも──気になってるんだよなあ。

　この前の進路相談で言ってた、〝卒業試験の話をするしかるべきタイミング〟っていつなんだろう……？







　その日の夜、彩木家リビング──

　僕は美み春はるから借りたノートＰＣのキーボードをカタカタと叩たたいてる。

「ぐぬぬ、僕は家庭に仕事を持ち込まない主義なのに……」

　まさかの、手伝い初日からお仕事テイクアウト。

　部活の活動予定表のチェック、けっこうめんどい。

　僕の性格が細かいせいかもしれないけど、グラウンドや体育館の使用計画がバッティングしてないかとか気になってしまう。

　真ま香か先生は後日、生徒会室に来て作業すればいいって言ってくれたけどね。

　でも、今日の仕事を明日に持ち越したくないんだよなあ。

　学生の身にして、社畜の素質あるかも？

「マコ、勉強のほうは大丈夫なの？　いくら内部進学だからって油断してるとまなっしールートだよ？」

「いや、あいつは別に落第したわけじゃないから」

　リビングのテーブルを挟んだ向かいに座っているのは、京けい御み詩し夜やちゃん。

　僕の幼なじみにして、聖せい華か台だい学院大学に通う女子大生。

　クセのある長い茶髪の派手な美人だけど、中身はごくごく真面目。

　そんな詩夜ちゃんは、単位を一つも落とすことなく大学三年に進級したらしい。

「あ、昨日のドラマにも出てたね、あの子。単発の二時間ドラマだったけど、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに追い詰められて刑事に説得されてたよ」

「……殺され役から犯人にステップアップしたんだ」

　この時代にそんなベタな演出やって大丈夫？　炎上しない？

「仕事は順調みたいでよかったよ。時間の融通が利く学校に転校したとたん、仕事が激減したらシャレになんないからね」

「マコってば素直じゃないなあ。もっと喜んであげればいいのに」

「……喜んでるよ。あいつは、嫌でも毎日顔を見るくらいじゃないと困るね」

　実は、よーつべの動画もちょくちょくチェックしてる。

　クリスマスに知ったチャンネル登録者数には驚かされたけど、あれから三ヶか月げつちょっとで倍増して百万という数字が見えてきてる。

　ここまで急激に伸びたら、しばらくは指数関数的に増えていきそう。

「アタシも負けてらんないなー。稼ぎでは勝てないだろうけど、労働も頑張らないと」

「ああ、塾講師のほうはどうなの？」

　詩夜ちゃんは、僕の家庭教師でもある。

　大事な三年生の時期、がっちり勉強を見てもらえることになってる。

　ただ、僕の家庭教師は弟に勉強を教えるようなもので、仕事と呼ぶには微妙。

　来たるべき社会人生活に備えて、きちんとした労働を経験しておきたいらしい。

　というわけで、詩夜ちゃんはこの四月から近くの中学生向けの学習塾で講師のバイトを始めてる。

「中学生だからって簡単ってわけじゃないね。やっぱ、弟に教えるのとはワケが違うよ。気も遣うしね」

「弟にも気を遣ってほしいけどね、お姉さん」

　今日も僕の隣にぴったりくっついて、塾の学習計画書を読んでる。

　ふわっと香水らしきいい匂いが漂ってきて、男子高校生にはなかなかの刺激だ。

「気は遣ってないけど、塾の中学生よりマコのほうが大事かなー。あー、そんなんじゃダメだよね、教え子も身内だと思って必死に教えないと」

「……そうしてあげて」

　自分を一番可愛かわいがってほしい、なんてキモいことは考えない。

　まあ、僕の成績が上がったのは、詩し夜やちゃんの家庭教師のおかげでもあるからなあ。

　詩夜ちゃんなら、塾でも上う手まいことやっていけるんじゃないだろうか。

「ウチの塾、大手じゃないけどレベル高くて評判いいんだよね」

「あー、僕もそんな話、聞いたことあるなあ」

　中等部時代にあの塾に通ってる友達もいたっけ。

「だからお給料もいいし、バイトから正社員への昇格もあるらしいんだよね」

「ん？　詩夜ちゃん、そのまま塾講師になるつもりなの？」

「だって、就活したくないー。昔より就職は楽になったとかいうけどさ、テストで点を取れれば受かるわけでもないし、かったりぃよー」

「いきなりクダを巻き始めたね」

　シラフなのに情緒不安定だなあ、詩夜ちゃん。

「あー、かごめはいいなあ。毎日家でダラダラしてられるんだからさー」

　彩さい木ぎかごめ──去年から我が家で暮らし始めた白猫だ。

　リビングに設置されたキャットタワーの中段のあたりに陣取ってる。

　猫は高いところが好きだというけど、かごめは面倒くさいのかめったに上段には上らない。

　面倒くさがりで毎日ダラダラして、それでいて偉そうで、だけど毛並みもよくて可愛くて、きまぐれな性格が好ましく、猫として文句のつけようがない。

　どこかの誰か美春に凄すごく似てるんだよね……。

　ちなみに、その美み春はるは今日も自室で怪しげなリモート会議中だ。

「大学生活はあと二年。それが終わって就職したら懲役四十年が待ってんのよ……」

「懲役て」

「髪も自由に染められないし、メイクも上品にしなきゃいけないし、毎日スーツにヒールだよ？　上司と並んでハンコ押すときは左斜めに傾けなきゃいけないんだよ？」

「そのハンコって、都市伝説じゃないの……？」

　ネットではよく見かけるネタだよね。

　つーか、ハンコの角度くらいこだわらずに押せばいいような。

「アタシ、今のうちにもっとオシャしてみようかな。髪にピンクのメッシュとかどう？」

「ますます大学デビュー感が……」

「もう三年なのに、まだデビュー扱いなの!?」

「考えてみれば、詩し夜やちゃんは大学デビューだからオシャレが楽しめるのは人生で四年間だけか……いや、定年退職してからも楽しめるかな？」

「いやーっ！　もっと若さを謳おう歌かさせてーっ！」

　僕の隣でジタバタと暴れる詩夜ちゃん。

　高校生から見れば楽しそうな大学生活も、悩みからは無縁でいられないらしい。

　詩夜ちゃんは高等部時代の後悔は解決できたけど、人生は常に悩みが絶えないか。

「ピンクのメッシュくらいじゃまだ普通だよ。銀髪とかどう？　毛染めって、確かドラッグストアに売ってたよね。僕が買ってこようか？」

「銀は攻めすぎじゃない!?　大学三年というより中二感凄すごいよ!?」

「でも、詩夜ちゃん。就職したら、絶対に銀にはできないよ？」

「……まあ、塾講師になったら百パー無理だろうね」

「だから、最後の自由を謳歌するんだよ。陰キャから陽キャに変わるより、陽キャがさらに陽キャになるのはたいした変化じゃないでしょ」

「なるほど、そんな気もしてきた。銀か……アタシ、攻めてみようかな」

　このお姉さん、こんなにチョロくて大丈夫？

　自分でけしかけておいてなんだけど、マジで銀に染めようとしたら、全力で止めよう。

　ただ──人生の区切りを、大事な時間の終わりを感じているのは僕や真ま香か先生だけではないらしい。







「──というわけで、英語の長文読解については単純な単語の知識量を増やすよりも、長文そのものに慣れてわからない部分があっても推測しながら読みこなすことが重要です。現国の文章でも意味を知らない単語が出てくることはあるでしょう？　英語の文章がパーフェクトに理解できなくても当然です。たとえ１センテンスが丸ごと読めなくても──」

「…………」

　教壇で、受験向けの授業をしてくださってるのは真香先生。

　内部進学が多い聖せい華か台だい高等部でも、受験のテクニックは教えている。

　当然、社会に出たときに役立つ実戦的な英語も教えてる──って、学ぶことが多いなあ。

「あら、彩さい木ぎくん。ずいぶん難しそうな顔してるけど、わからないところがあるの？」

「え？　あ、いえっ、別に」

　急に真香先生から声をかけられて、反射的に返事をしてしまう。

「それは頼もしいわね。じゃあ、このページは丸ごと彩木くんに訳してもらいましょう」

「えぇっ!?」

　今日は指名される日じゃないから油断してた！

　ぐぬぬ、今日の長文は難易度高いんだよなあ……予習なしで読むのはちょっと厳しい。

　助けて天てん華かさん、もしくは縁えん里り！

「「…………」」

　……と思ったけど、二人の友人はこっちを見てすらいない。

　あの二人は、いくら好感度上げても甘やかしてくれないからね……。

　例の組織のメンバーたちとは違うからねー……。

「え、えーと……〝落下……堕おちた宮殿は、戦士たちの砦とりでとしての機能を果たしてる。といっても、全世界の集合した戦士たちが……結成した……〟」

「彩さい木ぎくん、どうやら予習が足りないようね？」

「うっ……す、すみません」

　というか、なにこの中二異能バトルみたいな文章は？

「じゃあ、新しん望ぼうさん。生徒会長、学年３位の実力を見せてもらおうかしら」

「はい、〝墜おちたる宮殿は、勇敢なる戦士たちの砦として機能し始めていた。といっても、世界中から集った戦士たちがいくつかの部隊をつくり、宮殿の内外をうろついている程度だ。しかし、それだけで充分ともいえる──〟」

「くっ……」

　さすが、縁里は貼り出し組の下位にしがみついている僕とは違う。

　縁里は元から優等生だったけど、生徒会長になってからさらに成績が上がってる。

　まあ、前生徒会長がぶっちぎりで学年一位で海外の一流大学に進学しちゃったから。

　縁里はその後継者を自称してる以上、みっともない順位は獲とれないと気負ってるみたい。

「はい、そこまで。新望さんはよく勉強していますね。彩木くんも生徒会長を見習うように。それでは、次のページ──」

　真ま香か先生がきっちり僕に釘くぎを刺し、縁里がこっちを見てふふんとドヤ顔をキメる。

　くっ……！　試験前以外ももっと勉強しなきゃダメか……。

「こちらの構文は複雑なように見えますが、前のページで新望さんが訳したように──」

「…………」

　真香先生の授業は声が聞き取りやすく、説明も筋が通っていてわかりやすい。

　周りのクラスメイトたちも真面目に話を聞いてる。

　三年生になって勉強に励むようになったのは、僕だけじゃない。

　この教室にいる生徒たちのほとんどが、試験のない内部進学を狙ってる。

　でも、いつ気が変わるか、状況が変わるかわかったものじゃない。

　進路変更の可能性を考えれば、のんきに構えてはいられない。

　そんな僕らにとって、授業で受験対策も進めてくれる先生は頼りになるよね。

　真ま香か先生は聖せい華か台だい高等部の生徒たちにとって、必要な人だ。

　これまでも、今も──これからも。







　無事に授業を終えて、放課後。

　一時間ほど自習室で勉強してから、帰路に就いた。

　ちょっと勉強時間が短めだけど、今日は買い物があるので、仕方ない。

　生活が充実してこそ、勉強も頑張れるってもんだしね。

　美み春はるも生徒会の仕事が大変みたいだから、たまには美お味いしい物も食べさせたい。

「うーん、ちょっと張り込みすぎたかな？」

　お肉大好き、肉食系の妹のためにお高い牛肉を買ってしまった。

　いいネギと白菜も手に入ったので、今日のメニューはすき焼き。

　春になったとはいえ、すき焼きであったまるのもいいだろう。

「あれ、慎まことくん？」

「え？　あ、ああ」

　ぶら下げた袋を眺めていると、急に声をかけられた。

　僕を〝慎くん〟と呼ぶ女性は、実はこの世に一人しかいない。

「どうも、コーコ先生」

「けっこう久しぶりだね、慎くん。あれ、お買い物だったかな。相変わらず家事も頑張ってるんだね」

「ええ、僕が頑張らないと生活がままならないので……先生、お元気そうですね」

　紺色にも見える長い黒髪を無造作に後ろで結び、薄手のブルゾンにスリムなジーンズ。

　たぶん三十代なかばのはずだけど、十歳以上若く見える。

　というか、僕が幼稚園の頃とあんま変わらない。

　妖怪？　妖怪なのかな？

　この人は、神しん樹じゆ香こう子こ先生。旧姓は清きよ路じ。

　僕の幼稚園時代の先生で、過去に僕を騙だまくらかして結婚した人でもある。

「ええ、コーコ先生はいつも元気いっぱいよ」

「それはなによりで」

「旦那が単身赴任中だからね。日曜に家でゴロゴロしてる生き物が一匹減るだけで心身ともに負担が軽くなったわー」

「最愛の妻子を置いて単身赴任してくれたんだから、もっと尊重してあげて！」

「いつ頃、奴やつのアパートに踏み込めば女を連れ込んでる現場を押さえられるかタイミングを計ってるの」

「浮気してる前提なの!?」

　僕もコーコ先生の旦那さんは多少知ってるけど、浮気どころか女性との会話すら避けそうな堅物だよ！

「冗談よ、信じているからこそ言えるジョークよ」

「そうでしょうけど、コーコ先生は本気か冗談かわからないから怖いんですよ」

　虚きよ実じつ混こん交こう、嘘うそかマコトかわからないことを言うのがコーコ先生のキャラだ。

「せっかく会えたんだし、軽くお茶でもしよう。私もまだ若いし、たまには男子高校生をナンパしないとね」

「……はぁ、いいですけど」

　ああ、初恋の女性にナンパされたなんて真ま香か先生にバレたら修羅場だなあ。

　などと思いつつ、近くのカフェへ。

　ありがたくコーコ先生にイングリッシュブレックファストティーをおごっていただく。

　うーん、たまには学校帰りにお茶するのもいいね。

「しっかし、慎まことくんももう高三かー。ヨソの子の成長は速いなあ」

「そんなにしみじみ言わなくても。でも、神しん樹じゆ家の娘も成長速いですね」

「最近、またおっぱいがふくらんできてるのよ。奴やつは恐るべきスピードで成長してる」

「母親が娘のそんな情報流しちゃダメでしょ！」

「むしろ、無む垢くなら積極的に慎くんに報しらせたいでしょうね。普通のブラを着けてもいいんだけど、あの子恥ずかしがって、面白くもないスポブラなのよ」

「面白さの問題かなあ……」

　神樹無垢──くーは聖せい華か台だい初等部の五年生。

　いや、六年生に上がったんだったな。

「その、コーコ先生。くーは……元気にやってますか？」

「うーん、微妙？」

「び、微妙？　体調的にですか……？」

「いやいや、体調は絶好調だよ。すくすく育ってるし。ただ、親父おやじを島流しにしたのをずっと気にしてたね」

「島流しって。でも、くーならそうでしょうね……」

　くーは、家族揃そろって父親の転勤先に引っ越すか、母親と二人でこの街に残るかの選択を迫られて、後者を選んだ。

　うぬぼれてもいいなら、くーの選択には僕の存在も影響してるわけで……。

「もう家出しないって条件も健けな気げに守ってるよ。別に、慎くんたちの家に遊びに行っちゃいけないとは言ってないのに」

「そういえば、こんなに長いことくーに会わないのって初めてかも」

　クリスマスの夜以来、くーとは一度も顔を合わせてない。

　以前はしょっちゅう彩さい木ぎ家にお泊まりもしてたのに。

　くーは、この街に残らせてもらうのと引き替えに、二度と家出しないことを約束した。

　自分から言い出した約束だったらしく、くーは律りち儀ぎに守り続けてる。

　美み春はるが寂しがってるのはもちろん、かごめまで時折物もの憂うそうな顔をしてるんだよなあ。

「よかったら、慎まことくんのほうからウチに遊びに来てやってよ」

「あー……そうですね」

「旦那いないから、いつでも入いり浸びたり放題だよ？」

「人を間ま男おとこみたいに！　ああ、そうだ、かごめも連れて行っていいですか？」

「ああ、慎くんトコの猫ちゃん？　こっちからお願いするよ。猫が苦手な旦那、いないからね。ベランダからベッドのシーツで脱出する準備もしとくよ」

「だからそれ、間男！」

　僕をどうしたいの、コーコ先生は！

　まあ、コーコ先生の戯ざれ言ごとはともかく、そのうち神しん樹じゆ家に遊びに行くのもいいだろう。

　僕は、あの子の〝せんせー〟なんだしね。

　先生、先生か……。

「……コーコ先生は、なんで幼稚園を辞めたんですか？」

「は？　今さら恨み言なの？」

　しまった、ついぽろっと変なことを。

　でも、言っちゃった以上はもう引っ込められない……。

「い、いや、急に辞めたのがずっと気になってて」

「ずいぶん長いこと気にしてたんだね。そんなの、訊きいてくれれば秒で答えたのに。急にって、君たちの卒園に合わせて辞めたでしょ。幼稚園も人手不足だったから、年度の途中で辞められたら迷惑だしね」

「あれ……そうでしたっけ？」

　幼少の僕がプロポーズした直後に結婚を発表して辞めたような……？

「辞めます、ハイそうですかってわけにはいかないんだから。特にウチの幼稚園なんてブラックだったし」

「…………」

　あの幼稚園までブラックなんかい。

　労働形態に闇を抱えてるのは聖せい華か台だいだけでいいのに。教育の現場は疲ひ弊へいしてる？

「慎くんが私に指輪をくれたのが卒園の直前だったのよ。覚えてない？」

「う、うーん……」

　ショタだった僕が花でつくった指輪。

　幼いながらも婚約指輪のつもりでそれを贈ったときのことは、忘れっぽい僕でもよく覚えてるつもりだったけど……。

「まあ、幼稚園の頃の細かい話なんて覚えてないよね。でも、いくら私でもそんなしょーもない嘘うそはつかない」

　コーコ先生は虚実まぜてくる人だけど、それはそうか。

「そうですね……いえ、時期はあまり関係なくて。どうして辞めたのかなって。やっぱり結婚したからですか？」

「一番の理由はそうね」

「旦那さんが辞めるように言ったとか？」

「まさか。ウチの人は、小学生の娘の意思を尊重して泣きながら単身赴任を選ぶような男よ？　奥さんに仕事辞めろなんて迫るタイプじゃないね」

　ごもっともで。

「単純に仕事がキツくて疲れてたからかな。子供たちは可愛かわいいけど、幼稚園の仕事は体力もいるし、大変だからね。慎まことくん、知ってる？　あの幼稚園であの頃働いてた先生、今はほとんど辞めてるわよ？」

「えーっ……」

「入れ替わりの頻度は職場によって違うけど、ウチの幼稚園は昔から多いみたいね」

　思い出の幼稚園のさらに深い闇まで見てしまったよ……。

「ねえ。もしかして、あの藤ふじ城き先生が聖せい華か台だい辞めちゃうの？」

「え？　い、いえ……なんでそう思ったんですか？」

「慎くんが進退を気にする先生なんて、あの人くらいじゃないの？」

「……そんなことないですよ」

　ひより先生とか、保ほ科しな先生とか、教頭先生とか。

「いや、本当に辞める話とか全然ないですよ」

「ま、そりゃそうね。まだ若いもんね、あの先生。ただ……」

「なんです？」

「優秀な人ほど、さらっと辞めちゃうもんなんだよ。私の周りの話を聞いても、そういう傾向、あるみたい。むしろさっさと辞めてほしい人ほどいつまでも──おっと、教え子の前で毒舌はいかんね」

「いけませんね……」

　優秀な人ほど辞めてしまう──考えてみれば、当たり前の話か。

　再就職先、もっと待遇のいい職場をすぐに見つけられるスペックがあれば、今の仕事にしがみつく必要もないわけで。

　真ま香か先生なら、教師に限らずにどこにでも再就職できちゃいそう。

　まあ、あの人は尼になるのもいいとか言ってたけど……退職自体はさほどのハードルでもないのかも。

　そうなると、僕が告ったら教師を辞めるという話が、ますます現実味を帯びてくる……。

「慎まことくん、君ってまたなにか抱え込んでるの？　青春の悩みに翻弄されるのもいいけど、もう三年なんだから勉強が最優先だよ」

「……コーコ先生にまともなアドバイスされちゃったよ」

「君は私をまともじゃないと思ってるみたいだね」

　じろり、と恩師に睨にらまれてしまう。

　ただ、この人の教育者や親としての方針には含むところがあっても、今のアドバイスは反論のしようがない。

　最後の一年は、あっという間に終わる──

　まだ四月だけど、のんびりかまえてる暇はない。

　真香先生とのことも大事だけど、将来のために勉強するのだって同じくらい大事。

　僕だって、それが現実だってことくらいわかってる。

　でも、最後の一年──学校で真香先生と過ごせる最後の一年を、僕はただ勉強だけで終わらせたくないんだ。







　そうは思っていても、時間は無情に過ぎてしまう。

　本当に真香先生の言うとおり、高三はあっという間に終わってしまいそうだ。

　新年度の始まり、四月はいつもバタバタする。

　健康診断に身体測定、いきなりの実力テスト、スポーツテスト。

　三年生とはいえ、委員会やクラス内の係は決めなきゃいけない。

　なんだかんだで忙しいまま、四月もなかばを過ぎて──

「ま、まずい……」

　このまま四月下旬に入ると、すぐにＧＷのお休みになってしまう。

　三年生の三学期はほぼ自由登校で、あってないようなものだと聞く。

　さらに八月も丸ごと夏休みと考えると──残った時間は七ヶか月げつ!?

「……彩さい木ぎくん。彩木くん」

「え？　あ、はい？」

　放課後の生徒会室。

　細々とした事務作業をこなしつつ考え事に耽ふけっていると、後ろから声をかけられた。

　振り向くと、そこに立っていたのはご不満そうな顔の真香先生。

「もう、さっきから何度も呼んでるのに。お願いがあるのだけど、いいかしら？」

「す、すみません。なんですか？」

　本職の生徒会役員さんたちは、本日は部活の予算会議の詰めとやらで会議室だ。

　それが済めば生徒会にも余裕ができて、めでたく僕はお役御免になるらしい。

「悪いけど、英語科準備室まで来てもらえる？」

「はい、わかりました」

　ノートＰＣを閉じて立ち上がる。

　それから、真ま香か先生について行って、英語科準備室へ。

　ここに来るの、けっこう久しぶりだなあ。

「ん？　あれ？」

「どうかしたの？」

「いえ、なんか様子が変わったなあと……」

　見慣れた英語科準備室は、以前と変わらないようで微妙に変わっている。

　並んでる机のうち、真香先生の机以外はほぼ使われている様子がなかったのに。

「ああ、今年度から来た新任の先生がここを使われてるのよ。職員室は緊張するからって言ってたわね」

「そういえば、英語の先生が新しく来てましたね。小柄な女の先生でしたっけ」

「へぇ、さすが彩さい木ぎくん。若くて可愛かわいい女性教師にはきっちりチェック入れてるわけね」

「そ、そういうわけでは！　三年の英語は担当してないですし、特に興味は……！」

「ふーん……まあ、そういうことにしてあげるわ。わたしが彼女の教育係になったのよね。だから、わたしの城に住まわせるしかなくなったのよ」

「なるほど……」

　新任の先生が、英語科準備室のヌシと化してる真香先生の下につけられたなら、当然の成り行きだ。

「ところで先生のお城、ずいぶん酷ひどい有様ですね」

「こ、これはしょうがないのよ」

　真香先生の机は、以前からお世辞にも整頓されてるとは言えなかった。

　それにしたって、今の状態は酷すぎる。

　真香先生の座高より高い位置まで書類だのノートだのが積み重なってる。

「これ、ちょっと片付けましょうか？　雪崩なだれが起きたら大惨事ですよ」

「ダ、ダメ！　わたしの机には指一本触れちゃダメよ！」

「……そんなに拒否らなくても」

　真香先生は、我が子をかばう母のごとくみずからのデスクの前に立ちはだかった。

　そりゃ、生徒が見ちゃいけないものもたくさんあるんだろうけど。

「しょうがないですね。でも、なにかやることあるんですよね？」

「あ、彩さい木ぎくんにお願いだったわね。この段ボールを運ぶのを手伝ってもらえる？」

「これですか？」

　真ま香か先生の机の横に、段ボールが三つ積み重なっている。

　段ボールの横には〝教員用生徒会資料〟〝生徒会室デスクトップＰＣ１号・ノートＰＣ２号〟〝第●●期生徒会〟と太いペンで書かれてる。

「春休みの間に生徒会の資料を確認し直して、あと生徒会室のＰＣが不調だったから修理と清掃をしておいたの」

「資料の確認はともかく、ＰＣのメンテまで……？」

「業者に頼むとお金かかるのよ。生徒会にも予算ってものがあるの。わたしも、現役の頃は苦労したのよね。備品のペン一本買うのも真剣に検討したものよ。自力でできることはやって節約しないと」

「…………」

　そうか、真香先生にとっては縁えん里りや美み春はるは生徒というだけじゃなくて、生徒会の後輩でもあるんだった。

　縁里たちが少しでも予算で苦労しないように、手を貸してくれてるわけか。

　真香先生の負担は増えるだろうけど、正顧問になってくれてよかった。

「ＰＣが入ってる段ボール、僕が持ちますね」

「ダメよ、そんな重い物を彩木くんに持たせられないわ。教員用資料のほうが軽いから、そっちを持ってくれればいいわ」

「一応、僕も男子高校生なんですけど。か弱い……とは思えませんが、女の人に重い荷物を持たせるわけにはいきませんよ」

「凄すごく引っかかる言い方だけど、たぶんわたしのほうが腕力も上よ？」

「そうなんでしょうね……」

　真香先生の細腕には、計り知れぬパワーが秘められていそう。

「ん？　ちょっと待ってください、この段ボールって、真香先生の生徒会長時代のヤツじゃないですか？」

〝第●●期生徒会〟と書かれた段ボールには、見覚えがある。

　というか、去年の文化祭のときに僕がこっそり生徒会室横の倉庫から運び出したものだから間違いない。

「それはいいのよ。いらんものが出てこないか証拠隠滅──いえ、どうせ古い物ばかりだから必要な物だけ抜き出してあとは処分しようかと」

「じゃあ、これは倉庫に戻しておきますね」

「彩木くん、わたしの話聞いてた!?」

　ＪＫ真ま香かちゃんはレベル高い美少女で隠す必要ないんだけど、現在の大人真香さんは過去を隠いん蔽ぺいしようとしてるフシがある。

　美人で色香溢あふれる高たか嶺ねの花はなのイメージを守るためっぽい。

　校内でもだいぶイメージは崩壊したので、手遅れ感はあるよね。

「この年度の遺物だけ処分するのもなんですし。まとめて生徒会の倉庫を整理するならともかく。それに、あの写真だって──」

　ふと思いついて、〝第●●期生徒会〟の段ボールを開けて中を探ってみる。

「……真香先生。生徒会の写真はどうしました？」

「うっ……」

　真香先生は困ったような顔をして、机の一番上の引き出しに鍵を差し込んで開けた。

　あの引き出し、鍵がかかってるのか。厳重だなあ。

　そこから取り出されたのは──

「これが誰かに見つかったら、体育祭の醜しゆう態たいを思い出されるかもしれないし……闇に葬るのが一番でしょう」

「体育祭のエキシビションは盛り上がったじゃないですか。まあ、真香先生がその写真を持っておきたいなら止めませんけど……」

　真香先生が引き出しから取り出した写真を受け取る。

　前にも見た、藤ふじ城き真香生徒会長と生徒会役員のみなさん。

　それに生徒会の顧問で、真香先生の恩師である──風ふう花か四し季き先生。

　紺色のスーツ姿で、どことなく今の真香先生に似てる。

「いえ、別に。人目に触れさえしなければ、どうでもいいわ。ああ、彩さい木ぎくんに持っていてもらおうかしら」

「えっ、僕が持ってていいんですか？」

　写真の中央に写っているのは、今より少し髪が短いＪＫ真香ちゃん。

　何度か見せられた制服コスプレとは違う、本物だった頃の先生だ。

　今とは違う可愛かわいさがあって、貴重なシロモノだ。

　ウチの男子生徒たち相手にオークションをやったら高値がつきそう。

「売るのはダメよ？」

「や、やだなあ。そんなセコいことするわけが……」

　さすが先生、教え子の考えてることくらいはお見通し。

　いや、売るつもりなんてないよ？　生徒会の予算の足しになるなんて思ってないから。

「……風花先生のこともっと知りたいと思って、何なんヶか月げつも経たっちゃいましたよ」

「風花先生……？　彩木くん、あの人のこと、そんなに気にしてたの？」

「ええ、ちょっと……」

　あのクリスマスの夜も、真ま香か先生は風ふう花か先生のことを語ってくれた。

　僕のカノジョ先生にとって、今はもういない教師が大きな存在なのは間違いない。

　あるいは、僕にとっての真香先生、真香先生にとっての風花先生は同じくらいの重さがあるのかもしれない。

「ふう…………しょうがないわね」

　真香先生は、深い深いため息をつくと。

「そんなに気になるなら……これ、見てみる？」

「ＵＳＢメモリ？　なんですか、それ？」

　前に真香会長の生徒会の資料を発掘したときにも、十本ほどのＵＳＢメモリが出てきた。

　あまり使ったことがないからか、気にしてなかった。

　そうか、昔はデータのバックアップにこういうメディアを使ってたんだっけ。

　今はだいたい、バックアップ取るならクラウドに上げちゃうからなー。

「ちょっと待ってて」

　真香先生はそう言うと、ノートＰＣにＵＳＢメモリを挿してなにやら操作を始めた。

　それから、リモコンを持って壁に掛けられたＴＶの電源を入れる。

　英語科準備室では教材の確認用にＴＶがあるんだった。

　いつだったか、Ｒ15のちょいエロ動画を見せられたような……これも懐かしい。

「えーと……ああ、このファイルね」

　真香先生がノートＰＣのトラックパッドを操作すると、ＴＶで動画の再生が始まった。

『え？　これ、映ってるんですか？』

　ドーン、といきなり女性のアップが現れた。

　一瞬、誰だかわからなかったが──写真で見た風花四し季き先生の顔だった。

　目をパチパチさせて、戸惑っているようだ。

　しかし、こうして映像で観みてもやっぱり美人だなあ……。

『私を映しても仕方ないでしょう。生徒会の活動記録なんですから』

『風花先生は顧問なんですから、映ってもらわないと困りますよ』

「あっ」

　風花先生に続いて聞こえてきた声には、聞き覚えがあった。

　少しばかり声色が違うけれど、間違いなく真香先生の声だった。

　いや、声というよりしゃべり方か。本物のＪＫ真香ちゃんは、今より口調が軽いかな。

　真香先生が教師になって、落ち着いた口調を身につけたってことかも。

『それに、テスト撮影ですから。映すのは誰でもいいんですよ』

『じゃあ、私が藤ふじ城きさんを撮ってあげましょう。どうせなら、高たか嶺ねの花はなの藤城さんが映ったほうがいいでしょう』

　ＪＫ時代から高たか嶺ねの花はなだったんだ、藤ふじ城き真ま香かさん。

　そのＪＫ真香ちゃんが撮影している風ふう花か先生は、生徒会室の机のそばに立っている。

　以前、先生が言ってたけど、生徒会室の様子は今とほとんど変わりない。

『ダメですよ、風花先生はボタンが三つ以上ある機械は無理だって言ってましたよね』

『こ、壊しませんよ。そのビデオカメラは学校の備品なんですから』

　そういえば、風花先生って教師の能力的にはポンコツなんだっけ。

『教えてもらえば、ちゃんと撮れますよ。藤城さんたちの貴重な高校生活を撮影しないと。私なんて、ずっとこの学校にいるんですから、わざわざ記録を残さなくても』

『ずっといらっしゃるでしょうか？　風花先生、鉄拳制裁をやめないとクビになるかもしれませんよ』

『うっ……藤城さん、容赦ないですね……』

　言い返せないのか、風花先生。

　この先生、優しそうなのに問題児は鉄拳制裁してるって話もマジだったのか。

　虫も殺せない顔してるけど、人は見かけによらないというか。

　いや、そんなことよりも──

「考えてみれば、これってフラグだったのね。風花先生、ずっとこの学校にいるなんて言っておきながら、すぐにいなくなったんだから」

「…………」

　気になりつつも、あえて口には出さなかったのに……。

『でも、私なんか映っても面白くないというか……が、頑張って脱ぎましょうか！』

『そんなの撮影したら、生徒会が潰されますよ。生徒の前で教師が脱ぐなんてありえませんよ』

　よーし、次々とツッコミどころが出てくるぞ！

　ＪＫ真香ちゃん……その数年後に自分が教師になって生徒の前で脱いでるなんて想像もしなかったのかな？

　と、ツッコミを入れる前に場面がぱっと切り替わった。

　ただ撮影しただけじゃなくて、編集済みの動画らしい。

　生徒会室から移動したようだけど、映っているのはやっぱり風花先生だ。

『これ、ますます生徒会の活動と関係ないと思いますけど……』

『生徒会顧問の愛車で、活動で帰りが遅くなった日はこれで送ってもらえるというのも記録ですよ』

「…………」

　悪夢……じゃない、赤いフィアットが校内の駐車場に駐とめられてる。

　心なしか、僕が知っている姿よりピカピカしてるような。

『真ま香かちゃん！　車で送ってるのは内緒ですよ！　生徒会の子たちだけ特別扱いだと思われます！』

『ちゃん付けも内緒にしてください……生徒会長がそんな呼び方をされていては、威厳もなにもなくなります』

『女子高生なんだから、ちゃん付けくらいは普通だと思いますけど』

　こんな頃からキャラ付けに熱心だったんだな、真香先生。

　風ふう花か先生、親しい生徒はこっそり別の呼び方をしていたわけか。

『だいたい、その赤い車で送ってもらってるのは他の生徒も知ってますよ。もう何度も目撃されてるんで。その上で、全然羨ましがられてませんし』

『みんな、電車で帰るのが楽しいんですかね？』

『違いますよ……風花先生は安全運転すぎて逆に怖いんです。スピード出さないから車道の流れに乗れてないし、左右確認が慎重すぎて全然曲がれないし、駐車スペースからはみ出しても二メートル以内は誤差だと思ってるし』

『だいたいそのとおりですね。でも私、免許取って一度も事故ったことないんですよ』

『そこが不思議でしょうがなくて……』

　どうやら、真香先生と風花先生のドライビングスタイルは正反対らしい。

　正反対でありつつ、二人とも交通法規遵守のようだ。時を越えて不思議だ。

『それくらい安全運転に自信がないと、生徒は乗せられませんよ。教師にとって生徒以上に大事なものはないんですから』

『……っ、よくまあそんな恥ずかしいことを言いますね、先生』

　まったくだ……真香先生でも、よほどシリアスなシーンじゃないとそこまで恥ずかしい台詞せりふは口走らない。

『全然恥ずかしくありませんよ。教師にとって一番大事なこと。それを忘れないために、何度だって言いますよ？』

『だったら、わたしは教師だけはなれませんね。自分以外の誰かを大事にするなんてどうやっても無理です』

　ＪＫ真香ちゃん、身も蓋もないことを言うなあ。

『そうかな？　真香ちゃんなら、できるような気がしますよ。今のあなたは自分のことで精一杯かもしれないけど、もっと大人になって余裕ができたら……』

『……なんだか、風花先生って根拠もなく発言する割に言うことが当たるんで、予言めいた台詞はやめませんか？』

『そうだね、教え子の未来を縛っちゃうようなことはやめるべきですね』

　映像の中で、風花先生が笑ってる。

　確かにぽわぽわした感じの人で、しゃべってることにあまり説得力はない。

　ただ、こうして映像で観みるだけでもなんだか忘れ難がたい印象を与えてくる人だ。

　写真で見たときにも感じた〝儚はかなさ〟が、余計に際立っているというか……。

『君たちにたくさんの未来を用意するのが、私たち教師の仕事なんですから』

『……もう三年生なので、あまりたくさんあっても困ります』

『真ま香かちゃん、もっと可愛かわいげがあったほうがモテますよ……けど、あまりモテすぎると困りますか』

『殿方のあしらいには慣れてますよ』

「……もうこのくらいにしときましょう」

　ぱっ──と、ＴＶの画面がいきなり真っ暗になった。

　真香先生が、ノートＰＣを操作したようだ。

「まだ終わりじゃなかったみたいですけど……」

「ああいう他た愛あいもない会話が続くだけよ。この先、ヤバいシーンがあるとかじゃないわよ、本当に。今ので充分、風ふう花か先生の人となりはもう充分わかったでしょう？」

「そう……ですね。女子高生だった頃の真香先生のことも」

　手元の写真──真香先生の高等部時代の姿をあらためて見つめる。

「真香先生と風花先生が、お互い信頼しあってたのはよくわかりましたよ」

「彩さい木ぎくん、ちゃんと観てた？　マイペースな風花先生にわたしが翻弄されてたのよ？」

「そうかなあ……いえ、先生が言うならそうなんでしょうけど」

「どうも不満がありそうね。この際、言いたいことを全部言ったら？　新任の先生は、教頭先生のありがたいお話を聞いてるところだから、しばらくは戻ってこないわ」

「そりゃお気の毒に……」

　今は僕だって教頭先生の真の姿を知ったし、決して物わかりの悪いカタブツじゃないのは理解したけど、怖いお方だということに変わりはないからね。

「真香先生」

「はい」

「先生には──聖せい華か台だいを辞めてほしくない」

「……これはまた唐突に来たわね」

　真香先生は、準備室の窓にもたれて外を見た。

　外からは、なにかの部活の掛け声が聞こえてきている。

　唐突──ああ、そうかもしれない。

　僕の中ではこのところずっと考えていたことだけど、真香先生はこのタイミングで言われるとは思ってなかっただろうね。

「わたし、辞めるつもりはないわよ。お父さんに家賃を多少出してもらってるとはいえ、自分でも払わなきゃいけないし、生活もあるしね」

「でも──僕の行動次第で辞めるんでしょう？」

「辞めるわ」

　きっぱりと──まったく一瞬の迷いもない答えだった。

　真ま香か先生との〝特別な関係〟が始まって一年。

　この人の冗談と本気の区別くらいはつくようになってる。

「でも、僕は僕の気持ちと関係なく辞めないでほしいんです。三年生になって、新しい環境になって、またあらためて真香先生を見て──そう思ったんです」

「わたしじゃなくても、教師は他にもいるわ。今年度も一人加わったしね」

「その先生のことは知りません。ウチの学校には真香先生みたいないい教師が必要なんだと思います。なによりも、僕には──僕みたいなどうしようもないヤツには、真香先生がいてくれないと」

「そう……」

　真香先生は窓の外を向いたまま、遠くを見るような目をする。

　こっちを見てほしい。こっちを見て、僕の言葉に応えてほしい。

　だけど、僕が無む茶ちやを言っているのはわかってる。

　最初から、真香先生は──僕が先生のことを好きになったら教師を辞めると言っていた。

　真香先生が決意したのは、昨日今日のことじゃない。

　一方、僕が先生になにを望んでいるか確信したのは──たった今のことかもしれない。

　思いつきのように唐突な僕の言葉が、先生の決意をひっくり返すのは無理だろう。

「そうだったわ。わたしからも言うことがあったの」

「……なんですか？」

「君も新年度が始まったばかりで忙しいだろうから、先延ばしにしてきたけど、いい頃合いね。卒業式のときの続きを話しましょう」

「それって……」

　卒業式の日──いや、進路相談の日から待ち続けてきた話。

　聞きたいような、聞きたくないような、なんだか複雑な気持ちがするけれど。

「卒業試験──彩さい木ぎくん、君にだけ特別に与える試練よ」

「問題児ですからね。特別な罰には慣れてますよ」

「罰とは言ってないわ。人聞きが悪いわね」

　真香先生が、わずかに苦笑いする。

「彩木くん。わたしは、君の気持ちが知りたい。もしうぬぼれじゃないなら、それはきっとわたしがずっとほしかったものよね」

「…………」

「ええ、そう言われても黙るしかないわよね。わかってるわ」

　真ま香か先生は、視線を窓から僕のほうに向ける。

　こっちを見てほしいと思っていたのに──少し怖い。

「卒業試験は難しくないわ。解答を提出する期限は、君の卒業式まで」

「え？　卒業式まで……ですか？」

「ずいぶん先に聞こえるでしょうけど、決して時間は長くないわよ。きっと、彩さい木ぎくんは他にやることがいくらでもあるから」

「……そうですね」

　最初に卒業試験の話を聞いた日から、ぴったり一年後──

　一瞬、ずっと先の話だと思ってしまったけど、真香先生の言うとおりなんだろう。




「卒業試験の内容は──君の気持ちをわたしに告げて、わたしが辞めるか。君はあくまで教え子のまま卒業して、わたしが教師を続けるか。そのどちらかを選びなさい」




　真香先生は、あくまで淡々と告げた。

　一方、僕は冷静でいられるはずも──待て、驚くような内容じゃない。

　むしろ、ついさっき僕のほうから唐突に言ってしまった話の続きですらある。

　僕がずっと悩んできたことを、試験という形にされただけだ。
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　だけど──

「それが卒業試験なんですか？　期限のこと以外は、前から聞いてた話なんですが……」

「あらためて試験として出題する、ということよ。こうでもしないと、答えが出ないままずるずると時間が過ぎてしまうでしょう」

「そ、そうか……そうですよね……」

　期限を区切られた上に、〝卒業試験〟としてあらためて突きつけられると、問題がさらに深刻に感じられる。

　それと、今までどおりの関係を続けたまま卒業して、教師と教え子ではなくなってから告白する──先生は、実は存在していたその選択肢を封じてきたんじゃないか。

　卒業試験を受けないという選択肢は──それもない。

　真ま香か先生の真摯な気持ちを裏切ることになってしまう。それだけはできない。

「僕が……決めるんですか」

「ええ、彩さい木ぎくんとの関係はずっとわたしが先に立って導いてきたけれど、わたしからも卒業してもらわないとね。だから、今度は──君が決めるのよ」

「……難しくないなんて嘘うそじゃないですか」

　これ以上ないくらい、難しくて──残酷な試験だ。

　真香先生は、あくまで僕に選択を委ねてる。

　だけど、それは当然だ。

　真香先生が選択を投げているんじゃなくて、こればかりは僕が決めなきゃいけないことだから。

「ずいぶん困った顔してるわね。でも……そうね。授業もせずにいきなりテストなんて、教師の義務を放棄してるようなものだわ」

「んん……？　真香先生？」

「じゃあ、わたしに一日だけもらえるかしら」

「えっと、いったいなにが始まるんですか？」

「もちろん、試験前の特別授業よ──」







　翌日の放課後──

　僕の最後の一年を過ごす教室には、クラスメイトの姿はもうない。

　やることがいくらでもあるのは、僕だけじゃない。高校三年生は忙しい。

「では、卒業試験の前に真香先生プレゼンツの特別授業を行います」

「特別授業……本当にやるんですか」

　今日の帰りのＨＲホームルームで、真香先生は僕に居残り補習を受けるように命じてきた。

　教室の扉には〝補習中　立ち入り厳禁〟と赤字で書かれた紙が貼られてる。

「ちゃんと学年主任に教室貸し切りの許可をもらってきたわ。こういうのは、堂々とやったほうがいいのよ」

「過去の〝教育〟はかなりコソコソやってたような気が……」

「厳しめにわからせると言ってきたから、誰も覗のぞかないでしょう」

「わからせる!?」

「もし覗こうとする不届き者がいても、わたしレベルになれば気配でわかるしね」

「……前に、教頭先生にヤバい現場を目撃されませんでしたっけ？」

「では始めるわ！」

　僕のツッコミ、完全スルーだ。

　真ま香か先生もだいぶ強くなった……元から強すぎるくらいだったけどね。

　本日の真香先生はいつもの紺のスーツ姿に加えて、赤いフレームの眼鏡をかけ、教きよう鞭べんまで持っている。

　最初の〝教育〟、英語科準備室で教師ものＲ15動画を鑑賞したときと同じような格好だ。

　まるで教師コスプレ……あ、ガチの教師だった。

「始めるっていっても、卒業試験って……特に教わることなくないですか？」

「ここは学校で、私は教師よ。なにも教えずにテストを受けさせることはないわ。たとえ、卒業試験が彩さい木ぎくん限定の特別なテストであってもね」

「はぁ……」

　卒業試験は、ポイントを絞れば僕が真香先生に告るかどうか、というだけだ。

　いったいなんの授業をしようというんだろう。

「まずは軽くおさらいね。これが藤ふじ城き真香先生、こっちが彩木慎まことくん」

　真香先生は、チョークでさらさらと自分と僕のデフォルメ画を描く。

　無駄に上う手まいなあ……本当になにをやらせても達者な人だ。

「真香先生は、教師であるにもかかわらず生徒の彩木くんのことが好きです」

「…………」

　今さらなんだけど、あらためてはっきり言われると恥ずかしい。

「ただし、彩木くんはひねくれ者で、昔のとある事件がきっかけで教師に対する反抗心が強く、初等部から高等部まで一貫して問題児として扱われています。そんな生徒が、教師を好きになるでしょうか？　わたしはその問題を解決するために〝教育〟を始めました」

　そんな、〝我々はアマゾンの奥地へと向かった〟みたいなこと言われても。

「一年をかけたその教育は実を結びつつあり──彩木くんも、確実に変わってきました」

「えっと……その復習って必要なんですかね？」

　真香先生は自分のデフォルメ絵から僕の絵のほうへ矢印を伸ばして〝好き♡〟、僕のデフォルメ絵から先生のほうへ伸びた矢印には〝教員殲せん滅めつ〟と書いてる。

　いや、殲滅しようとまで思ったことはないよ？

「これは前フリというものよ。教師はもったいぶった話し方が好きなのよ」

「ひとくくりにはできないと思いますが……」

　彩さい木ぎくん、教師全般のフォローまでする良い子になった。

「同時にわたしは、今日のように堂々と彩木くんと二人きりになるために、この問題児の更生を担当することになったわ」

「本当に堂々としてますね！」

　仕事を口実に僕と二人きりになってたとか、事実でも言わないほうがよろしくない？

　更生──今さらながら、これも軽く説明。

　イキってるチワワのように教師に反抗的な彩木慎まことくんを従順な子羊に育て直す計画が、学校からの指示のもと、真ま香か先生の手で進められていた。

　それは毎度おなじみの〝教育〟とは別で、れっきとした表のお仕事だ。

　普段の〝教育〟は裏の仕事です。闇に潜んでやってます。

「でも、こうしてつきっきりで教えないと、君の更生は無理だったでしょう？」

「……机に座るのはお行儀が悪いですよ」

　真香先生はすたすたと僕の机まで近づいてきて、滑り込むようにして座った。

　タイトスカートから伸びるストッキング越しの太ももが、僕の目の前に。

「あら、教師に注意するなんて反抗的な態度ね。イケない子だわ……」

「……なにしてるんですか？」

　真香先生は紺色の上着をするりと脱いで、近くの机へと投げ捨てた。

　ブラウス一枚になり、さらにそのボタンをいくつか外して──

「いやいや、ここ教室ですよ!?　もし人に見られたら！」

「これだけ〝教育〟したのに、まだわたしの肌に慣れないようね」

「先生こそ、見せることに慣れすぎです！　ＴＰＯはわきまえましょう！」

　ブラウスの隙間から、黒いブラジャーと白い素肌がちらちらと見えてる。

　こんな衝撃シーン、他の生徒に見られたら言い訳できない！

「安心して、これは見せブラよ」

「どこの世界に、見せブラを着けてくる教師がいるんですか!?」

「冗談よ、普通のちょっとエロいブラジャーよ」

「見せブラのほうがまだマシだったかも……」

「もう、ああ言えばこう言うわね。まったく、彩木くんは生意気なんだから」

　つん、と僕の頬ほおをつついてくる真香先生。

　僕が生意気というより、真香先生がツッコミどころだらけなんですよ。

「ただね、校内でこんなことができるのも今回限りなの」

「え？」

　真ま香か先生は、は～っと深いため息をついて。

　戸惑う僕の前に見せブラ（嘘うそ）を見せつけるように、身体からだを寄せてくる。




「本日をもって……三年Ａ組彩さい木ぎ慎まことくんの更生を終了します」




「……終了？」

「わたしもびっくりしたわ。つい先日、教頭先生に〝一年もかけて彩木くんの更生ご苦労様でした〟ってしみじみ言われちゃったのよ！」

「しみじみ……」

　マジなトーンでねぎらわれるほど、僕の更生って大仕事だったの？

　教頭先生……そこまで彩木くんを問題児だと思っていたとは。

「そういうわけだから、彩木くんを生徒指導室や英語科準備室に呼び出しづらくなったのよ。こうなったら理由なき反抗を捏ねつ造ぞうするしか……」

「僕、ジェームズ・デ●ーンじゃないので……」

　その映画はかなり古いからまだ観みてないんだよね。

「高三にもなって、あらためて反抗しようとは思いませんよ」

「高三になって、あらためて反抗した生徒もいたけれどね」

　いらっしゃったなあ……そんな元生徒会長様が。

「今日の趣旨は、本当に彩木くんが更生できたか──最終確認というわけなのよ」

「いよいよ、僕も自由の身ですか……シャバの空気が美う味まいなあ」

「君、極道映画まで観てるの？」

「いえ、あんまりそっち系は。真面目な話、二年生の間はほとんど問題起こさなかったですしね。もしかしたら本当に更生されたのかも……」

「ちょ、ちょっと待って。彩木くん、それこそ記憶を捏造してない？」

　真香先生が、馬鹿を見るような目をしてる。

「中等部の職員室に水着姿の女生徒を連れて乗り込んだし、生徒会長の金髪事件の裏で生徒たちを煽あおってたし、怪しいコスプレが問題になった体育祭のエキシビションをプロデュースしてたし、文化祭ではあれだけ揉もめに揉めたファイヤストームの中心人物だと学校側では認識してるわ。それに、修学旅行のときも──」

「あ、その辺で。すみません、僕が間違ってました」

　言われてみたら、山ほどトラブルに関わってる。

　ほとんどの場合が巻き込まれた感じだけど、解決の段階で僕が積極的に問題を大きくしてたしね。

　教頭先生、彩さい木ぎくん更生できてないかもです。

「ただ、やりすぎはあっても、以前の君が起こした教師絡みのトラブルとは違うわ。他の子を助けるために動いてたんだしね。教頭先生もそれは理解してるから、彩木くんの更生を終わりにしたんでしょう。わたしもそれは認めるわ。おめでとう、頑張ったわね」

「は、はい」

　卒業試験前の特別授業って話だったのに、変な展開になったなあ。

　最終確認とやらは形だけで、教頭先生が終了を認めた以上はもう終わりってことみたいだね。

　教頭先生の肩の荷も下りたかな……。

「正直、わたしも安心したわ。彩木くんはわたしが責任をもって更生させなきゃいけなかったからね。卒業の一年近く前に完了できてほっとしてるの」

「それはもう、ご迷惑をおかけしたというか……」

　実際、僕の教師への反抗心がほとんど薄れている現状を見る限り、真ま香か先生はやり方はメチャクチャでも仕事を成し遂げてる。

「ん？　更生の終了に合わせて卒業試験を始めるってことですか？」

「そうとも言うわね。君が更生できてないようでは卒業試験どころじゃないでしょう」

「ま、まあ……そうですかね」

　僕の更生はガチの仕事なんだから、それが済まないことには真香先生が個人的に行う卒業試験どころじゃないか。

「卒業試験の話も、今のうちにしておかないとね。更生っていう名目がなくなるからには、今後は君と二人だけで話をするのも難しくなるわ」

「……卒業試験の内容はもうわかってますよ。特別授業をしなくても」

　今日の本題は、更生の終了のほうだったんだな。

　それと、もう一つ──

「彩木くんと二人きりになれる時間は今までよりずっと少なくなるでしょう。わたしと君の学校での時間は、そういう意味でも長くないの」

「……そうでしょうね」

　高校三年の時間はあっという間に過ぎ去る。

　その速すぎる時間の流れの中でも、真香先生と二人の時間は二年のときと比べてずっとずっと短いんだろう。

　先生は更生の終了を告げるのに加えて、校内で堂々と二人きりでいられる時間を楽しみたかったのかもしれない。

　そうは言っても、目の前で下着をチラつかされるのは困るんだけど……。

「というわけで、学校で真ま香か先生の身体からだを味わえるのはもう今日だけよ？」

「味わったことなんてないでしょ!?」

「ないと言えるの？」

「……あ、ありませんよ」

　この一年のアレコレ──特に去年のクリスマスの記憶が、頭をよぎる。

　二人きりで、夜の学校で過ごした濃密な時間。

　未遂に終わったとはいえ、あの夜の記憶は未いまだに色いろ褪あせていない。というか、忘れるのは絶対に無理。

「で、でも、ラストの割には教師コスプレで下着を見せる程度とか、真香先生にしてはおとなしいですね」

「ふふ、甘いわね、彩さい木ぎくん」

　ずいっと、真香先生はブラジャーをチラ見せしている胸元をさらに寄せてくる。もう僕の顔が胸の先端にくっつきそうだ。

「既にいろいろ刺激的な姿を見てきた君には、こういうチラリ系が効果的なのよ。ふふん、露出度が高ければいいってものじゃないわ」

「その結論に達するの、遅いですね……」

　確かに、チラチラと見えるブラジャー……さらに、わざとらしく組み直している長い脚は刺激が強すぎる。

　しかも、いい匂いがするし……柑かん橘きつ系けいの爽やかな香りでありつつ、大人っぽさも漂わせ、それでいてくどくない──って、僕はなにを解説してるの？

「この教師コスプレにも反感は無くて、あくまで刺激にドキドキしてるだけ……いい感じよ、彩木くん。確実に更生は終わっているようね」

「他に確認の仕方があると思うんですけど！」

「わたしにはこんなやり方しかできないのよ──わかってるでしょう？」

「…………っ！」

　真香先生は、唐突にぎゅっと僕の身体を抱きしめてきた。

　いい匂いと胸の柔らかな感触に襲われる──

「せ、先生……！」

「もうこれで、学校での更生が終わりなんて。教師としては喜ぶべきなのに、終わってほしくないと思ってる。これだけでも、わたしは教師失格かもね」

「…………」

　真香先生は、僕をぬいぐるみのようにぎゅうぅっと強く抱きしめてくる。

　まるで別れを惜しんでいるみたいに──明日だって、明後日だって、これからまだまだ顔を合わせていくのに。

「わたしだって……君に好きって言われたい。そう言ってもらえて──君と付き合っていけたら、どんなにいいか……」

「…………そうはできないんですよね」

「できないわ」

　真ま香か先生は一瞬も迷わずに答えた。

　弱音を吐いたかと思ったのに──それを次の瞬間には覆くつがえしている。

　僕は真香先生の教えを受けて、変わった──強くなったと思う。

　でも、真香先生は僕と出会う前から強くて。

　大人だから強いなんて、単純な話でもないだろう。

　その強い人も一瞬だけ弱音を吐くことは当たり前のようにあって。

　それでも、弱音なんてすぐに無かったことにする強さだってあって。

　だけど、僕はまだ強さが足りない。

　真香先生に、こんなにぎゅっと抱きしめられても抱き返すことすらできない。

　僕の更生は終わって、卒業試験を始めるべきときが来た。

　でも──僕は既に配られている解答用紙に、どんな答えを書くべきなんだろう？
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「どないせぇっちゅーねん！」

　ああ、思わず母親譲りの関西弁が。

　よく晴れた、気持ちいい日曜日の昼下がりだというのに。

　猫カフェ〝ねこらにゃ〟近くにある、自然たっぷりの公園。

　僕は公園のベンチに座っている。

　いつだったか、彩さい木ぎ家に家出してきたくーが、さらに家出してたどり着いた公園だ。

　本日はカテキョ詩し夜やちゃんからの命令で、街に出て参考書を物色。

　既に我が家にはけっこうな数の参考書が揃そろってるんだけど、まだ足りないらしい。

　詩夜ちゃんセレクトの参考書の中から、自分が使いやすそうなものを実物を見て判断しろとのことだ。

　ちぇ、たまに先生みたいなこと言うんだから……。

　とはいえ、先日の〝卒業試験〟のことが気になって参考書を選ぶどころじゃない。

　問題児の〝更生〟が終わったのはおめでたいけど、更生を名目にした〝教育〟を受けてるほうがまだいいかも。

　どんな答えを出しても詰み、みたいな問題を出されてどうしろというんだ！

　さっきみたいな雄お叫たけびも上がるというものだ。

　迷いながら本屋さんのハシゴをして、なんとかめぼしい参考書を買って、気づいたら公園の近くにいたので、ここで一休み中。

「でも、このサンドイッチは当たりだったなあ」

　公園前に駐とまってたワゴン車で販売してたサンドイッチと、自販機で買った紅茶。

　奮発してカツサンドとたまごサンドを買ったのだけど、どちらも大当たりだ。

　カツは肉厚で衣もサクサク、たまごは甘くてふわふわ。

　僕はどこかのグラドルと違って大食いじゃないけど、もう一種類買ってもよかったくらいだ。

　春のぽかぽか陽気、かすかに吹く気持ちのいい風、木々や芝生のあざやかな緑。

　それに加えて美お味いしいサンドイッチと、熱い紅茶。

　こんな最高のシチュエーションなのに、どうにも気分は晴れない。

「おお？　おーっ、彩さい木ぎ殿じゃないか！」

「え？　ああ、瀬せ紀き屋やさん」

　突然のけたたましい声に顔を上げると、そこに見慣れた姿があった。

　赤いセーラー襟の制服に、同じ色のスカート。さらにその上にエプロン。太ももにはなぜかホルスター。

　聖せい華か台だいの近所にある清せ緒お川がわ女子という女子校に通う、僕と同い年の三年生だ。

「こんなトコで昼飯かー？　ああっ、それは幻の〝めいぱん〟のカツサンド！　私も実物は初めて見た！」

「このカツサンド、そんなレアなの？」

　そういえば、最後の一個だった気もする。

　カツもたまごも二切れ入りで、カツは一つ残ってる。

「じゃあ、一つあげるよ。僕、もうお腹なかいっぱいだから」

「彩木殿、実はいいヤツだったんだな……！」

　今まで、なんだと思われてたの？

　ちなみに以前は瀬紀屋さんは他校の人ということもあって敬語だったけど、すっかり慣れたせいか、最近はタメ口になってる。

「ありがたくいただく！　いやー、たまには外にお昼食べに出るもんだ！」

　瀬紀屋さんはカツサンドを受け取ると、僕の隣にどかっと腰掛けた。

「ていうか、瀬紀屋さん。日曜なのになんで制服なの？」

「赤セーラーの来らい羽はちゃんでキャラが固まってるから。キャラ付けは大事だぞ」

「タレントじゃないんだから……」

　そういえば、瀬せ紀き屋やさんの私服姿は見たことないな。

　カレン先輩と同じ施設出身でも、シスター服は似合わなそう。

「んお？　なんだこれ、参考書？　こんなもん買ってきたのか？　聖せい華か台だいってエスカレーターじゃなかったか？」

「まあ、将来のために外部進学も考えておかないとね」

「ほほう、嫌いや味みかな？　ウチは普通に受験しなきゃいけないのに！」

「別に嫌味じゃないよ。瀬紀屋さんは将来事業を興おこすなら、いい大学行くの？」

「うーん、そのほうが箔はくが付きそうなんだが、残念ながら私の頭は割と残念なんだ……」

「清せ緒お川がわもけっこうレベル高い学校じゃなかったっけ……？」

「入るときは頑張ったが、入ってからはあんまり頑張ってないんだ。バイトにうつつを抜かしてるしな」

「……清緒川の先生はもっと指導を頑張るべきだね」

「いや、清緒川の教師陣もレベル高いらしいぞ。私の頭とやる気が残念なだけだ」

「残念だね……」

　教育の無力さを思い知るサンプルだね、この人は。

「ま、まあ、今時は学歴なんかあまり関係ないともいうし」

「そうだな、学歴の問題はカレーニナを顧問とか適当な役職に就ければ解決するか。給料は一円で」

「カレン先輩の学歴は凄すごいことになりそうだもんね」

「でもさー、あいつなー、まっっったく連絡寄よ越こさないんだよ。シスター・エヴァには定期的に連絡してるみたいなのに」

「カレン先輩、英語の勉強とバイトに励んでるんでしょ？　忙しいんじゃないかな」

　黒髪清楚な陣じん所しよカレン先輩は内部進学の予定を三年の秋に急きゆう遽きよ変更して、アメリカの有名大学に進んだ。

　アメリカの大学は基本的に九月開始らしいけど、先輩は既に渡米してバイトしつつ現地の英語を学んでいるとか。

　一人も知り合いがいない異国の地でも、あの人ならたくましく生きているとは思う。

　でも、瀬紀屋さんも僕ももちろん心配してる。

　シスター・エヴァはカレン先輩と瀬紀屋さんが育った養護施設の責任者だ。

　カレン先輩は一人で頑張ろうとしてるみたいだけど、育ての親には連絡してるのなら少しは安心できる。

　けどやっぱり、僕にも連絡がほしいなあ……元気でやってると確認させてほしい。

「仕方ない、私のほうから行くか。アメリカの猫カフェの視察もしてみたかったし」

「いやいや、そんなふらっと行くようなものなの？　というか、アメリカにも猫カフェってあるの？」

「ある」

「……そうなんだ」

　猫バカの瀬せ紀き屋やさんが言うんだから間違いないか。

　でも、一人で頑張りたいカレン先輩は、姉妹のような瀬紀屋さんには特に来てほしくないよね。

「瀬紀屋さんは受験生なんだから、我慢しよう。大学に入ってからなら、海外も行きやすいだろうし」

「そっかー。しゃーないな。もしカレーニナが泣いて助けを呼んできたらいつでも飛んでいけるようにパスポートだけ取っておこう」

「そのときは僕も同行するよ……」

　カレン先輩が泣いて助けを求めるシーンがかけらも想像できないけど。

　でも、瀬紀屋さんは海外だろうが、呼ばれたらいつでも飛んで行くつもりなんだなあ。

「それで、少年よ。なにか悩みがあるのかね？」

「なに、その老賢者みたいな口調」

　いきなり、ぶっ込んできたな。

「隠しても無駄だ。なにしろ私は、猫カフェのカリスマ店員。癒やしを求めて来店する客たちの悲しい瞳は見慣れてる。彩さい木ぎ殿は、ヤツらと同じ目をしておるぞ」

「……まあ、高校三年生で悩みがないヤツなんてむしろヤバいよね」

　どんだけ呑のん気きに生きとんねん、と。

「ま、なにを悩んでるのかは訊きかないが。内容がシリアスなほど私に相談する意味はまったくない！　むしろ悪化する！」

「力強く言い切るね……」

「疲れたら、ねこらにゃに来て癒やされればいい。私の最終目標は自力で猫カフェ開店だけど、まずはねこらにゃを盛り上げていく！」

「……なんかビジョンでもあるの？」

「もう二つ三つ支店を出したいなー。一軒は、大人向けのシックな猫カフェなんかもいいなあ」

「割とそういうトコは真面目に考えてるんだね……」

　猫バカの瀬紀屋さんが、猫カフェのことでふざけるなんてありえないか。

「親友が一歩先に真面目に進路選んだからな。私もいつまでもフラフラしてられない」

「……うん」

　少なくとも、瀬紀屋さんのほうが僕より真面目に将来を考えてる。

　家の仕事を継ぐらしいし、猫カフェを開店するという野望も本気みたいだ。

　僕なんて、ぬくぬくと育ってきて、学校もエスカレーター式で進路を考えたことすらなかったもんなあ。

「あ、彩さい木ぎ殿もウチの個室なら猫まみれで勉強できるぞ。ぜひご利用を！」

「営業も忘れないとか、バイトとは思えない商売っ気けだなあ……」

　自宅に世界一可愛かわいい猫がいるんで、猫との勉強には不自由してないよ。

「あ、そうか。オーソドックスでオールラウンダーなねこらにゃ、シックな大人向けのねこらにゃ、さらに勉強とかＰＣカタカタする人向けのねこらにゃもアリなのか……？」

「本当に商売熱心だね……」

　未いまだ顔も見ていないオーナーの真ま香かパパより熱心なんじゃない？

　詩し夜やちゃんは塾講師も始め、カレン先輩は海外で頑張ってる。

　くーも相変わらず我が家には寄りつかない。

　縁えん里りは成績優秀だし、天てん華かさんも優秀な上に学生の身で既に仕事をしちゃってる。

　隣にいる瀬せ紀き屋やさんだって頭脳は残念でも、将来の野望を叶かなえるべく着々と手を打ってる。

　それに、あのグラドル兼よーつーばーだって──

　フラフラしてるのは、僕くらいなんじゃないだろうか。







「ほら、かごめ。今日の晩ごはんはごちそうだよ」

　お気に入りのお皿に、カリカリのキャットフードを盛ってかごめの前に置く。

　リビングの床でゴロゴロしていたかごめは、ふんふんと匂いを嗅ぐと勢いよく食べ始めた。

　ウチの猫は気まぐれで飽きっぽいので、こまめにメニューを替えないと「食えぬ！」とそっぽを向いてしまう。

　幸い、今日のごはんはお気に召したようだ。

「いいでしょ、瀬紀屋さんに分けてもらったんだ。めったに手に入らない高級キャットフードらしいよ」

　びっくりするような値段だったけど、検索したところ本当に貴重なものらしい。

「お兄ちゃーん」

「うわっ」

　床に座り込んでいた僕の頭に、美み春はるがアゴを乗せてくる。

「かごめのごはんも大事だけど、美春のエサはー？」

「もうちょっとでできるから待って。今日はチキンカレーだよ。もちもちのナンも焼いちゃうよ」

「おー。外ではカレーはライス派だけど、お兄ちゃんのナン美お味いしいから好き」

「そりゃ、美み春はるは僕の味で育ったんだからね」

「育てられましたー」

　ぐいーっと美春はさらにアゴを乗せてきて、ついでに後ろから抱きついてくる。

　我が妹の肉体は凹凸に欠けるけど、それでもさすがに女子らしく身体からだはふんわりと柔らかい。

「というか、なに？　今日はずいぶん甘えてくるね、美春」

「大丈夫、一緒にお風呂入ろうなんて言わないよ。最近は来ないくーちゃんに悪い気がするし」

「別に、くーは気にしないと思うけど」

　僕との入浴は人に羨ましがられるようなものじゃない。

「んー……美春、ちょっと疲れた。仕事は部活の予算配分がメインだけど、四月は他にも生徒会でやること多いんだよね」

「次の選挙で会長になったら、もっと大変なんじゃない？」

「んーん、美春は次の選挙も副会長に立候補するよ？」

「なんで!?」

　二期続けて副会長に就任した生徒なんて、過去に存在しないのでは？
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　美み春はるは縁えん里り会長からのご指名で就任したけど、副会長も候補者が複数いたら選挙になるんだっけ？

「副会長のほうが動きやすくて仕事ができるポジションだって気づいたんだよ。会長より拘束時間短いから実務できるし、なんかトラブっても責任取らなくていいし」

「最後のが怖い……縁里、大丈夫かな」

　ウチの妹はたくましいなあ……この子も一人で海外留学とか余裕でできちゃいそうだ。

　形式的な仕事が多いナンバー１より、実質的な仕事に集中できるナンバー２か。

　美春は高二にして、自分の生き方を見つけちゃったのかな……。

「大丈夫、大丈夫。えんちゃん会長が責任取れなかったら、次は顧問に矛ほこ先さきが向かうだけだから。どんなトラブルも藤ふじ城きセンセのトコでストップだよ」

「真ま香か先生も暇じゃないんだから、あまり世話をかけないようにね……」

　ただでさえ忙しそうなのに、美春の改革の後始末までさせられたら気の毒だ。

「はいはい、重いから離れて離れて」

「えー、家では甘えんぼちゃんになると固く決めたのに」

　その甘えんぼちゃんの肩を掴つかんで、定位置のソファに放ほうり出す。

　ほっそりして肉づきも薄い妹だけど、やっぱ今年十七歳。

　もう僕の小柄な身体からだで支えるのはキツい。

　生徒会の仕事で疲れてるとしても、甘やかしには限度がね。

「さて、そろそろ料理の仕上げをしちゃうか」

　しっかり手洗い、エプロンをつけてカレーの仕上げをしつつ、ナンを焼く準備を進める。

「じゃあ、美春はくつろぐか。ん？　なにこれ、参考書？　ああ、しーちゃんが買ってこいって命じてたヤツ？」

「そうそう」

　美春が、僕がリビングのテーブルに積んでいた参考書を取り上げて、ぱらぱらとめくってる。

「けっこう難しいヤツ買ってるね。しーちゃんも厳しいな」

「美春も来年になれば、それくらいのレベルの問題をやるんだからね？　美春にはそんなに難しくない？」

「いくら美春でも、習ってもない問題はわかんないよ。去年の選挙前まで成績が普通だったのは授業聞いてなかったし、試験勉強もしてなかったからだし」

「わかっちゃいたけど、さらっととんでもないこと言うね」

　まあ、わざと悪い点を取ってたんじゃなくてよかった。

　学年トップを軽く取れる頭があるのに、成績はごくごく普通だったからね、この妹。

「でも、美春くらい成績が良けりゃ、外部進学も考えてる？　まさか、カレン先輩みたいに海外ってことは……」

「海外は生活に慣れるのが面倒くさそうでヤだね。今は、世界のどこにいたってやりたいことやれるし。美み春はるは高速回線が通ってて、アマ●ンとウー●ーがあれば生きていけそう。あと、かごめ」

「え、あれ？　兄は？」

「最近は兄もウー●ーで配達されんの？」

「そこまで便利じゃないと思う……えっ、ちょっと待って。この家を出てくつもりなの、美春は？」

　唐突に飛び出てきた妹の具体的な将来設計に、ちょっと焦る。

　いや、僕らは仲が良い兄妹きようだいだと思うけど、一生一緒だとはさすがに思ってない。

　いつかは別々に暮らす日が来ることはわかってた──でも、妹のほうからその話が出てくるとは。

「物件は美春が選ぶけど、引っ越しはお兄ちゃんとしーちゃんとプロに全部任せて、美春は身体からだ一つで移動するよ？」

「そんな具体的な手順じゃなくて！」

「ここだと、機材を揃そろえるにはちょっと手狭だからね。サーバールームも必要だし、かごめのおもちゃ置き場ももっと広いほうがいいし。特殊部隊が侵入してきたときにセキュリティも不安かな」

「最後のがもの凄すごく気になるんだけど！」

「天才の頭脳はどの国も必要としてるんだよ……アプリ業界は血で血を洗う競争レツド・オーシヤンだけど、当てれば大きいことに変わりはないんだよ」

　海外ドラマの見すぎじゃないかな、ウチの妹は。

　確かに天才科学者とかよく拉致られて無む理り矢や理りに研究させられてるけど。

「ていうか、アプリ開発の仕事をするつもりなの？」

「大丈夫、ちゃんと毎月三〇万ほどお兄ちゃんに仕送りするから」

「人生イージーモードだね!?」

「美春の存在がお兄ちゃんの年金みたいなもんだよ。せっせと美春の世話をしてきたのが掛け金だね」

「まだ社会にも出てないのに、悠々自適の隠居生活が確定かー……」

　ハイスペックな詩し夜やちゃんですら就活は困難みたいなのに、僕は仕事に就く必要はないのかー。

　いや、冗談だよ？　さすがに妹に養われる気はないよ。

「とまあ、お兄ちゃんも先のことでいろいろ悩んでるみたいだから、可愛かわいい妹からも選択肢を示してみました」

「……あまり可愛かわいげのない選択肢だったけどね」

　美み春はるが冗談を言ってたのも、もちろんわかってたよ？

「僕、そんなに悩んでるように見える？　今日、瀬せ紀き屋やさんにも言われたんだよね」

「その瀬紀屋って猫カフェの人とは、ちゅーしてないよね？」

「そんな、手当たり次第にやってるみたいに……」

「お兄ちゃん、何人とキスしたことあるの？」

「…………」

　いくら妹でも──いや、妹だからこそ言いたくないやん。

　えーと、真ま香か先生、カレン先輩、縫ぬい、くー、美春、それに詩し夜やちゃん。

　天てん華かさんは──修学旅行のあれはカウントに入らないよね。

「……もし引っ越すとしても、かごめを連れて行くかどうかは本人の意思次第だよ」

「話を変えたね、お兄ちゃん。しゃーない、妹の情けで許してあげよう。かごめは譲れないがな！」

「それはそのときになったら考えよう……よし、できた。馬鹿な会話はやめて、美お味いしいカレーを食べよう」

「そんなに馬鹿な話でもないけどね。ていうか、そのカレー、すっごい量じゃない？　美春、縫ちゃん先輩じゃないんだから、そんなに食えないよ」

「うん、まあ……」

　カレーなら余っても一日寝かせたっていいしね。

「……ふーん。今日は、休日出勤らしいよ。お昼にギャラマ行った帰りに、死にそうな顔して出て行くの見たから」

「え？」

「いいなあ、疲れて帰ってきたらお兄ちゃんの美味しいご飯が待ってるとか。やっぱり、お兄ちゃんも持ってくか」

「……兄を荷物感覚で持ち出さないように」

　たまにお隣に差し入れしてるから、多めにつくってあれば美春はすぐに気づくよね。

　うん、そうだよ。ただ、カレーをつくりすぎたからお隣に持って行くだけ。

　今は試験前でもないし、教師と二人で会ったって問題じゃないだろう。

　感覚が麻ま痺ひしてる気もするけど、気にしないことにする。

　休日出勤なら、そんなに遅くはならないだろうけど。

　真香先生が外食してこないことを祈ろう。







「ん～、美味しい。ぴりっと辛いスパイスが疲れた身体からだに染み渡るわね♡」

　カレーをぱくつきながら、幸せいっぱいな顔をする真ま香か先生。

　これだけ美お味いしそうに食べてくれれば、つくった甲か斐いもある。

「ナンまでつくっちゃうなんて、意外と凝り性なのね、彩さい木ぎくん」

「フライパンで簡単につくれますよ。今度、教えましょうか？」

「遂ついにわたしも彩木くんに教わる側に回るのね……イケない人ね、年上の美人に教えちゃおうなんて♡」

「イケませんねー……」

　教えられるものなら、真香先生には教えたいことがいろいろあるよ。

　思春期男子の取り扱い方とかね。

　と、こんな感じで真香先生は夜七時前には帰ってきて、夕食もまだだったのでめでたくお裾分けができた。

「わたし、カレー好きなのよね。学生の頃は、お鍋にいっぱいカレーをつくって四、五日は食べ続けたりしたものだわ」

「五日は長すぎなような……」

　冷蔵庫に入れていれば腐りはしないだろうけど、やめといたほうがいいね。

　しかし……真香先生はいつもどおりだなあ。

　やっぱり、更生の最終確認と卒業試験の解説の日に見せた弱さなんて幻だったんじゃないだろうか。

　そんな錯覚をしてしまうくらい、いつもどおりすぎる。

「最後はカレーうどんにしたりね。ああ、懐かしき学生時代……」

「そういえば、真香先生ってここに引っ越してくる前はどこに住んでたんですか？」

　だったら、僕もいつもどおり、普段と変わらない彩木くんでいよう。

　今はまだ、卒業試験の答えを出せるわけでもないのだし。

「ああ、話したことなかったかしら。ねこらにゃの近くのアパートよ。大学時代は完全に一人暮らしだったの。お父さんは出稼ぎに行ってて、日本にいるのか地球にいるのかもわからなかったから」

「地球にはいらっしゃったんじゃないですかね」

　今のところ、宇宙ステーションや月への出稼ぎはあまりないと思う。

「ワンルームだったけれど、一人なら充分ね。むしろ、今の３ＬＤＫが広すぎて持て余してるというか」

　真香先生は、ちょっと困り顔だ。

　この家のヌシである真香パパはねこらにゃに住み込んでるし、空き部屋が一つあるしね。

　以前、真香先生が事故で利き腕をケガしたときにここに通ってお世話をしたので、勝手知ったる藤ふじ城き家だ。

「まあ、彩さい木ぎ家まで徒歩二秒の優良物件だから引っ越しはありえないけれど」

「家主のお父さんには一ミリもメリットないですよね……」

「きゃっ♡　そんな、ウチの父をお義と父うさんだなんて♡」

「どんな字を当ててますか!?」

「わたしとしては、彩木真ま香かでも藤ふじ城き慎まことでも、どちらでもいいわよ？」

「言ってることが、くーと同レベルですよ、先生」

　あの子も隙あらば〝彩木くー〟を名乗るからね。

「ウチの父も、なんでもいいのよ。今のところ、ねこらにゃへの住み込みは続けるみたいだし。ただ、いずれ父が寝泊まりしてる部屋もお店で使うでしょうから、そのときはここに住むんでしょうね」

「そうなったら、僕もやっと真香パパにご挨拶できますね」

「む、娘さんを僕にください的な……？」

「ええ、天てん華かさんと幸せな家庭を築きますよ」

「わたし、小こ姑じゆうとになるの!?」

　冗談なのがわかってるだろうに、いいリアクションだなあ。

「まったく、意地悪ね……悪いけれど、妹は誰にも嫁にやらないわよ」

「ある意味、真香先生より天華さんを娶めとるほうが難しそうですね」

　真香先生に妹の婿として認められるのは、簡単なことじゃないだろう。

「いえ、藤城家と貴き宗そう家のことなんて、それこそどうでもいいわね。美お味いしいカレーとナンのお礼をしようかしら」

「…………っ」

　思わず、さっと身構えてしまう。

「大丈夫よ、ここで〝教育〟しようってわけじゃないわ。休日出勤した日にまでやってられないわ」

「そりゃそうですよね……って、あれ？　〝教育〟はまだ終わってないんですか？」

「〝教育〟は更生とはまた別よ」

「へぇ……」

　そうだよね、〝教育〟の目的は僕が真香先生を好きになること。

　更生じゃなくて、卒業試験にダイレクトに繋つながってるってわけだ。

　僕がまだ卒業試験の解答を出してない以上、真香先生が〝教育〟をやめる理由もない。

「そもそも、君の話ですらないわ。約束したでしょう、天あま無なしさんの転校先での様子を知らせるって」

「縫ぬいのヤツ、なんかやらかしました!?　僕も頭下げに行ったほうがいいですか!?」

「こらこら、早はや合が点てんしないの。君、天無さんを一ミリも信用してないわね」

　しまった、つい……というか、僕は縫ぬいのなんなんだ？

「天あま無なしさん、新しい学校には恐ろしい速さで馴な染じんだらしいわ。周りは芸能人だらけなのに、自分より格上の女優やアイドルにもズッ友のような馴なれ馴なれしさだとか」

「ズッ友ってあまり使いませんけどね……」

　って、詩し夜やちゃんが言ってた。元陰キャとはいえ現役陽キャの証言だ。

「学校に馴染めたのは朗報ですね。勉強のほうは大丈夫かな」

「こう言ってはなんだけど、天無さんの転校先より聖せい華か台だいのほうが偏差値はずっと上よ。あれでも天無さんは留年もせずに、聖華台でやってきたんだから。最低限の勉強時間が取れれば、卒業までは問題なくいけると思うわ」

「僕が見張ってなくても勉強するかなあ……？」

　あいつ、二年の後半は成績上がったけど、僕に怒られるのが怖くて勉強してたような。

　返事が来ないのがわかってても、ＬＩＮＥしとこうか。

〝縫の成績は僕にも伝わる手はずになってる〟って。

　素直な縫なら信じてビビってくれるだろう、きっと。

「彩さい木ぎくんに釘くぎを刺してもらえればありがたいわ。わたしとしても、天無さんにはちゃんと卒業してもらいたいしね」

「軽く脅しておきますよ。肝心の仕事のほうはどうなのかなあ……」

「あら？　ＴＶとかよーつべとか観みてないの？」

「観てはいるんですが……」

　実は、きっちりチェックしてます、とは言えない。

　バラエティのひな壇でろくに出番もなかったり、よーつべの再生数が明らかに落ちてたりすると不安になりそうで。

「なるほど、彩木くんはけっこう心配性ね。その辺は大丈夫よ。ＴＶ出演も増えてるし、動画配信のほうも順調に伸びてるわよ。配信のほうは特に凄すごいみたいね。ダサいジャージ姿がトレードマークになってて、それが〝逆に可愛かわいい〟〝エロい〟とか評判だとか」

「あいつ、ジャージ好きでしたね……」

　グラビア撮影が不調だったときに、ジャージに着替えてメンタルを整えてたっけ。

「どちらかといえば、仕事量が多いのが心配なくらいだわ」

「そ、そうですか。それならいい……いえ、いいとは言い切れないですかね」

「といっても、心配し始めるとキリがないわよ」

　真ま香か先生はナンの最後の一切れにカレーをたっぷりつけて、ぱくりと食べた。

　さらに、僕が抜かりなく用意したラッシーをごくごくと飲む。

「ごちそうさま。はー、美お味いしかったわ」

　とりあえず、カレーは喜んでもらえてよかった。

　縫ぬいのことは……仕事が増えたらその分トラブルも多くなるだろうし、仕事しすぎて身体からだを壊したりしないか不安だけど。

　確かに、心配し始めるとキリがないか。

「陣じん所しよさんについても教えておきましょう。彼女のほうは、聖せい華か台だいとしてもきちんと確認取ってるのよね。ウチの生徒で初めての海外への進学だし」

「送り出してハイ終わり、じゃないんですね」

「卒業生の進路は、ウチみたいな名門には重要だもの。あまり無責任だと、陣所さんに続く人が出づらいでしょう。聖華台の卒業生の一人がアメリカで働いていてね。彼女に陣所さんの様子を直接確認してもらってるの」

「へぇ、そんな人が」

　まあ、聖華台の卒業生は優秀な人も多いだろうしね。

　海外に出て働いてる人の一人や二人は普通にいるか。

「彼女への連絡はわたしの仕事なの。ウチの学校、英語教師じゃなくても英語できる人も多いのに押しつけられたのよ」

「いい大人でも、アメリカに電話するとなると、怖おじ気けづくんですかね？」

「大人だって、そんなものよ。意外となにもできないの。教頭先生だって、国際電話すらできないんだから」

「大人になるって、たいしたことでもないんでしょうか……」

「そのくらい気楽に考えてもいいかもね。とにかく、陣所さんも問題ないわ。レストランでウェイトレスのアルバイトをしながら、英語の勉強をしてるらしいわよ」

「ウ、ウェイトレス？　あのカレン先輩が？」

「では、問題よ。〝ご注文はなんでしょうか？〟を英語で言うと？」

「〝Ｍａｙ　Ｉ　ｔａｋｅ　ｙｏｕｒ　ｏｒｄｅｒ？〟、ですよね」

「……ちぇっ、動じずに答えるわね」

「それ、中学生レベルの英語です……」

　いくらなんでも、それくらい即答できますよ。

　しかし、カレン先輩がウェイトレス……ひらひらのウェイトレス服を着て注文を取ったり、料理を運んだりしてるのか。

　美人のカレン先輩ならなにを着ても似合うだろうけど、想像できない……。

「それと、陣所さんが育った施設の院長さんの知り合いがこっそり見守ってるらしいわ。修道院のネットワークね」

「ああ、シスター・エヴァが……」

　あの過保護なシスターさんが、自分のところの子が海外にいるんだから放置してるわけないよね。

　それなら、カレン先輩も大丈夫かな……。

「わたしから教えられるのはこのくらいね。二人とも上う手まくやってるみたいだわ」

「くーはウチには来ませんけど、コーコ先生によるとすくすく育ってるらしいです」

「あの幼女、わたしより胸の成長早いのよね……まさか、中学生のうちに彩さい木ぎくんをたぶらかせるサイズになるのでは……」

「僕より先生のほうが心配してますね、ある意味！」

　実際、くーは昨年の時点で五つも年上の美み春はるに迫るサイズになってる。

　コーコ先生も小さくはないけど、近いうちに母親すら追い抜きそうな気もするなあ。

「という感じだから、周りの心配をする必要はないわよ。君は内部進学といっても、受験もありえるのだから、自分の心配をするように」

「……そうですね」

　受験以外のことで僕を悩ませてるのは、この先生も同じなんだけど。

　と言いたいけど、今日はやめておこう。

　残酷な休日出勤でお疲れの真ま香か先生に追い討ちをかけるほど無情にはなれない。

「あ、いえ。先生のことは心配ですね。疲れてるところすみません」

「別にかまわないわ。生徒の相談に乗るのは、担任の仕事だもの。君が陣じん所しよさんたちのことを気にして勉強が手につかないくらいなら、情報漏ろう洩えいくらいなんでもないわよ」

「情報漏洩!?」

「冗談よ。実を言うと、二人からも許可はもらってるのよね。彩木くんに現状を訊きかれたら全部教えてかまわないって」

「え？　縫ぬいとカレン先輩がですか？」

「二人とも自分からは彩木くんに連絡しないけど、人づてならＯＫみたいね。面倒くさいわね、二人揃そろって」

「……なにも言われないよりはマシですね」

　縫はある程度、ＴＶやよーつべで動向を確認できるけど、実際のところ調子がいいのか悪いのかすら判断できないからね。

　直接確認できないのはもどかしいけど、真香先生が確かめてくれるのはありがたい。

　ただでさえ、心配事だらけの人生なんだしね、僕は……。

「ふー、それにしてもお腹なかいっぱいだわ。ああ、そうだわ。準備をしないと」

「準備？」

「ええ、食後の軽い運動を。体力不足を感じるから、毎日五キロほどジョギングをね」

「休日出勤するほど忙しいのに、体力トレーニングまでしてるんですか!?」

　お隣なのに、全然気づかなかった！

「五キロならゆっくり走っても、三十分もかからないわよ」

「スピードの問題じゃないですよ……体力は温存したほうがいいのでは？」

　以前、体育祭前に真ま香か先生と一緒にマラソンさせられたっけ。

　真香先生は元テニス部とはいえ、現役を離れて久しいはずなのにもの凄すごいスタミナだったなあ。

「と、というか、もう暗いですよ？　女性がジョギングをするのは危ないんじゃ……？」

「危ない？　誰が？」

「…………」

　うん、全然大丈夫だと思うよ？

　でも、真香先生は見た目は妙齢のお美しい女性なわけだし。

　そうなると──放ほうってはおけないよね。







「はぁっ、はぁっ、はぁっ……！」

「ほら、もう少しよ！　まだいけるわ、彩さい木ぎくん。はい、ゴール！」

「ううっ……」

　よろめきながら、公園に入り、少しずつスピードを緩めつつ足を止める。

「ふむ、五キロを三十分ちょっとね。悪くないタイムよ」

　真香先生は、腕時計を見ながら満足そうに頷うなずいてる。

　ジョギング用の走行ペースや距離を確認できるＧＰＳ付き時計らしい。

　服装は去年の体育祭前にも見た、ピンクのオシャレなジャージ。

　足元もなんだかゴツいジョギング用のシューズで準備万端だ。

　僕のほうは学校指定のジャージに、普通のスニーカー。

　もっとも、装備が万全でも疲労度は今と変わらないだろうけど。

「はー……体育祭前でもないのに、こんなに走るなんて……」

「たいした距離じゃないでしょう。ほら、わたしなんてほとんど息も乱れてないわ」

「…………」

　人間じゃないな、この人。

「余裕のある時期に体力をつけておくのも悪くないわよ。体力があれば、長時間集中して試験に臨のぞめるわけだし」

「そ、そうですけど……」

　ここは、ウチのマンションのすぐそばにある公園だ。

　いつだったか、ここでＳＩＤシドのみんなに縫ぬいとの勉強会のことを責められたっけ。

　明るい大通りを走り回って、この公園に戻ってきたわけだ。

「今は過ごしやすい時期だから、ジョギングにも最適よ。でも、君が夜に一人で走るのはオススメしないわね。走るなら、必ずわたしに一声かけなさい」

「立場、逆じゃないですか？」

　仮にも僕は男子高校生なんだから、夜のジョギングくらい危険でもないです。

「いいえ、生徒の心配をするのは教師として当然よ。あ、ジョギングは許すけれど夜遊びはダメよ？　カラオケ、ゲームセンター、漫画喫茶への立ち入りは禁止です」

「たまに教師になるからなあ……」

「だから、教師だって言ってるでしょう！　まあ、彩さい木ぎくんが夜遊びするタイプじゃないのはわかってるけど」

「美み春はるほどじゃないですが、面倒くさがりですからね。夜はギャラマくらいしか行きませんよ」

「けっこうなことね。そういえば、聖せい華か台だいもほんの数年前までは、教師が夜の繁華街の見回りとかしてたのよ」

「明らかに働かせすぎですね」

　もう高校生なんだから、学校の外での行動は自分で責任を持つべきだね。

「わたしが現役の頃はまだやってたわ。風ふう花か先生なんか、張り切ってたわね。ウチの生徒、真面目な子が多いからほぼ無意味だったようだけど」

「……ですよねー」

　テスト明けとか終業式の打ち上げなら、夜まで遊び歩くことはある。

　でも、そんな日に教師の見回りなんかあったら、しらけるね。

　たぶん、教師のみなさんもそのあたりはお目こぼししてくれてるんだろう。

「う、うーん……」

「な、なに？　彩木くん、どこか痛めたの？」

「いえ、自分の変わりように驚いたというか……こっちの話です」

　教師の事情を気にするとか、かつての教師嫌いの彩木くんは本当にいずこへ？

「だいたい察しがついたけど、君も変わったということね」

「ええ、一年前は夜中に教師と二人でジョギングするなんて想像もしてませんでしたよ。まあ、普通は人生でそんな経験しないでしょうけど」

「あー……わたしもあるわよ？　また同じ人の話だけど、風花先生とは一緒にジョギングしてたものよ」

「受験の体力づくり……ですか？」

「いえ、生徒会は生徒の見本になるべきとか言って。勉学にもスポーツにも励んでこそ若者とか。思いつきで行動する人だったからね」

「な、なるほど……」

　風花四し季き先生──真ま香か先生が聖華台高等部の生徒だったときの先生。

　真ま香か先生と同じ英語教師で、生徒会の顧問でもあった人。

　真香先生の愛車である赤いフィアットの元の持ち主。

　そして──今は、もういない。

「風ふう花か先生は頭のデキはもう一つだったけれど、無駄にスタミナあったから。テニスで鍛えてたわたしがギリギリついていけたくらいで、他の生徒会メンバーはみんな途中で脱落して屍しかばねと化してたわ」

「今、そのメンバーさんたちに凄すごく共感できますよ……」

　写真でしか見たことのない、藤ふじ城き政権メンバーの方たちとは気が合うかもしれない。

「……いけないわね。どうもこの何なんヶか月げつか、風花先生を思い出すようになったわ。できるだけ気にしないようにしてたのに」

「いけなくはないと思いますよ……というか、僕のせいですかね？」

　風花先生のことを気にしてるのは、僕のほうだ。

　どことなく真香先生と似ていて、今の真香先生に大きな影響を与えたであろうあの人に、興味を持たずにいるほうが難しい。

「そうね、彩さい木ぎくんのせいよ。おかげで、生徒とジョギングとか、あの人との思い出をなぞるようなことをしてしまうわけね。はー、わたしは過去を振り返らないのがたくさんある取り柄の一つなのよ？」

「まったくツッコミ入れられないのが、ちょっと悔しいですね」

　この人は短所もなにげにあるけど、むろん長所のほうがはるかに多い。

「取り柄は一つでも大いに越したことはないわよ。大学に進むにも、就職するにも、取り柄があれば進路を選びやすいし、新しい社会で有利なポジションを築けるわ」

「取り柄……取り柄ですか」

　僕の場合、なんだろう？　暗躍とか？

　政治家か官僚に向いてるだろうか？　おっと、ついお口がワルワルに。

「君の特技はハーレムづくりよね」

「石油王でもないと使い道のない能力ですね」

　よし、彩木くんも強くなった。

　真香先生の唐突な嫌いや味みにも間髪を容いれずに切り返せたよ。

　先生は、ぐぬぬと僕を睨にらんでから──ふっとため息をついた。

「ああ、水分摂とったほうがいいわね。ちょっとギャラマで飲み物買ってくるわ」

「あ、すみません」

　財布を持たずに出てきちゃったから、買ってきますとも言えない。

　真香先生は腰にバッグをつけてて走るのに邪魔そうだったけど、お金を入れてたのか。

　五分も経たたずに、真香先生は公園に戻ってきた。

「お待たせ、これはわたしのおごりよ」

「バーのカウンターで、すーっとお酒のグラスを滑らせてくることって、本当にあるんですかね？」

　戻ってきた真ま香か先生が差し出してきたペットボトルを、ありがたく受け取る。

「さあ？　わたし、お酒は飲まないし。バーとかほとんど行ったことないわ」

「先生には、睡眠薬ですもんね」

　外でお酒を飲むとか危なすぎる。

　僕が大人になれば、真香先生を外で守れるようになるんだろうか。

　体力でも真香先生に負けてることを再確認したし、物理的に守るのは無理だね。

「それで、彩さい木ぎくん。どうなの？」

「どうって……なんです？」

「もちろん、卒業試験よ。その気になればすぐに終わると言ったでしょう？」

「…………」

　しばらく話題にも出さないと思ったら。

　僕が自力で考えるのを待っていてくれたのかな。

「まだまだ絶賛悩み中ですよ……これじゃ進路を考えるどころじゃないですね」

「あら、そこまで悩むなんて。悪いことをしたわね」

　真香先生は、こくこくとペットボトルのスポドリを飲む。

「わたしなんて、君の都合はガン無視で自分の気持ちを伝えたわよ。彩木くんも、そうやって自分の都合だけで答えを出していいの」

「……僕は真香先生よりだいぶ繊細なので」

「そこまで言えるなら、心配はいらなさそうね。良くも悪くも、タフになったわ。まあ、君は最初からけっこうタフだったようだけど」

「教師に対してだけはなんでも言える奴やつでしたね」

　そうだよ、中等部時代の僕なんて、横暴な体育教師に〝ゴリラ〟なんて芸のない悪口を言える生徒だったはずなのに。

　どうして、ここまで教師を相手に言葉を選ぼうとしてるんだろう。

　言いたいことははっきりしているのに、口に出せないんだろう。

　いいや、その理由はわかってるんだよ。

「真香先生、風ふう花か先生のことをもっと教えてくれませんか？」

「え？　風花先生……？」

「長文読解だって単語や文法を習わないと、解けません。特別授業はほとんど更生終了の話だけでしたし、卒業試験に挑むには、まだ習ってないことが多いんですよ」

「あらら、ずいぶん生意気なことを言うわね。わたしの教え方が悪いって言うわけね？」

「はい」

　おお、いきなり去年の春までの彩さい木ぎくんが戻ってきた……？

　僕は更生した──変わったはずだけど、長年かけて築き上げてきた人格は、そう簡単には直せないらしい。

「……いいわ。それじゃ、次の日曜日を空けておいて」

「日曜、ですか？」

「そう、〝課外授業〟といきましょう。制服を着てきてね」

「…………？」

　課外授業か……どこまで行っても、今の僕と真ま香か先生は生徒と教師だね。

　その関係を決定的に変えてしまうであろう卒業試験──

　問題を解くためなら、課外授業だろうがなんだろうが受けさせてもらおう。







　というわけで、何事もなく一週間が過ぎて日曜日。

　というか、ＧＷの初日。

　昨年のＧＷはいろいろバタついてた気がするけど、もはや遠い記憶。

「じゃあ、行きましょうか。乗って」

「あ、はい」

　ウチのマンションの地下駐車場で、赤いフィアットに乗り込む。

　僕は言われたとおり、聖せい華か台だいの制服。

　真香先生も、休日だというのに普段学校でよく着ている紺色のスーツ姿だった。

　去年の春からカーディガンにロングスカートなど、カジュアルな服装で出勤してくることも多くなってる。

　だいたい、スーツとカジュアル私服の割合は半々くらいか。

　でも、今日は日曜で休日出勤でもないから、スーツを着る理由なんてないだろうに。

　真香先生が、ずいぶん神妙な顔をしてるのも気になる……。

「……真香先生。結局、どこに行くんですか？」

「すぐにわかるわ。君も行ったことのあるところよ」

「はぁ……」

　もったいぶるなあ。

　まさかホテルとか、先生が酔っ払って泊まった旅館とかじゃないよね？

　今はまだ午前十時。どうも、デートという感じでもなさそう。

　しかし、こんな明るい時間の日曜に教師と生徒が堂々とお出かけしていいんだろうか？

　赤いフィアットは、珍しくスピードは抑えめだ。

　ＧＷ初日で道が混んでいるせいか、それとも……。

「え？　目的地って、ここなんですか？」

「正確にはちょっと違うけれど。まあ、降りて」

　フィアットが駐とまったのは、確かに僕も知っている場所だった。

　修道院──聖せい華か台だい学院の近くにある、洋館のような建物だ。

　カレン先輩が育った養護施設は、この修道院に併設されていて、シスターたちが施設の子供たちを育ててる。

　修道院の裏手には、狭いながらも駐車場があった。

　真ま香か先生はフィアットをそこに駐め、車を降りた。僕も先生に続く。

　ん？

　真香先生、花束を持ってる……白い花束だ。

　気づかなかったけど、車に載せてあったのか。

「こっちよ」

　真香先生は何度か来ているようで、慣れた様子で歩いて行く。

　あれ、僕は修道院のこっち側は来たことないなあ。

　養護施設とは逆側──そちらに小道があって、どこかへ続いてる。

　この修道院、思ってたより広い？

「あ……」

　小道の突き当たりに、古びた黒い門もん扉ぴとレンガの壁があった。

　門は開かれていて、真香先生と僕はそこを通り抜けて──

「墓地、ですか」

「ええ」

　そう、僕と真香先生がやってきたのは墓地だった。

　学校のプール四つ分くらいの面積に、墓石がずらりと並んでいる。

　墓石は、風化しているかのような古びたものもあれば、ぴかぴかの新しいものもある。

「元々、修道院のすぐ隣にあったらしいけれど、だいぶ前に移転したみたい。まあ、あまり近くに墓地があったら施設の子供たちも怖がるでしょうしね」

「大人でも、ちょっと怖いでしょうね」

　たまに住宅地にぽつんと墓地があったりするし、慣れれば意外とどうってことないかもしれないけど。

　僕には、怖いというより恐れ多いかな。

　亡くなった方が近くにいると思うと、家でホラー映画を見て「ぎゃー！」とか悲鳴を上げるのもはばかられる。

「でも、どうして墓地に──あ」

「よかった、彩さい木ぎくんがそこまでにぶくなくて」

　真ま香か先生は微笑して、すたすたと墓地を進んでいく。

　なるほど、なんで制服で来いなんて言ったのかと思ったら。

　真香先生がスーツを着ているのも、神妙な顔をしていたのも頷うなずける。

「っと……」

　僕は、緩めていたネクタイをきゅっと締め直す。

　こんな生意気な僕でも、死者への礼儀を忘れるほど傲慢じゃない。

　姿勢を正して、真香先生の後ろをついていくと──

　先生は、あるお墓の前で立ち止まった。

「もったいぶって悪かったわね。ここよ。ここに──風ふう花か先生がいるわ」

「…………」

　確かに、墓石には〝ＳＩＫＩ　ＦＵＵＫＡ〟と刻まれている。

　親戚のお墓参りをしたことはあるけど、英文字で名前を刻まれた墓石を見るのは初めてかもしれない。

　名前の下にある数字は、生年と没年だろう。

　二十五歳で亡くなったのか──

「考えてみればもう今年、風花先生と同い年になっちゃうのね。変な感じだわ、あの人と同じ年齢なんて」

「……風花先生は信心深かったんですか？」

「そういうわけじゃないみたいよ。先生の親御さんが信者だったから、ここに葬られたと聞いてるわ。風花先生本人は、教会でもお寺でも気にしないんじゃないかしら。自由な人だったから、海に遺灰を撒まいてあげれば喜んだかもしれないわ」

「えーと……手を胸の前で組んでひざまずけばいいんですか？」

「よく知ってるわね。映画の知識かしら？　ひざまずかなくてもいいわよ。あと、故人の冥福を祈るんじゃなくて、神に祈るのよ」

「それは知りませんでした。映画では解説されなかったですね」

　外国では当たり前のことだから、説明してくれなかったんだろうな。

　とりあえず、真香先生が持ってきた白い花を供えて、二人で手を組んで祈りらしきものをしてみる。

「……前に観みた戦争映画では、お墓の前で故人に話しかけてましたけど、それはアリなんでしょうか？」

「問題ないと思うわよ。わたしも、そこまで詳しくはないけれど、少なくとも風花先生はそんなことでは怒らないでしょう」

「話のわかる先生ですね」

　人気があったというのも頷うなずける話だ。

「はじめまして、風ふう花か先生。彩さい木ぎ慎まことといいます──って、映画みたいにお墓に話しかけるのは照れますね」

「実際、あまりやる人はいないと思うわよ。話しかけても返事してくれないしね」

　真ま香か先生は、苦笑してる。

「わたしも、亡くなったあの人に話しかけたことはないわ。お葬式にも参列させてもらったのに、なにも言葉が思いつかなかったのよね」

「……そういえば僕、お葬式に出たことないですよ」

「わたしも、今のところ出席したのは風花先生のお葬式だけね。ある意味、一番お葬式に出たくなかった相手かもしれない」

　真香先生は、遠い目をする。そのお葬式のことを思い出しているのだろうか。

　もしも、僕が親しい誰かのお葬式に出るとしたら、どんな気持ちになるかな。

　今のところ、近しい人で死にそうな人はいない……というか、みんな元気すぎるくらいだけど。

「ああ、湿っぽい話になってるわね。彩木くんが風花先生を気にしてるようだから、実物を見せてあげようかと思っただけなのよ」

「実物て」

　えらい言われようだな、風花先生。

　真香先生と風花先生は、そんな雑な言い方が許される関係だったってことか。

　でも確かに、話しかけても返事はもらえないけど、風花先生のことを知りたいなら、一度はここに来なくちゃいけなかった。

　去年の秋の文化祭前に存在を知って以来、僕は何度か心の中で風花先生に話しかけてきた。

　その当人が──このお墓の下に眠ってる。

　僕も、ちょっと変な感じがするくらいだ。

「話ができなくても、ここに来てよかったと思いますよ」

「それならよかった。せっかくの日曜を潰させて、恨まれないか心配してたわ」

「まさか。風花先生にはいろいろ思うところがありましたからね。ただ、よく知りもしない故人をああだこうだ言うのも気が引けますから。一方的とはいえ、ご挨拶できてよかったですよ」

「フィアットをわたしに譲った件、君はずいぶん不満があるんだったわね。存分に文句を言っておくといいわ」

　いえ、その件で一番文句を言いたい相手は悪夢の運転をするご本人です。

　教え子に安全運転を教えておかなかった風花先生よりは、そっちだね。

「そういえば、この前の映像で観みたフィアット、ぴかぴかでしたね。手入れもよかったんでしょうけど、まだ新しかったんじゃないですか？」

「ええ、風ふう花か先生が大学生のときに気に入って、コツコツとバイト代を貯ためたりして、社会人になってやっと買えたらしいわよ。ローンは嫌いだから現金一括だったとか。小型車だけど、外車だから安くないのに無理したわね」

「社会人になってから、ですか」

　二十五歳で亡くなってるということは、せいぜい二年くらいしか乗れなかったわけか。

　頑張って手に入れたんだから、長く乗りたかっただろうに……。

　人が死ぬってことは、苦労して手に入れた物を失うことでもあるんだなあ……。

「そんな大事な愛車を譲ってもらえたんだから、やっぱり真ま香か先生は特別な教え子だったんでしょうね」

「本当は、たとえ卒業後でもそこまで教え子を特別扱いするべきじゃないかもね。でも、亡くなった人の数少ない特典よ。文句を言われても、別に気にしなくて済む」

「…………」

　文句を言われて傷ついてもいいから、長く生きたい人がほとんどだろう。

　もちろん、真香先生はそんなことわかってるはず。

　僕なんかよりはるかに、人の生死について考えてきただろうから。

「わたし、卒業してすぐに免許取ったのよね。そのときは、まだ風花先生も元気で、何度かフィアットを運転させてもらったのよ。わたしの確かな運転技術を見て、あの子フイアツトを託してくれたの」

「風花先生の目、節穴にもほどがありますね」

　事故を起こさなきゃいいってもんじゃないぞ。

　いや、真香先生はスピンターンとかドリフトとかできるから、ある意味では運転技術は高いんだけどさ。

「いくら人助けだったとはいえ、フィアットで事故を起こしたのは申し訳なかったわ。風花先生が怒って化けて出るかと、ちょっと期待したのは内緒よ」

「苦笑いしてるかもしれませんね」

　僕が言うのはおこがましいけど、風花先生はフィアットで人助けをした真香先生を褒めてくれたんじゃないだろうか。

　そうじゃないんですか、風花先生？

　そこにいらっしゃるなら答えてほしいですよ。

「せっかく会いにきたのに、とりとめのない話ばかりになってしまうわね。命日でもなんでもない日に来るべきじゃないのかも」

「命日だと、ご家族とかが来るんじゃないですか？　もし鉢合わせちゃったら、僕をどう紹介するか難しいですよね」

「君の紹介は簡単よ。風ふう花か先生が勤めてた学校の生徒で、わたしが更生を担当した生徒なんだから。風花先生のご家族はわたしを教え子というより弟子だと思ってるから、言わば彩さい木ぎくんは風花先生の孫弟子みたいなものね」

「ま、孫弟子……？」

　その発想はなかった。

　そうなると、僕も風花先生と無関係ってわけじゃなくなるのか……。

「ああ、あまりお墓で長々と話し込むものじゃないわね。他の人もお墓参りに来るかもしれないし。彩木くん、そろそろ失礼しましょう」

「あ、はい。そうですね」

　とりあえず、風花先生にご挨拶できたんだから。

　ただ──

「せっかくだから、ここで真ま香か先生に訊ききたいことがあるんです」

「ん？　訊きたいこと？」

　歩き出そうとしていた真香先生がぴたりと足を止めて、僕のほうを振り向いた。

「真香先生。風花先生の前でも──僕に告られたら教師を辞めるって言えますか？」

「…………」

　さあっ、と風が吹いていって真香先生の長い茶色の髪がなびいていく。

　静まりかえった墓地に、さらに重い沈黙が落ちたかのようだ。




「言えるわ」




　シンプルな一言。

　だけど、そこに嘘うそも虚勢も感じられない。

　真香先生は、元から嘘はつかないし、たまに変な見み栄えは張るけど──大事なことをごまかしたりはしない。

「あらためて言っておくわ。風花四し季き先生は、わたしの恩師。同情されるのが嫌で、高たか嶺ねの花はなを演じていたわたしを案じてくれた、優しい人。藤ふじ城き真香の人生で、家族よりも友達よりも大事だと言える唯一の人よ──もちろん、彩木くんに会うまでは、だけれど」

「今は、僕のことはいいんですよ。そんな人のお墓の前で、嘘なんか言うわけないってことですよね」

「ええ、恩師に誓って言うわ。彩木くんがわたしを好きになって、その気持ちを告げてきたらそのときは、わたしが教師を辞めるときよ」

「……初めてその話を聞いたときから、おかしなことだと思ってました。告っておいて、ＯＫされたら教師っていう大事な仕事を捨てるなんて」
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　長く長く疑問に思っていて、僕じゃなくても本気かどうか疑うようなことで。

　矛盾とは言わないまでも、発言の真意がまったく理解できない。

　いくら転職が珍しくない時代といっても、教師って仕事はそう簡単に辞めたりするもんじゃないだろう。

　聖せい華か台だいは私立で転勤もないからか、学校を去った先生はあまり見たことがない。

　一番新しい例でも、まだ新任だった真ま香か先生に絡んで辞めていった男性教師くらいか。

「……ああ、変なことを思い出しちゃいました」

「なにかしら？」

「真香先生にしつこく絡んで、最後には掴つかみかかっちゃったあの先生のことですよ」

「いたわね、そんな人が。まあ、あの人、別の学校で教師を続けてるらしいわよ」

「えぇっ!?」

　ちょ、ちょっとそれ、衝撃的事実なんですけど！

「あんな騒ぎを起こしておいて、何食わぬ顔で教師を続けてるんですか!?」

「あんな、というけどそこまでの事件でもないわよ。暴力というほどでもなかったし。その気になれば、まだ聖華台にもいられたかもね。辞めたのは、あの人のプライドが許さなかったんでしょう。わたしにフラれて、激げき昂こうしたことを認めたくなかったのよ」

「……迷惑な話ですね。その別の学校の生徒たちに」

　ああ、だいぶ燃え尽きたはずの教師嫌いの彩さい木ぎくんが顔を出してきた。

　校内でプライベートなことで騒ぎを起こしておいて、まだ教師を続けてるなんてどんだけツラの皮が厚いんだろう。

「でも、わたしは教師を辞めても別の学校には移らないわよ。生きていかなきゃいけないから、なにか仕事はするけどね。ふふ、天あま無なしさんの事務所で清純派グラドルでもやろうかしら」

「潔いさぎよすぎるのも、僕としては困ります」

「ねえ、彩木くん」

　真ま香か先生は、僕に背中を向けて歩き出した。

「教師を辞めたからって、わたしの人生が終わるわけじゃないの。だから──同情はしないで」

「…………」

　僕は、真香先生に同情しているんだろうか。

　真香先生がもっとも嫌うことが、同情だと知っているのに。

「たとえ教師でなくなっても、藤ふじ城き真香が消えてなくなるわけじゃないのよ。前に言ったとおり、ここの修道女──いえ、シスターになるのもいいかもね。風ふう花か先生のお墓も守れるしね」

「ずいぶん時間をかけた伏線回収でしたね……」

　学校を辞めたら修道女になるとか、えらく突飛なことを言うと思ったら。

　意外なことに、元からこの修道院との縁があったわけか……。

「それにね、教師って仕事にそこまで未練があるわけでもないのよ。もう、高校時代の忘れ物は取り戻せたような気もしてるの」

「真香先生……」

　そうだった、真香先生が教師になったのは高たか嶺ねの花はなのイメージを守るばかりだった高校時代を取り戻すため。

　もちろん、同じ学校にいても高校生と教師じゃ、同じような時間は過ごせないだろう。

　だけど、真香先生は体育祭も文化祭も、修学旅行だって楽しんでいたように見えた。

　真香先生は、高校時代に過ごせなかった青春を、少しは取り戻せたのかもしれない。

「なにより、わたしはね──たぶん、風花先生の遺志を継ぎたかった。あの人のように、教え子を導ける先生になりたかったのよ。志半ばで終わってしまった風花先生の代わりをやりたかったのね。でも、それは──生徒と両りよう想おもいになるってことではないのよ」

「大事な仕事だからこそ、その仕事を裏切ったら辞めるしかないんですか」

「ふふ、やっぱり君は察しがいいわね」

　真ま香か先生は穏やかに笑い、ゆっくりと歩いて行ってしまう。

　なぜか、このまま先生は戻ってこないような気がした。

　ただ、墓地を出て行くだけだというのに。

　真香先生の背中が、ほんの数メートル離れてるだけなのにやけに遠い。

　僕は、本当の気持ちを口に出せば真香先生とさよならになることを知っている。

　だから──今感じている真香先生との距離は、もう縮まらないのかもしれない。

　僕の答え一つで、真香先生が強い想おもいを抱いて続けてきた教員生活が終わってしまいかねない。

　その責任の重さが、真香先生との距離を縮めることすら躊ちゆう躇ちよさせてしまう──







　死者の遺志──それを持ち出されると、言葉に詰まってしまう。

　僕じゃなくても、誰だろうと亡くなった人の言葉には勝てない。

　生きてる人のほうが大事──それが理屈としては正しくても、人間そこまで割り切れるもんじゃない。

　死者だろうが生きてる人だろうが、一度誰かの言葉に囚とらわれたら、そこから抜け出すことは困難だ。

「お待たせしたわね！」

「…………」

　スーツと制服というあらたまった格好で、共通の知人のお墓参り。

　教師と生徒という関係の二人が日曜に出歩いていても、文句をつけにくいだろう。

　二人で出歩く大義名分がある──というわけで。

　午前中にお墓参りをして、お昼ごはんを一緒するのもおかしくはないはず。

　恩師から譲られた赤い車でしばし走り、とあるお店に到着。

　個室に案内され、そこでさらに待つことしばし。

　わけも説明せずに部屋から出て行った真香先生が戻ってくると──こんな有様だった。

　死者の遺志がどうこうとか、悩んでた僕がアホに思えてきたよ。

「もう君のノーリアクションには突っ込まないわよ？」

「今日は、ある意味驚いてますけど……」

　僕と真香先生がやってきたのは、やたらと派手で大きな中華料理屋さん。

　僕ら高校生だと、入るのをかなり躊躇ためらうような高そうなお店だ。

「まさか、この期ごに及およんで脈絡もなくコスプレを披露してくるとは……」

「わたしはどんなときでも、〝教育〟は忘れないわ。先生だもの！」

　そろそろ説明しようか。

　個室に戻ってきた真ま香か先生は、真っ赤なチャイナドレス姿だった。

　よく見るコスプレチャイナドレスのように、スカート部分に太ももの付け根まであらわなスリットが入っている。

　袖なしで肩は剥き出し、胸のあたりも妙に立体的な縫製というか……88センチのふくらみがこれでもかと強調されてる。

　茶色の長い髪も、きっちりと二つのお団子に結っているあたり、手を抜いてない。

　ううっ……露出度はそこまででもないのに、今までの真香ちゃんコスプレシリーズでも一、二を争うヤバさかも。

「そういえば、異国情緒溢あふれる衣装はあまり見せてなかったと思ったのよ」

「そ、そうですかね……？」

　ぱっと思いついただけでもメイドにバニーガール、イブニングドレス、サンタ衣装とかいろいろあったような？

　それらが日本発祥なんて聞いたこともないぞ。

「このチャイナドレス、その辺で売ってるコスプレ衣装じゃなくて本場から輸入した本物なのよ。四万八千四百六十円もしたのよ！」

「高っっっっっ！」

　去年のクリスマスに着てたサンタ衣装も三万近いお値段だったけど、さらにクッソ高いやん！

「だから、お金をもっと大事にしましょうよ！　先行きどうなるかわかりませんよ！」

「まあ、君にフラれたらこの若さで路頭に迷うことになるものね」

「……っ、あのですね、急にシビアな話をぶっ込んでくるのやめましょうよ」

　いや、真香先生のスペックなら引く手あまただろうけど！

「去年の冬から春までで、彩さい木ぎくんの周りは変わりすぎたでしょう。変わらないものもないと、君の心が疲れるばかりだわ」

「不変のものが、担任の先生のコスプレってどうなんですかね……」

　むしろ、一番終わりにしなきゃいけないものでは？

　何度も真香先生コスプレを見てきて驚かされつつも、ちょっと楽しみにしてる自分がいることは認めざるをえないかもしれない気もするけれど。

　でも、真面目な話、いつもの日常を過ごすのは大事だよね……。

　僕の日常に、担任の先生のコスプレが当たり前に存在してるっていうのは問題だけど、それは置いておくとして。

「ていうか、この中華料理屋さん、そんなコスプレしていいんですか？」

「このチャイナドレスを買ったお店と経営者が同じなのよ。このお店の裏手に、リアル店舗があってね、そこで受け取ったの」

「多角経営ですね……」

　高いチャイナドレスを買ってくれたお客さんだから、コスプレくらいはＯＫしてもらえるの？　なんじゃそら。

「それに、わたしは形から入るタイプだから。中華を楽しむなら、服装も合わせないとね。あ、彩さい木ぎくんのチャイナ服も買ってあげましょうか？　裏手のお店で買えるわよ」

「僕は形にはこだわらないので……」

　当然、有名なカンフー映画も一通り鑑賞してるし、ああいうチャイナ服に憧れなくもないけど、食事で汚すかもしれないし。

「あら、残念。なんなら、君にもスリットざっくりのチャイナドレスを用意しても──」

「彩さい子こちゃんは、僕の日常にはいません！」

　もうすっかり忘れてたのに、嫌なことを思い出させるなあ。

「あ、飲み物が来たわ。まず、乾杯しておきましょう」

「はぁ」

　店員さんはチャイナドレス姿の美女を見ても完全なノーリアクションで、澄ました顔をしてウーロン茶を二つ置いていった。

　さすが高級店、店員さんの教育が行き届いてる……。

「では、わたしの愛すべき恩師に」

「風ふう花か先生に」

　亡くなった方をネタに乾杯していいのかわからないけど、とりあえず応じておく。

「ふー、このウーロン茶もその辺のペットボトルじゃないわよ。本場の茶葉からちゃんと淹いれてるらしいわ」

「へぇ……確かに美お味いしいですね」

　みなさんご存じのとおり、彩木くんは紅茶派だけどウーロン茶も嫌いじゃない。

　コスプレを黙認するようなお店でも、味は本物なのかも。

「お料理はコースを頼んであるわ。ここは学生にはちょっとお高いけれど、良質な素材と手間暇かけたお料理を楽しめるの」

「リーズナブルな赤字肉を食べてた頃がなつかしいですね」

「人は贅ぜい沢たくになっていく生き物なのよ……彩木くんを餌付けするには、もはや高級店の味しかないのよ」

　僕は学生なんで、安い学食の味で満足できちゃうんだけどなあ。

「つーか、なに頼んでいいかわからないから、コースなんでしょ？」

「そ、そんなことはないわよ。あっ、せっかくだから隣に座りましょう」

「えっ……」

　しまった、いらんことを言った！

　図星をつかれたのをごまかそうと、真ま香か先生が僕の隣に椅子を並べてくる。

　テーブルは馬鹿みたいに大きいので、隣に並んでも全然問題ないけど……。

「ふふふ、どう、このスリット。なんだか、水着より恥ずかしいわね……」

「は、恥ずかしいなら着なければいいのでは」

　確かに、このチャイナドレスは水着なんかと比べたら、ずっと肌色は少ない。

　でも、太ももの付け根まであらわなスリットは、全然別のエロさがあるというか。

　赤いチャイナドレスの裾から覗のぞく、真っ白な太ももは頭がクラクラするほど魅力的だ。

　ああ、僕の新たな趣味嗜し好こうの扉が開いてしまいそう……。

「ふふふふふふ、彩さい木ぎくんは毎日ＪＫのミニスカ太ももを見慣れているから、こっちはあまり効果的じゃないと思ってたら……意外と効いてるようね？」

「べ、別に太ももを凝視してるわけじゃないですし」

　真香先生は調子に乗って、チャイナドレスの裾を持ち上げてさらに太ももを見せつけてくる。

　くっ、このくらいの露出度の服で、真香先生に一年鍛えられた僕が動じるとは！

「お待たせしました」

「…………」

　店員さんが現れると、すんっ……と一瞬にして真香先生がおしとやかな澄まし顔に。

　さっきまで不敵に笑ってた妖しい美女はどこ行った？

　さすが高たか嶺ねの花はなを演じて十数年、取り繕うのが上う手まい！

「続きは、あとでね……♡」

「…………っ」

　真香先生が、僕の耳元に唇を寄せてささやいてくる。

　続きって、料理店であれ以上なにをするっていうの!?

　戸惑う僕の前で、店員さんが料理を並べていく。

「あら、美お味いしそうね」

「……ええ」

　それには同意。反論の余地がない。

　くらげの酢の物に、ホタテ貝のサラダ、あと飴あめ色いろに輝くチャーシューが上品なサイズに切り分けられてる。

　これらの前菜を並べ終えると、店員さんは個室を出て行った。

　この店構えの店だと、前菜三種類だけで数千円なのでは……？

「せっかくの個室なのだし、細かいマナーは気にせずいただきましょう。はい、あーん」

「それはマナー無視しすぎじゃないですか……？」

　真香先生は僕の抗議はスルーで、立体的にふくらんだ胸を二の腕に押しつけてきつつ、箸でつまんだチャーシューを差し出してくる。

　よし、無駄な抵抗はやめよう。

「んっ……ん、うん、このチャーシュー、美お味いしいですね。コクがあるのにそれでいて、さっぱり食べられます。こっちのサラダと一緒に食べてもいいかも」

「思い切りがよくなったわね、彩さい木ぎくん。どんどんいただきましょう」

「え、ええ……」

　内心ドキドキだけど、弱みを見せたらこのエロい猛獣が喉のど笛ぶえに食いついてくる！

　チャイナドレスに身を包んだ美女に食べさせてもらう高級中華……。

　世の中、まだまだ僕が知らない快楽が存在するようだ。







「はー、美味しかったわね♡」

　真ま香か先生のハンドルを操作する手つきは、心なしか軽やかだ。

　うん、美味しかったよ。それは間違いない。

　前菜に続いて運ばれてきたのは海え老びのチリソース炒いためとか、蟹かにチャーハンとか。あとはとろりと柔らかい豚肉たっぷりのチンジャオロースが特に美味しかった。

　特にチンジャオロースは美み春はるの好物なので、この豪華すぎたランチの件は妹には特に秘する必要がある。

「デザートの杏あん仁にん豆どう腐ふも美味しかったし、また来たいわね」

「年に何回も来られるお値段じゃないでしょ」

　今回は、こっそり伝票を見て料金を確認しました。

　チャイナドレスの値段も合わせると、真香先生のお給料の三分の一くらいが吹っ飛んだのでは？

　ちなみに先生は店を出る前に、チャイナドレスからまたスーツに着替えてる。

　あれで外を出歩くと社会人としてなにかが終わるかもしれないからね。

「そうね、美味しい物はたまに食べるからいいのよね。普段はお米と塩さえあれば」

「先生、やっぱり僕が毎日晩ご飯だけでも用意しましょうか……？」

　前々から真香先生には言ってるんだけど、急に帰りが遅くなったりすることもあるからと断られてる。

「ありがとう、気持ちだけで充分よ。彩木くんのご飯もたまに食べるから美味しいの」

「大丈夫かな……」

　担任の先生が栄養失調で倒れました、なんて笑えない。

　聖せい華か台だいの教員はブラックだと世間の批判を浴びかねないよ。

「それにしても、今日は充実したお休みになったわね。美味しい物食べたし、高いチャイナドレスのお披ひ露ろ目めはできたし、ついでに風ふう花か先生の墓前にも立てたしね」

「最後のがついでって……」

「それくらいのほうが、あの人は喜ぶのよ。〝私のお墓参りに来るくらいなら、デートでもしなさい〟って……あー、脳内再生余裕だわ」

「そりゃ、余裕でしょうね」

　僕も映像で風花先生の声を聞いたせいか、ちょっと再生できちゃう。

「で、どうだった、彩さい木ぎくん？」

「え？　ああ、美お味いしかったですよ」

「そうじゃなくて、お墓参りに行って卒業試験の参考になったかしら？」

「参考……というわけじゃないですけど。真ま香か先生が遺志を引き継ぎたいと思った人は、本当にいたんだなとは思えました」

　僕が知っていたのは、写真や映像で観みただけの人。

　言ってみれば、芸能人なんかと変わりなくて、存在していたのかすら実感できてなかったのかもしれない。

　もちろん、本人と会って話すことは、どうやったってかなわないんだけど……。

「顔も見られないし、話をしたわけでもないのに、風花先生の存在を一番感じられた気がします」

「そうね、どうやっても本人に会えない以上、お墓参りが一番なのかもね。でもね、風花先生を気にしすぎても意味はないわよ。わたしが風花先生の遺志を継いでると言っても、あの人はあの人、わたしはわたしなのだから」

「でも、風花先生がいたから、真香先生は先生になったんですよね？」

「……それは否定できないわね」

　真香先生は、今までにないほど丁寧にハンドルを操作して交差点を曲がる。

　まるで、安全運転の権ごん化げだったという風花先生が乗り移ったみたいに。

「わたしの間違いを認めましょう。風花先生を知ることが、わたしを知ることなのかもしれないわ」

「あっさり撤回しますね……」

「わたしは自分の間違いを認めるタイプの教師なの。授業の内容ならともかく、指導のことでは間違いを認めない先生も多いけどね」

「指導に問題はなかったが残念な結果になった、みたいな言い訳ですね」

　ニュースでそういう言い回しを時々聞くね。

「風花先生は間違いを認めるタイプでしたか？」

「どっちとも言えないわね」

　苦笑いしつつ、首を傾かしげる真香先生。

「授業内容の間違いは認めまくってたわ。なにしろ授業ではａｐｐｌｅくらいの英単語もスペルミスするほどだったから」

「聖せい華か台だいの採用試験って難しいのでは？」

「教頭先生も、風ふう花か先生が採用試験に受かったことを不思議がってたわ。ただ、前にも言ったとおり問題児への鉄拳制裁も多くて、保護者からクレームがつくことはあったけど、そっちはめったなことでは間違いだなんて言わなかったわ」

「間違いではなかったんですね？」

「ええ、制裁された生徒のほうが風花先生をかばうケースも多かったもの。わたしは教師の暴力は認めないけれど、風花先生にはあの人なりの信条があったんでしょうね」

「信条……英語で言うとｃｒｅｅｄですか」

「ちぇっ……問題を先読みして答えるとは成長したわね、彩さい木ぎくん」

　なんか本気で悔しそうですよ、真ま香か先生？

「まあ、学校側も風花先生の指導力は認めていたからね。大きな問題にはならなかったわ。ええ、あの人は──正しく生徒を導いてくれた。わたしは一年かけて、やっと一人の問題児を更生させたけど、風花先生の指導では何人もの生徒が立ち直ったわ」

「……その頃は問題児、多かったんですね」

　なんか僕が相当な問題児に聞こえるけど、スルーしよう。

「だから、どの先生よりも慕われてた。わたしみたいな優等生の殻からに閉じこもって、一切本心を見せなかったタチの悪い生徒にもね」

「……そのタチの悪さを矯正できなかったのが、風花先生の失敗ですかね」

「それでも、わたしは高校時代の自分ができなかったこと、風花先生がやり残したことを取り戻すために教師になろうと思えたのよ」

「そうでしたね」

　僕は、こくりと頷うなずいた。

　真香先生にとって、教師になるってことは昔の自分の──そして昔の自分が唯一向き合えた人の遺志を受け継ぐことだったんだ。

「ああ、そうだわ。これはついでと言っちゃいけないだろうけど、もう一つだけ君に教えておくわね」

　そう言って──真香先生は風花四し季き先生の病名を教えてくれた。

　前にちらっと聞いた話で想像はついていたので、驚きはなかった。

　その病気になった知り合いはいないけど、若い人でもなるし、若いほど進行が速いと聞いたこともある。

　真香先生が前に話してくれたように、本当にあっという間だったんだろう──

　少し、涙が出そうになったけれどこらえた。

　隣の運転席に、大きな悲しみを乗り越えてきた人がいるんだから。

　この人の前で涙を流すのは、なんとなく失礼な気がしてしまった。

　受け継いできた大事なものがある──それを、途切れさせてはいけない。

　僕がするべきことが、ぼんやりと見えてきたような──そんな気がした。

　この期ごに及およんでまだぼんやりなのかよ、と自分にツッコミを入れたいね。

　でも、許してほしい

　大事なものをこれからも受け継がせていきたければ、別のものを途切れさせなければいけないんだから。

　それは言うまでもなく──僕の真ま香か先生への素直な気持ちだ。
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　ふと、思い出した──

　そういえば、去年のＧＷは心の躍らない連休になったとか凹へこんでたっけ。

　真香先生との怪しい関係を疑われてる真っ最中だったんだよね。

　まあ、まったく誤解でもなんでもなかったんだけど……。

　しかも今年は、心の躍らなさではさらに磨きがかかってしまった。

　とはいえ、これが高校生活最後のＧＷ。

　少しくらい、普段は行かないところに足を運んでみるのもアリだろう。

　勉強したりお墓参りしたりするだけでは、青春が寂しすぎる。

「そういうわけで、やあ」

「どういうわけ!?」

　都心近く、とある立派なタワーマンション前。

　僕はタクシーから降りてきたばかりの人物に、我ながら胡う散さん臭くさい笑顔を向ける。

「さっ、彩さいくん、なんでいるの!?」

「久しぶり……ってほどでもないかな？　最後に会ったの、三学期の終業式だったもんね。一ヶか月げつ半くらいかな？」

　目の前にいるのは、赤みがかったセミロングの髪の女の子。

　スクールベストにミニスカートという制服姿──って、あれ？

「縫ぬい、なんで聖せい華か台だいの制服着てんの？　もしかして、着る物にも困ってるとか……？」

「そんなわけないよ！　死ぬほど働いてるのにお洋服も買えないんなら、マジで移籍してるよ、あたし！」

　いきなり涙目で叫ぶ縫。元気そうでなによりだ。

　変装用なのか、帽子に黒縁の伊だ達て眼鏡を──ああ、クリスマスに贈った眼鏡を使ってくれてるんだ。

「これは動画の撮影でＪＫファッションが必要だから着てったの！　どうせタクシーで帰るから着替えなかっただけだよ！」

「ふーん……でも、なんで聖華台の制服？　今の学校の制服じゃないの？」

「今の学校の制服、あんま可愛かわいくなくて。聖華台の制服のほうが映ばえるんだよね」

　確かに、聖華台の制服は人気が高い。ただ、辞めた学校の制服を撮影に使っていいのかは……まあ、気にしないことにしよう。

「あっ、そうだ！　思い出した！　彩さいくん、あのＬＩＮＥなに!?　〝縫の成績は僕にも伝わる手はずになってる〟って！」

「あー、あれ既読スルーだったね。傷ついたなあ」

「ご、ごめん。でも、あたしから連絡するのは──って、そうじゃないよ！　脅迫だよ、あれ！」

「縫が新しい学校でも頑張るようにって──要するに優しさだよ」

「やり口があくどいんだよね……うう、勉強も頑張るよ……少しは」

「…………」

　最後にボソッと付け加えたのは、聞こえなかったことにするか。

　縫の場合、卒業できればいいんだろうし。

「それにしても、凄すごいトコに住んでるね、縫。このタワマン、家賃高いんじゃないの？」

「高いけど、よーつべの撮影に使ってるから経費に──って、あれ？　彩くんにここの住所教えてないよね？」

　今さらのように、縫が不思議そうに僕を見てくる。

「縫、自宅でよーつべの動画撮ってるでしょ？　映ってた壁とか柱から、不動産屋のサイトを漁あさって一致する部屋を割り出したんだよ」

「ストーカーの手口だよ、それ!?」

「冗談だよ、マネージャーさんに訊きいたら教えてくれたよ。縫が帰ってくる時間もついでにね」

　前にグラビア撮影を手伝ったときに、縫ぬいのマネージャーさんの名刺をもらってたからね。

　名刺なんて珍しいから大事に取っておいたのは正解だったなあ。

「み、身内から情報ローエイしてる……あたし、彩さいくんとは会わないつもりだったんだけど！　芸能界とよーつべでてっぺん獲とるまでは！」

「先の長い話だね」

　おっと、そうか。僕がクリスマスにトップを獲れってそそのかしたんだっけ。

「ああっ、こんなトコで話してたら住所バレする！　しょ、しょうがないなあ……部屋、上がってく？」

　縫は顔を真っ赤にして、もじもじしてる。

　なにこの青春ラブコメみたいな台詞せりふは。

「じ、実は家族もろとも引っ越す予定だったんだけど、親はちょっと難しくなって、今はマネージャーさんと暮らしてるんだよね。でも、今日はマネージャーさんは自宅に戻る日だから、あたしだけで……」

「あ、来た来た。遅いよ」

　まだもじもじしてる縫の台詞を遮さえぎり、僕は手を挙げた。

「うー、けっこう駅から遠かった。くーちゃんに騙だまされた……」

「だ、騙してないですよ、美み春はるおねーちゃん。十五分くらいでしたよ」

　僕は、道の向こうからやってきた二人の女の子に手を振る。

　我が妹の美春と、我が幼女のくーだ。

　美春は派手なイエローのパーカーにショートパンツ、くーは上品なグリーンのワンピース姿だ。赤毛の縫と合わせて信号機カラー？

「えっ？　みはるんにくーたん？　ど、どうしたの？　まさか４Ｐ──」

「はい、小学生がいることを忘れないようにね！」

　とりあえず、マンション前であまり騒いでいると、ここの住民さんに迷惑だ。

　二人きりでもないんだし、さっさと縫ルームに上げてもらおう。







「ふ、ふわぁ……おっきなお部屋です……！」

　リビングに入るなり、くーが驚きの声を上げた。

　確かに、これは凄すごい。

　軽く二十畳以上はありそうなリビングダイニングに、使いやすそうなキッチン。

　床はなんと大理石で、ぴかぴかしてる。

　重厚な木製テーブルに、立派なふかふかソファセット、80インチ超えと思われるＴＶ。

　高層階なので窓から見える景色も素晴らしい。

　これは完全に成り上がりよーつーばーの部屋ですわ。

「彩さいくんには言ったけど、撮影部屋でもあるから、ちょっと見み栄え張って立派なトコ借りてるんだよ」

「へぇー、このソファもお高そう。うーん、我が家のには負けるけど寝ね心地ごこちもなかなか」

　美み春はるは背負ってたリュックを放ほうって、ソファにごろりと横になる。

　初めて来た部屋でいきなりソファにゴロ寝……ウチの妹、肝の太さがハンパない。

「というか、縫ぬい。本当にこの部屋で撮影して寝泊まりもしてるの？」

「うん、そうだよ」

「自宅で撮影してるよーつーばって多いけど、大手の配信者はみんなヨソにちゃんと家を持ってるのかと思ってたなあ」

「ま、まあ、そういうパターンも……多いようなそうでもないような？」

　配信者として、仲間の秘密は売れないらしい。

「縫は女の子なんだし、自宅特定されて凸とつされないように気をつけないとね」

「安心して、彩くん。ウチはマネージャーさん同居だし、大丈夫大丈夫。親戚のお姉さんだから裏切る心配もないし。しかも実は元自衛官で三人までなら刃物持って襲ってきてもキルできるって言ってるし！」

「殺しちゃダメでしょ！」

　縫のマネージャーさんっておっぱい大きい美人だったけど、さらに元自衛官とか、あの人こそ配信者になったほうがいいキャラ立ちじゃん。

「あたしは大丈夫なんだけど……彩くんたちは、いったいどうしちゃったの？」

「ちょっとね、縫に用があって。美春たちと一緒に来る予定だったんだけど、この二人はせっかく都内に出るならって寄り道してきたみたい」

　ソファに寝転がってる美春と、楽しそうに室内を観察してるくーのほうをちらりと見る。

「いやー、買った買った。この前、不覚にも最新ＣＰＵの争奪戦に敗北してたんだけど、路地裏のマニアックなお店に売ってたよ。やっぱ都会は違うね。他にもグラボとか、妖しげな海外製ガジェットとかいっぱい買っちゃった」

「こんなにイキイキしてる美春、初めて見たよ……」

　いっぱい買ったという割にリュック一つなのは、購入した物は宅配で送ったんだろう。

「くーは猫カフェ巡りしてきたんだっけ？」

「あ、はい。都会の猫カフェは一味違いました……！」

　くーは目をキラキラさせてる。

　都会だろうが田舎だろうが、猫カフェに大差はなさそうだけど……まあ、くーほどの猫好きになれば違いがわかるのかも。

「えっと……あたしに用があったのか、用のついでにあたしのトコに来たのか、どっちなのかな……？」

　縫ぬいが複雑そうな顔をしてる。

　なんだかんだで、僕らが来てくれて嬉うれしかったのかも。

　かと思えば、大都会をエンジョイしてきたと聞かされたら、変な表情にもなるよね。

「いや、メインは縫だよ。僕はまっすぐここ来たし」

「そうなの？　このメンバーってことは……」

「あ、そうでした。これを忘れてました」

　くーは、当然のような顔で美み春はるのリュックを漁あさり始める。

　妹と幼女は仲良しなので、カバンなど共有してるくらいの感覚だ。

「じゃじゃん、です。えーと、このアプリですよね」

　くーは取り出したタブレット端末をぽちぽちといじってる。

「あ、縫おねーちゃん。あの棚の上にこれ置いていいですか？」

「うん？　いいけど、なんでそんなトコ？」

　くーは「ほっ」とジャンプして、壁かべ際ぎわの背の高い棚の上に、タブレットをスタンドで立てた。

　そのタブレットの液晶には──

『おお、見えてるぞ……って、なんだこのアングルは？』

「あれぇ、かいちょ!?」

　そう、この春に聖せい華か台だい学院から──いや、日本から巣立っていった陣じん所しよカレン先輩だ。

　ハイネックの薄いセーターを着ていて、いやらしい胸元が大きく盛り上がっているのがわかる。

『おまえたちを映してるカメラ、ずいぶん高いところに設置してるな。わたしの顔、そっちに見えてるか？』

「はい、見えてます。カレンおねーちゃん」

　画面に映っているカレン先輩は戸惑い顔だ。

　あの位置からだと、僕らを見下ろすような視点で見えてることだろう。

　頷うなずいてるくーは、ニコニコとご満悦なんだけど……。

「くー、なんであんなトコに？」

「え？　カレンおねーちゃんは元せいとかいちょーでえらい方ですから、拝まないと」

　ぱんぱんと手を打ち合わせてマジで拝むくー。

　どうやら、僕ら下々の者どもは高みにいらっしゃる元会長を崇あがめなきゃいけないらしい。

　くーは、高等部に進んだら生徒会長になりたいとか言ってたけど、元会長は神にも等しいのか。

「やっぱ、かいちょまで……うーん……あたし、もう抜けた身なのに」

　縫ぬいは、タブレットを仰ぎ見つつ、うんうん唸うなってる。

「しょ、しょうがないなあ、今回は友達として集まっただけだよ？　ていうか、なかったことにするよ？」

　縫には、なにかこだわりがあるみたい。

　僕はそこにツッコミを入れる資格はないだろう。

「美み春はるはどうでもいいよ。美春は真っ先に抜けた身だしね、いらんことは言わない」

「わ、私は抜けてませんけど……おねーちゃんたちはお友達でもありますから」

　なにやら、さっきから元々所属していた組織の名前を出さないように注意しているみたいだ。

　まあ、去年のクリスマスにほぼ壊滅したからね、あの組織は……。

『面倒くさい奴やつらが揃そろってるな、まったく』

　偉大なる元会長がボヤいてるけど、あなたもけっこう面倒くさいですよ。

「でも、わざわざアメリカから……あ、時差とか大丈夫ですか？」

『ああ、問題ない。今日はバイトも休みだしな。しかし……凄すごい部屋に住んでるな、天あま無なし縫』

「よーつーばーにはドリームがあるって見せないとね！　かいちょは、どんな部屋住んでんの？」

『住民は留学生ばかりのアパートだ。家賃は安いがセキュリティもしっかりしてるし、まだ銃声は聞いてないな』

「安全のハードル低いですね！」

　シスター・エヴァに保護者としてついていてもらったほうがいいんじゃない……？

　僕も海外には何度か行ってて、そうそう銃と出くわすもんじゃないのはわかってるけどさ。

『私の心配はいらん。それより、聖せい華か台だいのほうはどうだ。新しん望ぼうの生徒会は問題ないか？』

「ええ、生徒会は新入生に人気みたいですよ。まあ、副会長はもちろん会長も可愛かわいいですからね」

『よし、天無縫。私が許可するから、そいつの頬ほおをつねれ』

「えー、あたし暴力キャラじゃないのになあ。しゃーない、かいちょの命令じゃ断れないね」

「え、なんで……って、痛たたたた！　けっこう痛い！」

　縫が僕の頬をつまんでぎゅーっとつねってくる。

『私の前で、他の女にデレデレするとはいい度胸だな。海を越えても、制裁は加える』

「ちょっと、美春と縁えん里りを褒めただけなのに……」

　とりあえず、聖華台学院高等部の最近のお話をしておく。

　新入生歓迎会の盛り上がりとか、新任の教師の話とか。

　縫ぬいもカレン先輩も気になっていたらしく、ずいぶん真剣に聞いてる。

『……ふむ。新年度も生徒会は頑張っているようだな。いや、私は引退して卒業して日本にすらいない身だから、別にどうでもいいが』

「あたしはもう芸能人だからね！　今や住む世界が違うから、全然気になってなかったけどね！」

　ちょっと会わなかった間に、ツンデレ化したのか、この二人。

　美み春はるにはわかりきってる話だし、初等部のくーには関わりのない話なので、こっちの二人は関心なさそうだ。

「じゃあ、本題に入ってもらおっか。彩さいくんが話があるんでしょ？」

「あ、うん。ちょっと、縫たちに聞いてもらいたくて……」

「そうだ、せっかくこの四人で集まるんだからと思って、美春たちも用意してきたんだよね」

「そうでした、美春おねーちゃん」

「ん？」

　とりあえず話し始めようとしたところで、美春とくーが突然立ち上がった。

　なんだ、まだ始まってもいないのに話の腰を折られるとは。







「はーい、お待たせ、お兄ちゃん」

「お待たせです、せんせー♡」

「……なにしてるの、二人とも」

　美春とくーが縫の寝室を使わせてもらって、戻ってきたと思ったら。

　妹はいつものパーカーと制服、くーも初等部のセーラー服に着替えていた。

「ほら、やっぱ美春たちが集まるときはこの服装が多かったし。なつかしいよね」

「そんなに昔のことでもないでしょ……」

　学校に行くときもカバンを持つのを嫌がってる美春が、休みの日にリュックなんか持ってるから変だとは思ってた。

　まさか、わざわざ制服を持ってきてたなんて。

『まったく……二度と着ることはないと思ってたのに。これじゃコスプレだぞ』

「って、カレン先輩も!?　つーか、その制服持って渡米してたんですか！」

　棚の上に置かれたタブレットに表示された先輩も、制服に着替えてる。

　先輩はもう卒業した身だから、いつぞやのＪＫ真ま香かちゃんと同じコスプレだよね。

『大事な思い出──いや、私は手持ちの服が乏しいからな！　どうせ、アメリカじゃこれが制服かどうかなんてわからんだろう！』

「どうですかね……」

　日本のＪＫファッション、知ってる人もそこそこいるんじゃない？

　制服を外国に持ち込んでたのはともかく、仲間はずれが嫌だったのかな、カレン先輩。

『ちゃんとクリスマスプレゼントの香水もつけたが、香りは伝わらないからな……ちっ、これだからリモートはもどかしい』

「え、カレン先輩、わざわざあの香水を？」

『あ、いや、気にするな！　私ももう高校生じゃないんだから、香水くらいつけたいだけだ！　彩さい木ぎ慎まことのプレゼントだからって話じゃない！』

「はぁ……」

　ツンデレ化が著いちじるしいカレン先輩だけど、あのプレゼントは喜んでもらえたみたいだ。

「あー、でもやっぱあたしらはこの服が落ち着くよね。ジャージと同じくらいリラックスするなー」

　最初から制服の縫ぬいは、みんなの制服姿にご満悦だ。

　衣装が揃そろって嬉うれしいんだろうか。よくわからん。

「僕は制服持ってきてないけど、勘弁してね……」

「おお、そうだ。彩さいくんにはこれをあげよう。着て帰ってもいいよ！」
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　縫ぬいはリビングの隅に放ほうり出してあった紙袋を持ってきて、僕に差し出した。

「なにこれ……」

　紙袋の中に入っていたのは、派手なピンクのパーカー。

　前面に大きく、「てへぺろ」顔をした縫の写真がプリントされている。

「…………」

「ちょっと！　無言で紙袋に戻さないで！」

「僕は別にオシャレさんじゃないけど、さすがにこれ着て往来を歩く度胸はないよ……」

「さらに追い討ち!?　彩さいくん、ちょっと会わない間に毒舌のキレが増してない!?　天てんちゃん!?　天ちゃんの影響なの!?」

「いやいや、素直な感想だよ」

　天てん華かさんとの距離は縮まったけど、元からこんなもんだよね、僕。

「まなっしーパーカー、大人気なんだよ!?　ウチの事務所から発売した公式グッズなんだよ！」

「縫の事務所、ダブルロケットっていうんだっけ。大丈夫？」

　いや、縫の言うことが事実なら、世間のみなさんが大丈夫なのか不安になるなあ。

「あ、お兄ちゃんがいらないなら美み春はるにちょうだい」

「おおっ、そうだった、みはるんはパーカー大好きっ子だったよね！　色違いとかいっぱいあるから持ってって！」

　売れ残りかな？

「うん、学校に着ていったらウケるよね」

「ウケ狙い!?　みはるん、兄貴以上にひどいぜっ！」

　打ちのめされる縫に、嬉うれしそうに紙袋からパーカーを取り出してる美春。

「うう、彩さい木ぎ兄妹きようだいめ……でも今のやり取り、ちょっと面白いかも。台本つくって、動画にしてもいいかな……」

「…………」

　打ちのめされつつも、縫はスマホにメモを取ってる。

　少し見ない間に配信者としてもたくましく成長したようだ……。

『おい、着替えもいいが、そろそろ彩木慎まことの話を聞いてやらないと。そっちが本題なんだろう？』

「さすが先輩、仕切ってもらえて助かります」

　いつものことながら、前置きというか脱線が長い。

　でも、こんなドタバタもこのメンバーならではという気もする。

　とはいえ、そんな悪くない気分に浸ひたってる場合でもなく──

「ずっと、みんなには黙ってたんだけど、真ま香か先生は──」

　去年の春から始まった、真ま香か先生との〝特別な関係〟について語り始める。

　もちろん、小学生のくーもいるんだから際どい話は避けてね。

　たぶん、こんな話はするべきじゃないんだろう。相手が縫ぬいたちじゃなくても。

　僕と真香先生の物語は、特に秘するべきたぐいのものだ。

　でも、僕は行き詰まってる。

　一人じゃ答えは出せない。

　風ふう花か先生のことを知っても──いや、知ったからこそ余計に身動きが取れなくなった。

　このままじゃ、僕は卒業試験をクリアできない。

　少なくとも、満点は取れない。自分で満足いく解答は書けないだろう。

『ふむ……なるほどな』

　僕が一通り語り終えると、真っ先にリアクションしたのはカレン先輩だった。

『卒業試験か。藤ふじ城き先生も、なかなか厳しい。彩さい木ぎ慎まことも受験生なのにな。しかし、ウチの墓地に藤城先生の恩師が眠っているとは、驚いた』

「ううっ、試験と聞くと縫ちゃん脳に頭痛が痛い……！　けどさ、真香ティーってば、カノジョ先生とか言ってたけど、やべぇ自称じゃなかったんだね」

「まさか、我が家のお隣さんがウチの兄に洗脳セミナーを開いてたなんて」

「なんだか、じょーほーりょーが多くて、私にはよく……？　試験をクリアしないと、真香ちゃんせんせーが教師を辞めちゃう……？　意味がわからないですにゃ……？」

　カレン先輩以外の三人のリアクションが、ツッコミどころだらけだ。

　でも、全部突っ込んでたらキリがないので我慢しよう。

　いや、別にツッコミが好きなわけでも得意なわけでもないよ？

「ごめん、こんな話を急に聞かせて。でも、僕だけだとどうしていいか全然わからなくて。僕と真香先生のことを僕ら以外で知ってるのは、みんなだけかなと思って……」

　ああ、謝るのもおかしいかもしれない。

　だけど、せっかくのＧＷの一日を僕の勝手な都合で潰してるのは事実だ。

　海外にいるカレン先輩は、ＧＷは関係ない……いや、一番忙しい人なんだから、迷惑だってことに変わりはないよね。

『でもさ、そんなのって結局マコが決めるしかないよね』

「そうだけど、一人の人間の人生を左右するんだから、話が重大すぎて──って、ちょっっと待って、今の声!?」

　僕はきょろきょろと周りを見る。

　妹が寝転がっているソファに、スマホが置かれていて──声はそこから聞こえたようだ。

『ああ、アタシも聞いてたよ？　ごめん、ごめん。ＧＷも授業あるんだよね、ウチの塾。授業は夜からだけど、準備もあるからお出かけはキツくて』

「し、詩し夜やちゃん……」

　一応、詩夜ちゃんにも声をかけようかと思ったんだけど、電話もＬＩＮＥも反応なしだったんだよね。

　いつの間にか、美み春はるが連絡をつけてたのか……。

『まあ、マコには厳しい……というか、正解なんてないテストだよね。これが塾のテストだったら作り直しだよ』

「真ま香か先生に追試を要求するべきかな……」

『そんなもの、藤ふじ城き先生が受け入れてくれるとは思えないな。彩さい木ぎ慎まことを困らせる覚悟があって、問題を出したんだろう』

「うっ……」

　さすが詩夜ちゃんとカレン先輩。

　年上組は、ズバズバと厳しくも真っ当なことをおっしゃってくれる。

「それに、聖せい華か台だい高等部にいるうちに答えを出さないと意味がないんじゃないかな。彩さいくんにとっても、真香ティーにとっても大事な場所なんだし」

「や、やっぱりよくわかりませんけど……告白したらお返事がほしいです。どんな結果になるとしても、答えがないと苦しむばっかりですから」

「ううっ……そ、そうだよね」

　僕はカレン先輩、縫ぬい、美春、くー、詩夜ちゃんの五人に告られておきながら返事を長く保留してしまった。

　そして、もっとも長く待たせてるのは、間違いなく真香先生だ──

　僕の返事次第で真香先生が人生を一変させる行動に移る、という話がなくても、簡単に答えは出せなかっただろうな……。

『正解はないけどさ、マコの返事が自動的に正解になるってことでもあるけどね。この問題の答えを知ってるのは、マコだけだよね』

『そうだな、答えを知っているのに答えないのは、テストを出した藤城先生を裏切ることになるんじゃないか？』

「真香ティーならどんな答えが出ても、怒らないよ。あたしのテストも、〝わからないなりになんとか埋めようとしてるのは評価できるわ〟とか言ってたし」

　それは、他に褒めるところがなかったのでは？

「藤城センセは答え次第では怒るし、暴れるし、卒業までお兄ちゃんをイジめそうな気もするけど、お兄ちゃんが答えないとそのおもろいリアクションも見られないよね」

「では、一番年下のくーが、せんえつですけど最後に意見を……真香ちゃんせんせーが、せんせーのお返事を聞いてどんな行動を取っても、それはあくまで真香ちゃんせんせーの意思ですよね？　真香ちゃんせんせーは大人なんだから、自分で自分のせきにんはとれると思うんです」

『……一番年下の意見が一番しっかりしてるぞ』

　カレン先輩が驚くのも無理ないね……。

　くーの面倒を見てきた僕が、一番びっくりしてるかも。

　でも、みんなの言ってることは全部正しい。とても正しい。

　僕がわかってて口に出せなかったことを、はっきりと言ってくれている。

「じゃあ、結論が出たところで、祭りじゃ祭りじゃ！」

「は!?」

　突然、縫ぬいが叫びつつ立ち上がった。

　それと同時にピンポーンとチャイムが鳴る。

　高級タワマンでも、チャイムの音は普通だな──って、いったいなに？

「ほいほーい、どうもー」

　縫が楽しそうにインターホンで答えて、ばたばたと出て行ったかと思うと。

「皆の者、宴の用意はできたぞ！　ピザにパスタにフライドチキンにケーキ、タピオカもあるよっ！」

「何事なの……」

「密ひそかにウー●ーに注文しといたんだよ！　いやあ、今はなんでも持ってきてくれるから助かるよね。まなっしーみたいな有名人でも、お店の味がいつでも楽しめちゃう！」

「そういうの、けっこう高いだろうに……」

　見たところ、複数のお店に注文してる。つまり、手数料も複数払ってる。

「いいなあ、美み春はるもそういう生活憧れるー」

「憧れずに、お兄ちゃんの手料理で我慢しなさい」

　妹が家を出る日までは、できる限り兄のメシを食べさせるぞ。

　もうイタリア人が認めたパスタや中国人が爆買いする餃ぎよう子ざはしばらく封印だ。

「わー、こういうのあまり食べられないので嬉うれしいです。ウチはおかーさんが、もったいないって食べさせてくれなくて」

「コーコ先生、変なところでケチるね」

　くーは、ピザやケーキに目をキラキラさせてる。

『えーっ、ピザパーティやってんの!?　くっそー、アタシはコンビニ飯なのに！』

『私もピザを頼むか……宅配はこっちが本家本元だぞ』

　なぜか張り合ってる、年上二人。

　なんだか話の流れが変わっちゃったけど──

　もう訊きくべきことは訊いたんだし、せっかく久しぶりに集まったんだ。

　しんみりしちゃう話はこれくらいにして、みんなで騒ぐのもいいか。







　ＧＷはあっさりと終了──

　結局、お墓参りと縫ぬいの自宅に凸とつしただけで終わってしまった。

　縫たちとの大騒ぎはすっごく楽しかったけどね。

　首謀者が言うのもなんだけど、僕にも彼女たちにも必要な時間だったんじゃないかな。

　そして五月ももうすぐ上旬が終わり、中間テストが始まる。

「うーん……」

　今日も自習室に籠もってお勉強。

　天てん華かさんは「わざわざ必要ない、あらたまって。彩さい木ぎには必要、頭悪い」とかおっしゃってた。

　可愛かわいく笑うようになってくれても、辛しん辣らつな性格はあまり変わらないね。

　縁えん里りは生徒会の仕事があるし、あいつもテスト前にガリ勉しないみたい。

　他の友達も用があるとかで、今日は寂しく一人でお勉強だ。

　ただ、どうも一人だと集中できない。

　夏なつ樹きか天あま江えでもいいから来てほしいけど、名前もうろ覚えになってた薄情な先輩としては気軽に呼びつけづらい。

「ちょっと休憩……」

　ぼそっとつぶやいて、勉強道具を置いたまま廊下に出る。

　ついでに学食まで行って、ペットボトルの紅茶を買い、席について飲む。

　自習室は飲食禁止なのが辛つらい。

　図書室は本を汚せないから禁止は当然だけど、自習室は解禁してほしい……美み春はるの改革の手がまだ自習室に及んでないのが残念だ。

「おー、さいっぎー。今日は居残りかね？」

「あ、どうも……」

　恋れん紅くひより先生が、トレードマークの白衣のポケットに手を突っ込んで歩いてくる。

　当然のように、僕の前に座るひより先生。

「中間も近いんで勉強中ですよ。今はちょっと休憩で」

「ああ、さいっぎーは今や貼り出し組だけど、三年になると本気出してくる子たちがいるからねー。外部受験組は手て強ごわいよー？」

「やっぱそうですかね」

　元々、学年上位五十人の貼り出し組──その中でもトップクラスは外部受験組がほとんど独占する。

　内部進学組は、どうしてものんびりしちゃうからなあ。

「さいっぎーも貼り出し組常連になったと思って油断しないように。最近、勉強に集中できてないみたいだしねー」

「えっ？　そ、そんなことわかるんですか？」

　この呑のん気きでマイペースで、あんまり周りが見えてるようには見えないひより先生が生徒の異常に気づいてる？

「なんか失敬なこと考えてるねー。さいっぎーよ、教壇からは生徒が思ってる以上にいろいろ見えてるものなのだよー」

「……ちょっとびっくりです」

　授業中にぼーっとしてたつもりもないのに。

「ま、大きな声じゃ言えないけど、さいっぎーは特別だからねー。やっぱ、目が行きやすいっていうか」

「特別？」

　友人の真ま香か先生が更生を担当してた生徒だからってこと？

「君が一年のときも教科を担当してたけど、〝ある意味校内一の問題児〟って聞いて、実はビビってたからねー」

「ビビってた!?　特別ってそんな意味ですか!?」

　何度でも主張するけど、僕なんて毒にも薬にもならない一般生徒なのに！

「初等部から数えて、彩さい木ぎ慎まことくんが心をへし折ってきた教師は百人を下らないとか」

「各教科の担当も含めても、僕に教えた先生、百人もいなかったのでは……？」

　いたとしても、僕も全員にケンカをふっかけたわけじゃないよ。

「ひより先生、僕を闘犬かなにかと間違えてません？」

「大丈夫、大丈夫。今は君が良い子……？　だってことは、わかってるからねー」

「変なところにクエスチョンマークが挟まったような……」

　口が裂けても〝良い子〟とまでは言えないけどさ。

「ひより先生もまだ若手だからさー。問題児って言われると身構えちゃうわけよ。見た目が可愛かわいらしいのが逆に怖いよねー」

「いろいろ突っ込みたいですね……」

　可愛いと言われるのも怖いと言われるのも微妙だよ……。

「今日なんて、君の妹さんにまで反逆されたよー。彩木一族、まとめて怖いねー」

「ウチの美み春はるがなにを!?」

「パーカー着てても、上にブレザー羽織ってればうるさいことは言わないんだけどさー。今日のさいっぎー妹は、なぜか天あま無なしちゃんがてへぺろしてる顔のパーカー着てて。見逃すには派手だけど、〝そんなもん着るな〟とも言いづらいよねー。ウチの生徒だった子の顔なんだし。一応軽く注意したら、〝めっちゃウケたからしばらく着ます〟だってさー」

「す、すみません……」

　美み春はる、マジで縫ぬいパーカー着たのか……ていうか、学校に着てくるとか大胆だなあ。

　しかも、大ウケって……縫にちょっと悪いね。

「やっと兄のほうがおとなしくなったと思ったら、次は妹が校内一の問題児を引き継ぐのかとビビっちゃったねー」

「あいつもあれで副会長だから、たぶん大丈夫……じゃないですかね」

「自覚の芽生えを待つかー。でも実は、あのパーカー姿が人気らしいんだよね、さいっぎー妹は。憧れてパーカー着る女子も増えてきてるしー」

「あ、憧れですか……」

　美春は世界一可愛かわいい高二女子だけど、その女子たちはかつての猫より怠惰な姿を見ても憧どう憬けいを抱いていられるだろうか……。

「ま、個人的にはパーカーくらい好きにすればいいと思うけどねー。少女でいられる間にもっとも長く着る制服こそ、自由に着こなすべきなんだよー」

「それ、教頭先生あたりに言えます？」

「え？　きょ、教頭に……？　ハ、ハァ、ハァ、ハァ……！」

「いきなり過呼吸にならないでください！」

　そんなに教頭先生が苦手なんかい！

「ジョークだよ。今のはひよりんの個人的意見ってことでー。立場が変われば意見も変わるのだよー。だから、黙っておいてねー」

「……わざわざ教頭先生にご注進なんてしませんよ」

「おやー、〝注進〟なんて言葉を知ってるんだねー。国語教師としては嬉うれしいよ……って、意外だなー」

「いや、それくらい聖せい華か台だいの生徒なら知ってるでしょ」

「そうじゃなくてさー。あんなに怖かった問題児と、今や普通に会話ができてるんだからねー」

「……一緒に温泉だって行ったじゃないですか」

「でも、裸の付き合いまではしなかったなー」

「そこまで行くと普通じゃないです！」

　他の先生と普通じゃない付き合いをしてしまったけど、それは黙っておく。

「ジョークはともかく、教師って面白い仕事だよー。やっぱ、高校生くらいだと三年の間にめまぐるしく変化するしね。見てて飽きないよー」

「そんな珍獣みたいに」

　ただ、高校生が短い間に大きく変化する生き物だってことは認めてもいい。

　カレン先輩だって縫だって美春だって、去年の今頃には想像もできなかったほど変わってる。

　あ、くーや詩し夜やちゃんも変わってるな。変化するのは高校生だけじゃないか。

「そういえば……ひより先生は、どうして教師になったんですか？」

「なんとなく」

「即答！」

「強いて言えば、安定した地位がほしかったー」

「身も蓋もない！」

「なにかやらかしても、学校は問題の表面化を嫌がるから揉もみ消けしてくれるしー」

「闇を匂わせるのやめませんか!?」

「もー、最後のは冗談だってば」

　冗談なのは最後だけかい。

「いや実際、職業を選ぶのなんてそんなもんだよー？　私なんてマシなほうだよ、基本的に教師一本だったから。職種なんて気にせずにエントリーシート出しまくって、上う手まいこと引っかかったところに入れればいいや、なんてのも珍しくないってばー」

「それ、生徒に聞かせていい話なんですかね……」

「進路相談ならもっとオブラートに包むけどねー」

　オブラートに包むだけで内容は同じなの？

「あれ、でもひより先生って家業を継ぐとかなんとか……？」

「おっ、よく知ってんねー。別に隠してないけどさー。まあ、レールの敷かれた人生が嫌とは言わないけど、少しは自分の意思でやりたいことやってみたくてねー」

「なんとなくで教師を選んだんですよね？」

「それは照れ隠しってもんだよー。昔から人にものを教えるのは得意だったんだよねー。学生時代は私が教えて友達も成績上がったし、家庭教師なんかもやってたしー」

「へぇ……」

　特技を活いかした就職だったのか。真っ当な理由だね。

「この指輪の謎、さいっぎーにだけ特別に教えちゃおうかー？」

「えっ？」

　多くの生徒が気にしているであろう、ひより先生の左手薬指の指輪。

　真ま香か先生ですら、なぜ指輪をしているのか知らないみたいだった。

「男よけだよー」

「……思った以上に普通の理由ですね」

　別に珍しくもなんともない……。

「おっと、待った待ったー、まだ説明は終わってないよー。言ったでしょー、家業を継ぐ前に自分の意思で仕事をしてみたいって」

「え？　ええ、そうでしたね」

「だから、その間は天職だと信じてる教師って仕事と──ううん、教え子のみんなと結婚したつもりで、誰とも恋愛しないって覚悟の現れなんだよ」

「……僕も指輪したほうがいいですかね」

　なるほど……ひより先生の教師生活は最初から期間限定。

　その時間をすべて教師として使うために、恋愛もまた最初から考えないことにしていた。

　それが、この指輪の意味だったのか──

「あははー、重婚もいいところだからねー。可愛かわいい生徒たちはみんな、旦那さま以上の存在だと思ってるよ、男の子も女の子もねー」

「ひより先生、人気ありますからね。それを知ったら、勘違いして先生にアプローチしてくる奴やつが増えそうですよ」

「ふっ、罪な女だぜー」

　冗談めかしてるけど、恋愛しないっていうのは本気なんだろうな。

　二十代なかばの女性としては、大きな決意なんじゃないだろうか。

「といっても、イケメンお金持ちに迫られたら、クラッと揺らいじゃうかもねー」

「意外と緩い！　仕事への覚悟は!?」

「あのねー、まかまかみたいなのは例外中の例外だから。亡くなった人の遺志を継いで、自分の将来を決めるとか漫画じゃないんだからー」

「…………」

　この人も、風ふう花か先生と真ま香か先生の関係を知ってるのか。

　ひより先生が、真香先生とは聖せい華か台だい高等部時代の先輩後輩なのは知ってる。

　そうなると、当然ながら風花先生のことも知ってるわけで。

　けど、そこまで踏み込んだ話も知ってたんだなあ。

「ひより先生が真香先生の立場だったら、教師の道は選んでなかったですかね……？」

「継ぐとかそういう理由では選ばなかっただろうねー。まかまかはさ、自分の中で風花先生の存在を大きくしすぎたんじゃないかなー」

「それは、どういう……」

「まかまかは風花先生の遺志を継いで教師になったけど、それって実はさほど重要なことでもないんじゃないかなーって──ひよりんは思うわけだよー」

「…………」

　いろんな人に意見を聞いたけど、これはちょっと驚いた。

「まかまかこそ、自由になるべきだねー。ま、この頼りない先輩じゃ解放してやれそうにないけど、もしかしたらー？」

　じっ……と、ひより先生が僕の目を見つめてくる。

　この人は、どこまで状況をわかってるんだろう。

　国語教師なのに着ている白衣に、誰も着けてる理由を知らない左手薬指の指輪。

　校内では、ある意味、風ふう花か先生以上に謎だらけの教師だけど……。

「彩さい木ぎくん、君には期待してるよー。風花先生にもひよりん先輩にもできなかったことが、もしかしたらできるんじゃないかって」

「……その期待には応えたいですね」

　だから僕は、大事な勉強を放ほうり出したまま、また真ま香か先生に答えを出す方法を探してる。

　だけど、いつまでも探し続けるわけにはいかない。

　期限はまだ先でも、僕の人生は卒業試験に合格するためだけにあるわけじゃない。

　もう答えを出すべきときは、近づいてる。

　僕を好きになってくれたみんなと再会して、相談して、ヒントをもらって。

　真香先生を解放する──そういう考え方だってあると、教わることもできた。

　ここから先は、自分でどうするべきか決めなきゃいけないんだろう──







「はい、それじゃあ次のページを──彩木くんに訳してもらいましょうか」

「…………」

　教壇にいる真香先生が、容赦なく僕を指名してくる。

　いや、違う……？

「風花先生……？」

「なんですか？　いきなりわからないところが？」

　いつもの三年Ａ組の教室、いつもの英語の授業。

　だけど、教壇に立っている人だけがいつもと微妙に──いや、完全に違う。

「君は問題児だけど、授業中はおとなしいのに。私としても、鉄拳制裁は本意ではないのですよ」

　教室内で、どっと笑い声が上がる。

　みんなの笑いのツボがわからん。

「もちろん、本来やってはいけないことをやる以上、いつだってクビは覚悟してます。いえ、そんなの私の勝手な思い込みですけどね。殴られたほうはたまったものじゃないでしょう」

「それって……」

「ですが、私は残念ながら他に指導方法を思いつかないので。私の間違いが正される日が来たら、ジタバタせずに受け入れますよ」

「辞めるってことですか……？　そんなの大げさですよ。鉄拳制裁っていっても、ボコボコにぶん殴るわけじゃないでしょうし……」

　実際、数は少ないけど今の聖せい華か台だいにだって軽く小こ突づく程度の教師はいる。

　僕は、それが問題になったなんて話は聞いたことがない。

「程度の問題ではないんです。まあ……ぶっちゃけて言えば、世間体の問題ですね」

「本当にぶっちゃけますね！」

「ですが、社会人には重要な問題ですよ。たとえば、教師が生徒を好きになること自体は別にかまわなくても、知れ渡ったらおしまいでしょう？」

「それとはちょっと問題が違うような……」

　ただ、先生が生徒を好きになって、黙っている分にはかまわないと思う。

　人の心の中にまで他人が偉そうに干渉するのは最悪にゲスい。

「ですが、私はいいんですけど、私の可愛かわいい教え子は問題ですね」

「教え子……教え子って、真ま香か先生のことですよね……？」

　気がつけば、教室には僕と風ふう花か先生しかいなかった。

　天てん華かさんも縁えん里りもみんな、霞かすみみたいに消えてる。

「あの子はね、私がウザいほど可愛がったけれど最後まで心を開いてくれなかったんです。藤ふじ城きさんが卒業したあとも愛車を譲ったり特別扱いしてしまったのは、あの子の存在自体が私の心残りだから」

「……奇遇ですね。その特別扱いされた子も、学校に心残りがあるって言ってましたよ」

「そんな藤城さんが学校を去ってもいいと思えたのは、心残りがなくなったからでしょうか。だったらいいのですけど」

「でも、僕は真香先生が学校を去ってもいいなんて少しも思えないんです」

　誰に相談したって、その結論だけは変わらない。

「僕の意思を通せばいいと思う。真香先生がどうするかは、先生の決断次第だと思う。でも、その決断が怖いんです」

「怖くても、君は乗り越えられるはずですよ。誰に背中を押されなくても、もう行けるはずです。私の自慢の教え子の教え子なんですから」

「……そういえば、僕は風花先生の孫弟子でしたね」

「この若さで孫がいるなんて、ちょっと凹へこみますね」

「孫は可愛いって言いません？　でも風花先生、割と突き放してきますね」

「私は自分の教育を信じてますから。私が育てた真香ちゃんが育てた彩さい木ぎ慎まことくんは優秀に決まってますよ」

「期待が重いですね。でも……そうですね、真香先生に育てられた僕が決断を間違えるわけにはいきません」

「迷っても間違ってもいいから、答えを書きましょう。ツキがあれば正解するんですから、白紙解答はもったいないですよ」

「そうですね……僕は答えを書けるはずなんですよね」

　これは夢だ。

　目の前にいる風ふう花か先生は、僕が脳内で再生したものにすぎない。

　つまり、この一ひと幕まくの台本を書いているのは僕なんだ。

　その風花先生の姿を借りた僕は、答えは書けと言ってる。

　だったら、そのとおりなんだ、僕はもう答えられるはずなんだ。

　それならもう、いつまでもぐじぐじと悩んでる場合じゃない──







「彩さい木ぎくん！」

「…………っ！」

　がばっと顔を起こす。

　すると──目の前に立派なおっぱいがあった。

「彩木くん、久しぶりの居眠りね。真面目になって成績も良くなったと思って、油断してないかしら？」

　おっぱいがしゃべった──じゃなくて、僕の机のすぐ前に真ま香か先生が立っていた。

　本日はカジュアルスタイル。いつか見た、清楚なお嬢様みたいな薄手のカーディガンにロングスカートという格好だ。

「中間テスト前だというのに、いい度胸じゃない。わたしの授業はそんなに退屈？」

「い、いえ。とんでもない……」

　今日は絡んでくるなあ。失敗した、よりによって真香先生の授業で寝てしまうなんて。

　おかしな夢を見てたけど、その代償として長々とお説教をくらっちゃたまらない。

「ふーん……でも、ちょっと顔色が悪いわね。まさか、徹夜して勉強してるんじゃないわよね？」

「あー……徹夜はしてません、さすがに」

「無理は禁物よ。テストの順位が上がっても身体からだを壊したら意味がないのだから。わたしの授業で快復を図られても困るしね」

　軽いジョークに、周りがくすくすと笑ってる。

　美人はいいなあ……しょうもない冗談でも笑ってもらえるのかー。

「なにかどうでもいいことを考えてるわね。まあ、疲れてるようだから罰として指名するのはやめておきましょう。みんなも、寝不足には気をつけてくださいね」

　真香先生は教室を見回しつつ、教壇へと戻っていく。

　ふう、長文を訳せとか言われなくて助かった。珍しくお情けをかけてくれたなあ。

　そんなに疲れてるように見えたのかな、僕……？

　不意をついて指名される──なんてこともなく、授業は無事に終了。

　居眠りしてた分、天てん華かさんにノート見せてもらおうかな。

「ごめん、天華さ──」

「彩さい木ぎくん、ちょっといらっしゃい」

　天華さんに声をかけようとしたところで、教壇から真ま香か先生が呼んできた。

　……しゃーない、あちらが優先だ。

　真香先生は教科書やノートをまとめて持ち、教室を出て行く。

　ついてこい、ということらしい。

　僕はおとなしく、真香先生のあとに続いて廊下に出た。

「彩木くん、勉強熱心なのは大変けっこうだけど、目の下にクマなんかつくって、わかりやすく疲れられるのは困るわよ？」

「……風ふう花か先生の夢を見てました」

「これはまた、いきなりね」

　真香先生は、肩をすくめて苦笑する。

　そりゃ、夢の話──しかも亡くなった恩師と夢で会ったなんて話を聞かされても困るか。

「それで、風花先生はなんて言ってたの？」

「自分が育てた真香先生のことを信じてるって」

「風花先生の言いそうなことね。教育者としては微妙ではあったけど、変に自信満々な人だったから」

「あと、僕が孫弟子って言ったらこの若さで孫がいるのは微妙だって」

「……もしかして、本当に化けて出たんじゃないでしょうね？　風花先生がいかにも言いそうなことだわ……」

　真香先生は、本気で驚いてるらしい。

　僕の脳内の風花先生、真に迫っていたようだ。

「お墓参りに行って、あの人が彩木くんに取とり憑ついた……？」

「ホラー方向に寄せないでください。いや、ただの夢なのはわかってますよ」

「夢だろうが怨おん霊りようだろうが、浮気は許さないわ」

「突っ込みにくいボケはやめてくれません？」

　亡くなった方相手に嫉妬されると、こっちも困る。

　あと、小声で話してるけど、他の生徒がバンバン通る廊下で際どい話はやめていただきたい。

「まあ、もし本物の言葉だったとしても気にしても仕方ないわ。彩木くん、君の先生はあくまで藤ふじ城き真香であって、風花四し季きではないのよ」

「…………」

　僕は黙って頷うなずく。

　僕の先生は──僕のカノジョ先生はこの人だけだ。

「それに、風ふう花か先生に教わるより絶対にわたしに教わったほうが君のためになるわ。悪いけれど、授業での指導力は弟子のほうがはるかに上なんだから」

「そこ、張り合うんですね……」

　真ま香か先生の教師としての有能さは、反抗期ピーク時の僕だって認めるだろうね。

「いつか、弟子は師匠を越えなくてはいけないのよ。わたしは教室で授業する能力はとっくに風花先生を越えたけれど、教師としての指導力は──どうかしらね。君を悩ませて、睡眠不足にさせてるようじゃまだまだかしら」

「あ、それは──本当に勉強してるんですよ。悩んでて夜も眠れないとかじゃなくて」

「なるほど……これは、夜中にお邪魔して彩さい木ぎくんを寝かしつける必要があるわね」

　特に小さい声で、とんでもないことをつぶやいてるぞ、この教師さん。

　寝かしつけに来られる距離なのが怖い。

　そういえば、いつぞや美み春はるが先生に貸した合鍵は返してもらったんだろうか？

　あのあと、くーに貸してたから大丈夫か……って、なんでこんな心配してんの。

「まあ、話はわかったわ。休み時間に悪かったわね。勉強、わからないところがあったらいつでも相談に来なさい」

「あ、はい」

　真香先生はくるりと背中を向けて、廊下を歩いて行く。

　勉強をしていて寝不足だったのは本当だ。

　悩んでいて眠れないくらいなら、勉強しようってだけなんだけど。

　でも、その悩みは──もう〝どうするか〟ってことじゃない。

　どうするかではなくて──〝やるかどうか〟だ。

　僕は心の中で既に答えを出している。

　だけど、その答えを書いて解答用紙を提出していいのか迷っている。

　答えがわかったのなら、さっさと書けばいい。

　正解か不正解かは、僕には判断できないことなんだから悩むだけ無意味だ。

　卒業試験だろうが、通常のテストだろうがそれは同じことだ。

　僕が聖せい華か台だいの初等部に入って、何度となく受けてきたテストと同じようにすればいいだけなんだ。

　それはわかっているのに──

「……気楽に言ってくれるよ。相談に来いなんて」

　あなたにだけは相談できないことなんです。

　去年の春から何度となくトラブルが起き、僕もちょこっと暗躍したりはしたけど、結局のところ真ま香か先生に助けられてきたんだと思う。

　でも、今回だけは──今回の問題だけは真香先生の手は借りられない。

　これは、真香先生が僕だけのためにつくったテストだから。

　どこの世界に、テスト中に「この問題の答えを教えてください」なんてあつまかしいお願いをする生徒がいるの？

「……大丈夫、彩さい木ぎ？」

「うわっ……！」

　急に後ろから真香先生──にそっくりな顔がにゅっと現れて、跳び上がりそうになる。

「リアクション大きい、最近。なに話してた、お姉ちゃんと？」

「なんというか、夢占いというか」

「なにを話してるの、教師と。もしかしてまずい、成績？」

「そういうわけじゃないんだけど……ああ、そうだ、天てん華かさん」

　僕は天華さんの手をがしっと掴つかむ。

「……遂ついに、若いほうに乗り換え？」

「いや、そういうんじゃないから」

　冗談を言いながらも、天華さんは顔を赤くしてて可愛かわいい。

　つい、手を握っちゃったけど女子に対して距離が近すぎるだろうか。

「確か天華さん、いつも成績トップ10内だったよね？」

「……五位以内も狙える、一位は無理でも」

「だったら……お願いがある。僕と一緒に勉強してくれないかな！」

「もったいぶってくれないと困る、お願いするときは」

「漫画とかだとよくあるけど、頼み事をするのに先に内容を言わないのは失礼でしょ」

「…………」

　天華さんが、ただでさえ大きな目を見開いてまじまじと僕を見つめてる。

「ど、どうかしたの？」

「驚いた、彩木が失礼かどうかを気にするとは。凄すごすぎる、お姉ちゃんの更生」

「……うん、君のお姉さんはたいしたものだよ」

　だいぶディスられてるけど、気にしない。

　こちらがお願いをしている立場なんだから、得意のツッコミを入れてる場合じゃない。

「全然いい、勉強にお付き合い。少し悩む、身体からだのお付き合い」

「少し悩む程度なんだ!?」

　と思ってたら、ツッコミ入れちゃった！

「冗談、じゃあ放課後に自習室？　教えるならファミレス？」

「いや、それについてはちょっと提案があるんだよね」

「……なんでもいい、彩さい木ぎが言うなら」

　天てん華かさん、チョロ……いや、ありがたい。

　僕が答えを出すには、どうしても一つやらなきゃいけないことがある。

　それについては、真ま香か先生でも縫ぬいたちでもない、他の協力者が必要だ。

　本当にこれで、グダグダ悩み続けるのはおしまい。

　真香先生が言ったとおり、高校三年生の時間はあまりにも短いんだ。

　多少あつかましくても、できることは全部やってやらなければ──

　だって、僕は高校生活に後悔を残したくない。

　高校生活に忘れ物をした真香先生と、その真香先生に忘れ物をさせたと思っていたであろう風ふう花か先生。

　僕は二人のように、後悔を残しちゃいけない。

　それが二人の想おもいを引き継ぐことにもなるんだろう。







「ちょっと、顔を貸してもらえるかしら？」

「ですよね」

　夜の十時、チャイムが鳴ったと思ったら、ドアの外に待ち構えてたのは真香先生でした。

　まだ着替えもしていなくて、今日学校で見た清楚なお嬢様ファッションのままだ。

　誘い文句は昔のヤンキーみたいだけど。

　来ると思ってたので驚いてはいない。外に出て、廊下で真香先生と向き合う。

「ついさっき、帰ってきたところなのよ」

「遅くまでお疲れ様です」

「ありがとう。試験前だからね、どうしても忙しくて。ただ、帰ってみたら──天華がいたのよ」

　じろり、と意味ありげな目を向けてくる真香先生。

「おかしな話なのよね。あの子、試験前は誤解を避けるために家には来ないのに」

「ずいぶん気を遣うんですね。もし姉妹だってバレても、真香先生と天華さんが試験でインチキをするなんて誰も思わないですよ」

「疑惑を持たれないことが大事なの。まあ、天華は国語系と社会系が異様に強くて、英語は普通に良いレベルだけれど」

「どっちみち良いんですね。しかも天華さん、試験前だからって特に勉強しないみたいですしね。美み春はるみたいに本気出したら、トップ獲とっちゃうんじゃ……」

「お互い、自慢できる妹を持ったわね。それで、妹が普段の心がけを破ってわたしの家に来た理由について、彩さい木ぎくんに訊ききたいことがあります」

「敬語が怖い」

　ゴゴゴゴゴ、とすっかりお馴な染じみになった不穏なオーラが漂ってる。

「天てん華かに勉強を見てもらったそうね？　しかも、テストまでわたしの家に泊まり込みで君に教え込むらしいわよ？」

「……僕も三年になって気合いを入れ直さないといけないので。僕の周りで一番勉強ができるのは縁えん里りですけど、まさかあいつと夜遅くまで勉強するわけにもいきませんから」

「天華ならいいってわけじゃないのよ。確かにあの子は特に勉強しないから、君の家庭教師をやっても問題はないし、わたしの家に泊まれば遅くまで勉強会もできるわね」

「ええ、ラッキーでした」

「……どうも怪しいわね」

　真ま香か先生が、僕の目をじろじろと覗のぞき込んでくる。

　ううっ、さすがは真香先生、カンがいいなあ……。

　天華さんは僕の勉強に付き合うのは面倒くさそうな顔してたけど、お姉さんの部屋に泊まり込む大義名分を得て嬉うれしそうでもあった。

　とはいえ、天華さんに無理をさせてることにも変わりない。

　天華さんの勉強時間を奪うんだから、成績は確実に上げなきゃ。

「いくら天華が試験勉強しないといっても、テスト前に家庭教師を頼むのはおかしいわね。前の天あま無なしさんみたいに成績が壊滅的だっていうならともかく。そもそも君には、京けい御みさんっていう家庭教師がいるでしょう？」

「えーと、詩し夜やちゃんは塾の仕事が忙しいですし。いえ、詩夜ちゃんにも今までどおり教わってますよ」

「家庭教師の二人態勢？　ますます怪しいわ……そこまでして好成績を狙うなんて、ちょっと不自然よ」

「そ、そんなことはないですよ。内部進学だって、志望の学部学科に進むには成績がいいに越したことはないでしょ」

「まあ、彩木くんが勉強を頑張って、わたしが困る理由はなにもないわ。ただ……」

「はい？」

　真香先生が、僕の頬ほおを両手で掴つかんでぐいっと顔を寄せてくる。

「卒業試験に気を取られすぎずに、学校のテストに集中する──もの凄すごくまっとうだわ。まっとうすぎて、彩木くんの行動としては怪しいのよ」

「ぼ、僕はだいたいまっとうですよ。たまにちょっと暗躍したり、変なトラブルに巻き込まれるだけで」

「そう、君は暗躍してたいていのトラブルを解決してきたし、やる気を出せば成績も上位に食い込むくらい優秀だわ。爪を隠してた美み春はるさんのことをいろいろ言ってるけど、彩さい木ぎくんも妹さんと同じよ。その気になれば、頭のデキはいいはずよ」

「あ、あれ？　真ま香か先生って褒めて伸ばすタイプでしたっけ？」

「無闇に貶けなしたりはしないわよ。でも、これを言うのは初めてかしら。君のスペックは評価してるの。こんなことを言ってはいけないでしょうけど、君が馬鹿だったら、どんなにわたしを理解してくれていても好きにはならなかったでしょう」

「今夜はひときわズバズバ言うなあ……」

　一応、褒められてるみたいだけど、回りくどくなにか仕掛けてくる気配……。

「そんな彩木くんが意味もなく普段と違う行動をするわけがないわ。わざわざ天てん華かを巻き込んでまで、試験勉強を頑張るなんて。ただ、いい点を取るだけが狙いではないでしょう。言ってみなさい。サプライズはいらないわよ？」

　真香先生は、僕の肩を掴つかんで廊下の壁に押しつけてくる。

　うっ、変形だけど壁ドンみたいなもんだなあ……とうとう先生のほうからやられたか。

「……僕の選択ですよ」

「選択？」

「卒業試験の解答のために、選んだんです」

「まだ選んでないでしょう。わたしが出した問題は、君がわたしに気持ちを告げるか、告げないかの二択よ。なにか別の選択肢を付け加えてるの？」

「答えを出す前に、途中の式で分岐があるんですよ」

「……よくわからないわね。彩木くんはちょっと悩みすぎじゃないかしら。風ふう花か先生のことを気にしたり──わたしは君を追い詰めてるの？」

「いいえ、違いますよ」

　僕は、壁に押しつけられながらも先生の目をまっすぐに見返す。

　今までの僕だったら怯ひるんでしまったかもしれない。

　だけど、これでも真香先生に一年も鍛えられてきたんだから。

「真香先生は一年以上も僕の答えを待ってくれてるんです。いえ、未いまだに待たせてしまっています。追い詰めたのは──僕のほうですよね？　だから、真香先生は卒業試験なんて言い出した……」

「……これも前に言ったでしょう。わたしは十代の傷つきやすい少女じゃないのよ。君に無理難題を言ってることもわかってるのだから、答えを急せかすつもりは最初からないの。もし君が卒業試験に答えを出さずに卒業しても、文句を言える立場でもないわ」

「真香先生は、ずっと誰とも恋愛したことがなかったんですよね？」

「急にズバリ言うわね。彩木くんも知ってのとおり、そういう経験は全然ないわ」

　わかっちゃいたけど安心する──いや、変な独占欲を見せてる場合じゃなくて。

「だったら、十代の傷つきやすい少女と大差ないでしょう。経験がないって意味では」

「そう言われると、大人として情けなくなるわね。でも、確かに……そのとおりだわ」

「正直、僕は真ま香か先生に教師として大人として頼ってきました。でも、この問題だけは先生は聖せい華か台だいの高校生たちと変わらないんです。だから、頼れない。これまで頼りっぱなしだった僕のほうも情けないですしね」

「高校生が教師や大人に頼るのは恥ずかしいことじゃないわよ」

「僕が、恥ずかしくない自分として真香先生に答えを出したいんです」

　ぐっと身を乗り出して、互いに息がかかるほどの距離に顔を近づける。

「だから、待っていてください。僕は──必ず先生のテストに答えます！」

　僕はさらに身を乗り出し、逆側の壁に真香先生を押しつけるようにする。

　逆壁ドン──そんな言葉があるか知らないけど、ここからは僕のターンだ。

　いつまでも押されっぱなしじゃいられない……！

「……そうね、彩さい木ぎくんは大人じゃないけど子供でもない。そんな君が、ちゃんと答えを出そうとしてるなら、わたしは暗躍を気にせずに待つことにするわ」

「すみません、まだ少々お待たせすると思います。でも、こんな言葉は偉そうで嫌ですけど、あえて言います──僕を信じてください」

「……彩木くん、一ついいことを教えてあげるわ」

　すぐそばにある真香先生の顔。その大きな瞳がまっすぐに僕を見据えてる。

「テスト問題をつくるのはそれはもう激務で、まだ三年目のわたしなんて胃を吐き出しそうなほどキツいけど……楽しいのよ。苦労してつくった問題に、生徒がどれだけ正解してどれだけ間違って、どんな面白い答えが返ってくるか、楽しみでしょうがないの。彩木くん、君の答えもわたしを楽しませてくれるって信じてるわ」

「はい、待ってて……ください」

　正直なところ、僕の答えは真香先生が楽しめるものかは自信がない。

　まったく逆の感想を持つ可能性も否定できないくらいだ。

　だけど、今は回ってきた自分のターンに持てる限りの火力を注ぎ込むだけだ。

「それじゃあテスト、頑張りなさい。ちょっとだけサービス♡」

「…………っ」

　真香先生は、軽く僕の唇にキスして、ぱっと離れる。

「あーあ、とうとうわたしも特定の生徒を贔ひい屓きするようになっちゃったわ。風ふう花か先生が見たら、なんて言うか」

「……贔屓になるんですかね、これ」

　そりゃ、真香先生みたいな美人にキスされたら嬉うれしいに決まってる。

　とはいえ、キスされただけで中間テストの成績が上がるわけでもないし。

「おやすみなさい。勉強も大事だけれど、ちゃんと寝るようにね」

「はい、おやすみなさい」

　真ま香か先生はお隣のドアを開けて、妹が待つ部屋へと入っていった。

　その場に、わずかに真香先生の髪の香りが残っている。

　もう嗅ぎ慣れた──だけど、未いまだにドキドキしてしまう香りだ。

　こうして僕の心をかき乱す真香先生への気持ちを告げるために、彩さい木ぎ慎まことは最後の戦いに挑まなければならない──
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　さて、自分の発言を振り返ってみよう。

　マンションの廊下で、僕は真香先生になんて言ったか──

　そうだよ、確か〝少々お待たせする〟と言ったんだった。

　うん、普通なら〝少々〟なんて副詞にたいした意味はないかも。

　特にメドがついてなくても言いそうだ。

　とはいえ、僕としてはそんなに長く待たせるつもりはなかったのに。

　最後の戦いとか、自分に酔った戯たわ言ごともほざいたような？

　真香先生との関係が始まった春に、すべての決着をつければ綺き麗れいに終われるって感じだったのに。

「まさかの十月……まさかの実りの秋になっちゃったよ……」

　僕は今まさに、担任教師の予言を実感している。

　高校三年生の時間はあっという間だと。自分が経験したことだから間違いないと。

　実際、そのとおりだった……目の前に次々と現れる問題を解決していく間に、一瞬で時間が通りすぎてしまう。

　今年の夏はＢＢＱバーベキユーも温泉もなく、水着を着ることすら一度もなかった。

　夏休みは、ほぼ毎日図書館に通って勉強していた。

　特に外部受験の予定もない、天てん華かさんと縁えん里りが時々付き合ってくれたのがありがたかったなあ。

　やっぱ、一人で黙々とお勉強を続けるのはキツい。

　パートナーがいれば、サボリの見張りにもなるしね。

　厳しいあの二人なら、見張りとしては最適だろう。

　美み春はるがリモート見張りをしようかと申し出てくれたけど、それこそ無理に勉強する必要がない妹を巻き込むのは気が引ける。

　天華さんと縁里は、勉強しておいて損はないはずだしね。

　二人とも、夏休みも普通に勉強はするつもりだったとも言ってたし。

　まあ、そんなこんなで高校三年生らしい勉強漬けの夏が一瞬で終わり──

「あ、お兄ちゃんだ」

「あら、慎まことさんですわね」

　と、目的の部屋へ向かう途中の廊下で、妹と縁里に出くわした。

「新旧生徒会長がお揃そろいだね。まだ引き継ぎ終わってないの？」

　つい先日、九月末の生徒会役員選挙で新たに生徒会長に選出されたのが、我が妹の彩さい木ぎ美春だ。

　副会長として圧倒的な人気だった美春に対抗馬が出てくるはずもなく、信任投票で終わったんだけど。

「引き継ぎはとっくに終わってるんですが……あなたの妹さんがなかなかやる気を出してくださらなくて」

「だって美春、会長になる気ゼロだったんだし」

「しょうがないよ。選挙が始まる前から、もう次は美春で確定みたいな空気だったから。あれで裏切ったら、美春のあと一年半の高等部生活がキッツくなっちゃうよ」

「むー、美春は空気に流されないマイペースキャラなのに」

　さすがの美春も、大きすぎる期待を裏切るほど図太くはなかったらしい。

「まあ、いいけど。一度は最高権力者になってみるのも悪くない……」

「こ、怖いですわ。いったいなにをやらかすか心配で、目が離せませんわ……」

　縁里は尊敬する先々代会長のように、引退後はすっぱり生徒会とは関わらないつもりだったみたい。

　ただ、美春は副会長時代からデジタル化をメインとする改革を次々と実行してきたからね……すべての権限を手に入れた今、学校側もビビるような組織改造を始めかねない。

　僕としても、縁里がお目付役をしてくれるなら助かる。

「で、お兄ちゃんはなにしてんの？」

「ああ、進路指導室に呼び出されてて」

「な、なにをやらかしたんですの!?　彩さい木ぎ兄妹きようだい、揃そろってわたくしのメンタルを削りに来てるんですの!?　ああ、前は慎まことさんだけで済んだのに、兄妹二人の面倒を見ないといけないなんて、わたくしの高等部生活は罰ゲームですの!?」

「ひどい言われようだなあ。なにかやらかしたなら、生徒指導室だよ」

「あ、そうですわね……でも、進路指導室？　それもこんな時期に変ではありません？　今日のアレとは関係ありますの？」

「うーん、あるようなないような……」

「どうも要領を得ませんわね……」

　縁えん里りがじとっと目を半開きにして見つめてくる。

　要領を得ないのは当然で、僕もどう説明していいやらわからないし。

「お兄ちゃん、大学に内部進学すんでしょ？　もうお父さんたちにも言ってたよね？」

「うん、それは変更なしだよ」

　僕は、カレン先輩じゃないからね。

　この時期になって、いきなり海外進学のお声がかかるなんてことはありえない。

　勉強は頑張ってきたけど──外部進学を考えてるわけでもない。

「なのに、呼び出し？　もしかしなくても、藤ふじ城きセンセだよね？」

「基本的に進路指導は担任の仕事だからね」

「ふーん……」

「なに、なんなんですの？　なにか意味ありげですわね？」

　縁里がキョロキョロと僕と美み春はるの顔を交互に見て、不思議そうにしてる。

　そうなんだよな、縁里は僕と真ま香か先生、そして今はメンバーが一人だけ残っているあの組織のことだって知らないんだよね。

　古くからの友達に隠し事をするのは後ろめたい。

「いつか、縁里にも話すよ」

「……だったらいいですわ。好奇心は猫をも殺すと言いますし、余計なことに首は突っ込みませんわ」

「悪いね」

　縁里も聖せい華か台だい大学に内部進学すると聞いてる。

　この初等部からの付き合いの友人とは、あと四年以上の付き合いが確実に続くだろう。

　その間に、話すこともあるかもしれない。

　今までのことを──あるいは、今日のことを。

「お兄ちゃん、大丈夫？　一人で行ける？」

「めっちゃ心配されてる……」

　なんといっても、美み春はるは誰よりも付き合いの長い相手で。

　今だって、顔を合わせない日は一日もないのだから、僕がなにをしようとしているか察してるんだろう。

　ＯＰＳとか便利なアプリすら必要なく、僕の気持ちをもっともわかってる。

「なんか、本当に美春との力関係、そのうち逆転しそうだなあ。これでも両親に代わって美春を育ててきたつもりなのに」

「まったくそのとおりだよ。親のマネーとマネーとマネーと愛情は充分もらったけど、美春を育てたのはお兄ちゃんだね」

「マネーを愛情より強調しないであげて」

　美春を溺愛してる両親が聞いたら泣いちゃうよ。

「もう美春は、自分の立ち位置を選んだからね。この先なにがあろうと、妹であることに変わりはないから」

「……うん、僕も可愛かわいい妹がいてくれていつも助かってるよ」

　僕は、美春の頭をぽんと叩たたき、ついでに縁えん里りの頭も軽くタッチ。

「ちょっと！　わたくしはあなたの妹ではありませんわよ！」

「頭ポンは誤解されるよ、お兄ちゃん。えんちゃん先輩、チョロいんだから」

「誰がチョロいんですの!?　金髪ツンデレお嬢様とか、属性で人を判断しないでくださいます!?」

　うーん、いかにもチョロそうな属性なんだよね、それ。

「ああ、でもちょっと気持ちが軽くなったかも。ここで二人と会えてよかったな」

「そ、そんなことを言っても、わたくしはそう簡単にはなびきませんわよ！」

「だからそれチョロいって。妹はだいたい近くにいるから、いいタイミングで現れやすいんだよね」

　まあ、高三と高二の兄妹きようだいじゃ、普通はもっと距離があるもんだろうけどね。

　いいや、僕と美春は普通の兄妹じゃないから。変な話じゃなくて、いい意味でね！

「んじゃ、行ってくるよ。ありがとう、美春、縁里」

　僕は二人に背を向けて廊下を歩いて行く。

　目指す先は、進路指導室。待っているのは、僕のカノジョ先生。







　トントン、とドアをノックするとすぐに返事が来た。

　僕は「失礼します」と、がらりとドアを開けて室内に入る。

　勝手知ったる生徒指導室、誰かさんの城である英語科準備室とは長らくご無沙汰で、この進路指導室はどうも慣れない。

　たぶん慣れないまま高等部を卒業すると思う。

　ほとんどの生徒がそうなんだろうけど。そうそう頻繁に来るところでもないね。

「真ま香か先生、今日はなんの──って!?」

「どうぞ、そこに座って」

　僕の驚きをガン無視で、真香先生は僕に椅子をすすめてきた。

　書類などが載った机を一つ挟んで、パイプ椅子が置かれてる。そこに座れってことなんだろうけど……。

「どうしたんですか、そのお召し物は……？」

「たいした意味はないわよ。おかしな服装でもないでしょう」

「そ、そうですけど……」

　長い脚を組んで席についている真香先生は、スーツ姿。

　今も週に二、三日はスーツ姿で出勤してくるので特に不思議なことではない。

　でも、本日のスーツはいつもの紺色のヤツじゃなくて、ずいぶんフォーマルな黒いスーツだ。

　スカートもいつも男子生徒の目を釘くぎ付づけにしているミニではなく、膝丈という慎つつましさ。

　なんというか……うん、変にあらたまってる。
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「ん？　今日はカジュアルな服装でしたよね？」

　真ま香か先生とは、朝と帰りのＨＲホームルーム、それに英語の授業を合わせて今日三回姿を見てる。

　カーディガンにロングスカートというお嬢様スタイルだったはず……。

「真面目な話をするときは、いつもこの格好よ」

「そんな設定、初耳なんですが……」

　真香先生闇堕おちバージョン……いや、最終進化バージョン？　ＳＳＲ？

　どうも、美み春はるみたいな発想になってるなあ。

「怖がらなくていいわよ。今日は、悪い話をするわけじゃないから」

「そ、そうなんですか？」

　どう見ても、今の僕は魔王城の玉座の間に入り込んだ冒険者なんですけど。

　しかも魔王討伐の推奨レベルに達してないまま、運だけでたどり着いちゃった的な。

「まずは、おめでとう。先日の中間テスト、遂にトップ10入りね」

「あ、はい。ギリギリなんとか九位に引っかかった感じですけど」

　十月に入ってすぐに行われた二学期中間テスト。

　その結果が本日発表され、廊下に貼り出されたトップ50──その中でもさらに特別なトップ10内にかろうじて入れたのだ。

「聖せい華か台だいのトップ10は全国的に見てもレベル高いわよ。二年生の時点では並レベルだったことも考えれば、めざましい飛躍と言っていいわね」

「もちろん、家庭教師の詩し夜やちゃんと勉強に付き合ってくれた天てん華かさんのおかげですよ」

「科目ごとの点数を見たところ、一番成績が伸びてるのは英語ね」

「…………ええ、わかりやすい上に受験対策にもなる授業をしてくれてる英語の先生のおかげですね」

　常に自己アピールを忘れないその姿勢、嫌いじゃない。

　受験対策は、定期テスト対策でもある。

　特に三年に進級してからのテストは授業の復習だけでなく、受験を意識した内容にもなってる。

　ほとんどの生徒が無試験で内部進学するとはいえ、いつ進路を変えるかわからないし、テストが難しいからと文句を言うような生徒はほとんどいない。

　いや、裏では文句言うけどね。

「ああ、ちょっと話が逸それたわね。トップ10に入るのはたいしたものよ。天華と新しん望ぼうさんはトップ10内を死守しているけれど、他のトップ10はみんな外部進学組よ。今年に限ったことじゃなくて、毎年トップ10は外部進学組でほぼ独占してるの」

「それは当然でしょうね」

　内部進学組がサボるわけじゃなくても、外部進学組はやっぱり勉強への取り組み方が違う。気合いが桁違いなんだよね。

「クラスの友達でも外部進学組が数人いますけど、トップ10を逃したんで僕を亡き者にする計画を練り始めてますね」

「わたしのクラス、そんなに殺伐としてるの？」

　いえ、奴やつらは真ま香か先生の濃いファンなんです。

　元から、真香先生に更生させてもらってた僕の命を狙い気味だったんです。

「まあ、いいわ。彩さい木ぎくんの命をガチ狙いするようなら美み春はるさんが情報を掴つかむでしょうし。それより、実は職員室でもちょっと話題になってるのよ」

「ま、まさか、カンニングを疑われてるとか……!?」

「久しぶりに疑うたぐり深ぶかいところを見せたわね。安心して、彩木くんはいろんな意味で教師によく知られてるから、カンニングをするタイプじゃないのもみなさんに知られてるの」

「それはよかった……のかな？」

　まあ、僕は問題児扱いだけど、不正はしないと理解していただいてるのか。

「ただ、一学期期末テストも二十一位。これだけでもけっこう驚きだったのに、今度はトップ10入りだからわたしもびっくりよ」

「人を驚かせて喜ぶ趣味はないんですけど、けっこう楽しいですね、そこまで驚いてもらえたら」

　ちなみに、三年の一学期中間テストは三十八位。

　三年になる前の僕なら、この辺が限界だと決めつけてたであろう順位だ。

　ずっと並レベルだった僕には夢のような順位だし、これよりも上を目指そうなんて思わなかったに違いない。

「それで、ここからが本題よ」

「その前フリ、怖いなあ……」

　真香先生は腕組みして、その豊かな胸を持ち上げるようにしてる。

　無意識なんだろうけど、未いまだに目の毒な人だなあ。

「この成績は、いったいどういうことなの？」

「どういうって……カンニングじゃないのはわかってるんですよね？」

　思った以上に、ふわっとした質問きた。

「言ったでしょう、君は馬鹿じゃない。なのに、猛勉強してこんなに成績を上げてる。しかも、別に進路を変更したわけでもないわね？」

「ええ、進路を変えるなら早めに担任に相談しろって何度も釘くぎを刺されてますから」

　実際、三年生の二学期になって進路を変更する生徒もちょこちょこいるらしい。

　いきなり言われても学校側も困っちゃうだろうね。

　内部進学の場合は、枠内の人数だって決まってるらしいし。

「だったら、この成績は妙だわ。馬鹿じゃない君なら、無意味な頑張りはしないでしょう。それに……この一年以上、彩さい木ぎくんを近くで見てきたのよ。君の行動には、たいてい先を見越した理由がある。これは担任としても訊きかないわけにはいかないわ。さあ、吐きなさい、なにを企たくらんでるの？」

「ちょ、ちょっと先生……！」

　真ま香か先生は立ち上がり、机に両手をついて身を乗り出してきた。

　ブラウスのボタンはきっちり閉められているので、自慢のＥカップの谷間は拝めないけど……顔が近いです。

「企んでるなんて、人聞きの悪い」

「人聞きの悪いことを散々やっておいて、なに言ってるの。わたし、これでも我慢に我慢を重ねてきたのよ？」

「が、我慢って、なにをですか？」

「彩木くんが天てん華かを巻き込んで猛勉強を始めて、信じてほしいっていうから待ってたことに決まってるでしょ！　でも、限界よ!!」

「……そ、そうですね、僕もそろそろ言おうかと思ってました」

　真香先生の我慢が足りない──とは思わない。

　僕を信じてくれてるとしても、なにも言わずに何なんヶか月げつも待たせてしまったんだから。

「トップ10内に入ったのは、いいきっかけかもしれません」

　ずずっ、とパイプ椅子を引いて真香先生のお顔から距離を取りつつ──

「天華さんも巻き込んでるんですから、もちろん目的はあります。なんとなく、なんて言ったら例のキーボード付きのケータイで悪口を百キロバイトくらい書かれますよ」

「百キロバイトって、だいたい五万文字くらいになるわよ。ウチの妹も、そこまで暇じゃないんじゃないかしら」

「あ、そんなになるんですか」

　適当に言ったけど、思った以上に多かった。

　天華さんのあの素早いキータッチなら五万文字くらい軽い気もするけど。

「まあ、天華も内部進学だし、特に勉強の必要もないし、あの子が彩木くんの勉強に付き合うって決めたのなら問題はないんでしょう」

「相変わらず、お互いに信頼しあってますね、真香天華姉妹は」

　幼い頃に離ればなれになったとは思えない、固い絆きずなで結ばれているみたいだ。

　いや、離ればなれになったからこそかな。

「そんな天華を上う手まいこと利用して、トップ10に昇り詰めた目的をそろそろ明かしてもらおうかしら？」

「これまた人聞きの悪い……話は簡単ですよ」

　僕は、パイプ椅子から立ち上がる。

　立つ必要は微み塵じんもないけれど、これは座ったまま言ってはいけない気がするから。

「僕の覚悟が口だけじゃないと、真ま香か先生にわかってもらうためです」

「彩さい木ぎくんの……覚悟？」

　真香先生のほうは、椅子に座り直して怪け訝げんな顔をする。

　今日がこの日になるとは思ってなかった──いや、一刻も早くこうなってほしかったんだから、ためらってる場合じゃない。




「真香先生のこと、教師として尊敬できますけど、女の人として好きなわけではありません。でも、教師として尊敬できる──僕にとっては、これは凄すごいことなんです。だから、あなたはこのまま教師として、僕を教育したように後輩たちも育てていってください」




「……彩木くん」

　真香先生は、特に驚いた様子もなかった。

　というより、驚きすぎて声も出ないのかもしれない。

　予想された答えの一つだろうけど、実際に言われれば衝撃を感じないはずもない。

「──なんて、そんなことを言っても茶番にしかなりませんよね。僕が心にもないことを言ってるってすぐにバレちゃうでしょう」

「ちょ、ちょっと、彩木くん……!?」

　こんな真面目なシーンだけど、慌て始めた真香先生に少し笑ってしまいそうになる。

「漫画とかドラマなら、こんな展開もあるでしょうね。だけど、やっぱり茶番だ。僕は嘘うそで話を盛り上げたくありません」

「……じゃあ、君の本心を今、聞けるのね？」

　動揺から立ち直ったらしい真香先生が、恐る恐る訊きいてきて──僕は頷うなずく。

　嘘と茶番──一度は書こうかとも思った答えに消しゴムをかけて。

「卒業試験の本当の答え……今、言わせてください」

　僕はぎゅっと両拳を握り締める。血が出そうなほど強く。

　言うんだ、言え──もうとっくに決まっていたこの気持ちを、告げなければ。




「真香先生──僕は、真香先生のことが好きです」




　長々とためらってきたのに、思った以上にするりと言葉が出てきた。

　単純だけれど、これほど勇気がいる台詞せりふは僕の人生で二度とこの口から出ないかもしれない。

　そうだ、この台詞せりふは──決して大げさじゃなくて僕の人生を変える一言だ。

　たぶん、真ま香か先生の人生までも──

「……彩さい木ぎくん、本当にいいの？　わたし、今年二十五歳よ？　君より七つも年上の大人よ？　もちろん高校の制服を着ても違和感がない若さは維持してるけど、それでも年齢差は絶対に埋まらないのよ？」

「なんですか、今さらそんなことを」

　年齢差が気にならないと言ったら嘘うそになるけど、そこは大きな問題じゃない。

　なにが問題になるかって、もちろんそれは──

「なにより、わたしは──先生なのよ？」

「ええ、だから──真香先生は教師を辞めてください」

「…………っ!?」

　真香先生は椅子から転げ落ちそうなほどオーバーなリアクションで驚いた。

　さっきの茶番ルートが始まりかねない答えのときより、ずっと驚いてるみたいだ。

　うん、そりゃそうだよね。

　当然、真香先生は気づいていただろう。

　僕が先生に教師を辞めさせたくなくて、悩んでたってことを。

　それがあっさり、〝辞めてくれ〟と言い出したなら混乱しないほうが嘘だ。

「さ、彩木くん……？　それ、本気なのよね？」

「ええ、好きです。だから真香先生──僕と一緒に死にましょう」

「ヤンデレルートなの!?」

「冗談です。僕の周り、冗談みたいなキャラばかりなので、だいぶ鍛えられました」

「状況を顧かえりみないジョークをぶつけてくるのは、例の組織のメンバーたちを彷ほう彿ふつとさせるわね……」

　僕ららしい無意味で愉快なやり取りも、とりあえずやっておきたかっただけだ。

　茶番、ヤンデレ、どちらも面白そうではあるけど、今さらそんなルートを進むつもりはない。

　ここからが、僕と真香先生のトゥルーエンドへ向かうルートだ。

「もちろん、本気です。冗談でこんなこと言いませんよ」

「でも、彩木くん……君、わかってるのよね？」

「先生こそ忘れてませんよね。もしかして、僕に告られたら教師を辞めるって話はデタラメだったんですか？」

「そんなわけないわ！」

　真香先生も立ち上がり、怒気さえ感じさせる鋭い目を向けてきた。

　教室では未いまだにかろうじてなんとかクールな高たか嶺ねの花はなを保ってるのに、こんなに煽あおりに弱くて大丈夫だろうか。

「わたしは、本気よ。風ふう花か先生から受け継いだこの大事な仕事で、絶対にやってはいけないことをやったんだもの。それなら、もう辞める以外にないわ」

「……でしょうね」

　あらためて──本当に今さらだけど、あらためて真ま香か先生の覚悟を確認できた。

　もう一年半近くも前に、真香先生に言われた言葉──




『わたしは、彩木くんがわたしを好きになるように教育する。その教育の結果が出た時が──わたしと君の、お別れの時！』




　真香先生への気持ちを自覚してから、何度となく思い返してきた。

「まったく、真香先生の思うがままになってますよ。僕はもう、〝ただの教え子〟じゃなくなってしまいました」

　結局は、真香先生が言うところの〝わたしに恋する生徒〟になったんだ──

「真香先生。先生は勝手でした。僕に告って、ＯＫされたら学校を辞めるなんて。ほとんど脅迫ですよ。幼稚園のときの事件と同じ……また同じことの繰り返しだ」

　僕は、一瞬だけ遠い過去の記憶を思い出す。

　もうほとんど忘れてしまった──本当はどうでもいい話。

　手作りの指輪を贈って、結婚を申し込んだ先生は僕の前からいなくなってしまった。

　裏切られたと思った。あの女オンナぁ、と幼いながらも罵ば倒とうした。

　まあ、割とすぐにコーコ先生とは再会したし、ただの幼い思い込みだったんだけど。

「わたしは神しん樹じゆ香こう子こさんとは違うわ。でも、君にとっては同じと感じるのも無理はないわね。裏切ったつもりもないし脅迫でもないけれど……君がそう思うのなら、わたしが否定したところで意味はないわね」

「そうです、だから──僕も勝手にやります」

「やっぱり、なにか企たくらんでるのね……？」

　これまで僕がやってきた暗躍は、そんなたいそうなものじゃない。

　たいした計算もないし、ほとんどその場の思いつきばかりだった。

　でも、今回ばかりは違う。

　時間をかけて練った計画なんだ──結果的に時間がかかっただけかもしれないけど。

「春に決めて、この数ヶか月げつ、真香先生にさっきの言葉を言うために僕なりに頑張ってみました。でも先生、僕ってそんなに意志が強いほうでもないのに、少しも決意がゆるまなかったんですよ。自分でも不思議ですけど、一度ももうやめようと思わなかったんです」

「それは、トップ10入りのことよね？」

「そうとも言いますが……それはただの過程ってヤツで。トップ10に入ることが目的ではなかったんですよ」

　ああ、もったいぶった言い回しだなあ。

　散々、真ま香か先生やＳＩＤシドのみんなに翻弄されてきたのに、今度は僕が面倒くさい奴やつになっちゃってる。

「僕は小学生でも中学生でもありません。自分の道を自分で決められるんです。真香先生、あなたのおかげでそんな自分になれたんだと思います」

「いえ……それじゃわからないわ。彩さい木ぎくん、君はどんな自分になろうとしているの？」

　いくら頭が回ってカンもいい真香先生でも、まだこれだけじゃわからないよね。

　うん、なにも隠さずに全部自分から言うつもりだったから──

「真香先生、もう一度言います。僕は、あなたが教師を辞めることになってもいいから、自分の気持ちを告げたい。僕は、真香先生が好きだって──」

「……ずっと聞きたかった言葉なのに、不思議ね。なんだか嘘うそみたいで現実感がまるでないわ……」

　真香先生は、笑ってるような困ってるような複雑な表情を浮かべてる。

　卒業試験を自分から持ちかけておいて、ここまで僕がストレートに言うとは想像していなかったのかもしれない。

　けっこう抜けてるところあるからね、この人。

「僕が先生を好きになった以上、先生は本気で学校を辞めますよね。だったら、僕も責任を取ります」

「責任？　彩木くんに責任を取る必要なんて──」

「僕は真香先生が聖せい華か台だいに必要な教師だってわかっていて、僕の気持ちを優先しました。たとえ先生自身に止められても、僕は責任を取らないわけにはいかない」

「……責任なんて取りようがないでしょう」

「いいえ、一つだけ方法があります」

　僕は少しだけ笑って、首を振った。

　そうだ、この足りない脳みそを精一杯回転させて、一つの結論を得た。

　いや、本当は他にもスマートな方法があるのかもしれないけれど、僕にはこんなやり方しか思いつかなかったんだ。

「ふっと思い出したことがあったんです。去年の文化祭だったかな。真香先生は僕に、〝やったことへの責任が発生する〟って言ったんですよ」

「……言ったわね。でもそれは、彩木くんがずっと続けてきた教師への反抗のことを言ったんでしょう。今回のことは、君が責任を取るべき理由なんてなにもないわ」

「あるんです。真香先生みたいないい先生が、この学校からいなくなるなら僕は放ほうってはおけない。風ふう花か先生、真ま香か先生と受け継がれてきたものを僕の気持ち一つで終わりにはできない」

「終わりにできないなら……どうするつもりなの？　そろそろ教えてほしいわ」

「簡単なことですよ──僕が受け継ぎます」

　こんなに簡単な話はない。実行が困難なことを除けば。

　真香先生は高たか嶺ねの花はならしくもなく、ぽかんと口を開けてる。

　なに言ってるんだコイツと表情が雄弁に語っているけど、今さら引っ込められないし、引っ込めるつもりもない。

　だから、はっきりとトドメの一言を──

「真香先生に代わって、僕が教師になります」







　学校教員になる方法は、ざっくり言うと以下のとおり。

　僕の場合は高校の教員狙いで、高校で教えるには四年制大学に入学しなければならない。

　大学に入ったら、〝教職課程〟なる講義を受けることになる。

　普通、大学では専門的な科目の他にも語学や専門外の科目の講義も受けるらしい。

　この辺は、以前にカレン先輩と詩し夜やちゃんと行った学校見学でも聞いていた。

　これらの講義の試験やレポートをクリアして、単位なるものがもらえるようだ。

　単位は卒業までに必要数が定められており、これらを全部獲とるだけでもかなり大変みたい。

　世間で言われてるほど、大学生は遊び回ってるわけではないんだろう。

　もしくは、遊んでたら卒業できないだけ。

　教職課程でいくつか受ける講義は、卒業に必要な単位を獲るための講義とはまた別。

　それらの講義も受けて、教職課程の単位を獲るのが本当にキツいのは想像がつく。

　しかも教育実習なんてものまである。

　ただ、そのキツい大学の教職課程を受けても、もらえるのは教員免許だけ。

　教員免許を取れば、自動的に先生になれるなんて都合のいい展開はない。

　先生として働くには、公立の学校なら都道府県の自治体が実施する採用試験を受けて合格する必要がある。

　または、私立の学校だと普通の企業と同じようにその学校の採用試験に合格しなければならない。

　公立校なら転勤があって、私立校だと基本的にずっとその学校で働くとか違いはあるけど、僕の場合は聖せい華か台だいを受けるしかないので、その辺はどうでもいい。

　教師になるための方法は、詩夜ちゃんにも協力してもらって調べた。

　ネットで検索すれば詳しい情報があるけど、現役大学生から生の情報を聞くのが一番だったから。

「そういや、勉強会でカレン先輩に教師に向いてるとか言われたなあ」

「会長さんはシスターじゃなくて、予言者だった……？」

　──濃厚だった放課後をなんとか乗り切った、その日の夜。

　彩さい木ぎ家のリビングで、可愛かわいい妹と夕食後のデザートを堪能中。

　今日は全精力を振り絞ったから、好物のふわふわチーズケーキプリンがひときわ身体からだにしみる……！

「あ、今は美み春はるが会長なんだっけ。どうもまだ忘れちゃうね。先々代は既に過去の人だというのに」

　そんなことを言ってる美春は、ふわふわティラミスプリンをもぐもぐしてる。

　もちろん、この二種類のスイーツは我ら兄妹きようだいのライフライン、ギャラマの商品。

　今日は頑張った僕にご褒美をあげてもいいだろう。

　美春は毎日生徒会の仕事を頑張ってるし、ご褒美をあげるのは当然。

　かごめにも、今日はちょっと上等なご飯をあげてる。

　彩木家では、兄・妹・猫で差別は一切ないんだよ。

「しかし、お兄ちゃんが教師ねえ。しーちゃんとなにか企たくらんでるのは知ってたけど」

「知ってたんだ。相変わらず、僕の行動は筒抜けだなあ……」

　美春、ＳＩＤシドを抜けたあともＯＰＳを停止させた形跡がないよね？

　未いまだに僕の個人情報は漏れっぱなし？

「美春も忙しくなったから、お兄ちゃんの見張りばかりしてられないんだよね。まったく、趣味は人生の潤うるおいだというのに……」

「趣味で見張ってたんだ!?」

　まだソシャゲで潤わせてるほうがマシだよ！

「美春に教えてくれなかったのは引っかかるけど……教師は悪くないんじゃない？　けど、ずっとお兄ちゃんの口から教師への恨み言を聞かされてきたのに、まさかその教師になるなんて、びっくりするね」

「自分でもそう思うよ」

　教師嫌いの元げん凶きよう──じゃない、きっかけであるコーコ先生に話したらどんな顔するだろうね？

「あ、お父さんとお母さんからも返信来た」

「えっ、父さんたちにも言っちゃったの？」

　美春は片手でプリンを突つつきつつ、片手でスマホを操作してる。

　こらこら、食事中にお行儀の悪い。

「ふーん……なるほどね」

「大学にも行ってないのに、就職先を決めるなんて先走りすぎとか？」

「ううん。〝慎まことにしてはまともな進路だな……〟って。驚きよう愕がくしてるスタンプも来た」

「失礼な親だな！」

　僕、どんな進路を選ぶと思われてたのさ。

「言い方はアレだけど賛成ってことじゃない？　美み春はるたちが密輸業の跡継ぎになる必要もないしね」

「親に反対されるような職業でもないね。となると、あとは僕の努力次第か」

「こう見えて美春の兄なんだし、本気でやればできないことなんてないでしょ。美春は、お兄ちゃんを信じてるよ。たぶん、他のみんなもね」

「……僕ってけっこう周りから信頼されてるなあ」

　期待は重たいけど、悪い気分じゃない。

　人からどう見えてるのかは、とても気になるけどね。

「ふう、ごちそうさま。ギャラマのスイーツはやっぱ美お味いしいね。いずれ、ギャラマごと買い占めたい」

「ＣＥＯの座を狙ってるの？」

　この妹こそ、なにになろうとしてるんだ……。

　教師を目指すのは一大決心だったけど、平凡すぎる気がしてきた……いや、今さら迷うまい。

「それで、藤ふじ城きセンセはお兄ちゃんの進路を聞いてなんて言ったの？」

「〝じゃあ、進路は聖せい華か台だい学院大学への進学で変更なしね〟って」

「クールだね。絶対、他にもっと言いたいことあっただろうに」

　僕もそう思うけど、真ま香か先生は僕の〝進路志望〟を聞いてからは〝担任教師〟の顔を維持し続けた。

　正直、不完全燃焼な感覚は否めない。

　いくつか予想していた受け答えとは、まったく違う返事だったし……。

「納得してない顔だね、お兄ちゃん」

「……いや、そんなことはないよ。大学進学だけじゃなくて、その先も見据えた進路志望を出したんだから、真香先生も文句のつけようがなかったんじゃない？」

「そっかなあ……」

　納得できてないのは、美春のほうか。

　美春だってもう、真香先生をよく知ってる。

　いきなり僕が教師を目指すなんて話をして、真香先生がただ黙って受け入れるなんておかしい。

　いや、僕だって決して納得してるわけじゃ──

「……ねえ、美み春はる。隣、まだ物音とか聞こえないよね？」

「物音なんかで判断しなくても、美春ならマンションのセキュリティＰＣにアクセスすれば人の出入りなど手に取るようにわかるよ？」

「それ、ガチ犯罪だからね!?」

　このマンションを自主的に去るまでもなく追い出されちゃうんじゃないの。

「まあ、藤ふじ城きセンセが廊下歩くとカツカツ足音するし、家にいるとガチャガチャ聞こえてくるもんね。まだ学校なんじゃない？」

「だよね」

　以前、鍋とかフライパンをガッシャンガラランしちゃって、もの凄すごい音を響かせたこともあったっけ。

　真ま香か先生、忙しくなると家事に逃避するタイプだから……。

「……ちょっと買い忘れた物があるから、ギャラマに行ってくるね」

「お兄ちゃん、もう少し嘘うそが上う手まくなったほうがいいんじゃない？」

「努力するよ」

　この会話の流れで外出とか、我ながらわかりやすすぎる。

　でも、僕は間違いなく納得できてない。

　必死に考えて、覚悟を決めて出した答えへのリアクションが小さすぎる。

　真香先生にしては不自然すぎるくらい。

　こんな気持ちを抱えたままじゃ、今夜は絶対に眠れない。

　悩みに悩んで、ようやく卒業試験の解答用紙を提出したんだ。

　試験が終わったあとの夜くらいは、気持ちよく眠りたいじゃないか。







　まるでコソ泥のように、藤城家のドア越しに物音がしないか、不在を確かめてからマンションの外へ。

　真香先生の帰宅を家で待ってもいいんだけど、じっとしていられない。

　マンションのエントランスを出ると、向かいにギャラマが見える。

　もちろん、ギャラマに買い物に行くわけじゃない。

　このマンションは裏口もあるけど基本的に出入りできないし、ここで待っていれば必ず真香先生が現れるはず。

　ブラックな聖せい華か台だいだから、先生が何時に帰ってくるかわからないけど──

「……あ、そうか」

　一つ大事なことを忘れてた。

　このマンションは地下駐車場があって、そっちの出入り口はエントランスのあたりからは見えない。

　真ま香か先生、今日は電車かマイカーかどちらで出勤したのか。

　しまったな、エントランスを張ってるだけじゃ先生が帰ってきたかわからない。

　いっそ、学校まで押しかけるか。まだ電車は動いてるし……。

「ちょっと、フィアットを見ておこうか」

　できれば自分からはあまり見たくない悪夢の車だけど、今夜ばかりは別だ。

　普段はほとんど近づくことすらない地下駐車場へと降りていく。

　駐車場は、しーんと静まりかえっている。

　夜の駐車場ってちょっと不気味だなあ……マンションの住人じゃないと出入りできないから、ヤンキーの溜たまり場ばにはならないけど。

「あ」

　駐車場は、もちろん駐とめる位置が決まってる。

　以前に見かけたのと同じ場所に、赤いフィアットの姿があった。

「今日は電車通勤か。それなら、やっぱりエントランスのトコで待って──」

　と、引き返そうとして気づいた。

　運転席に──人影が見えた。

　ハンドルに両腕を乗せ、そこに顔をくっつけるようにしている。

　上はカーディガン。下は見えないけれど、ロングスカートだろうか。

　どうやら、あの黒いスーツからまた着替えたようだ。

「…………」

　僕は黙ってフィアットに近づき、コンコンと運転席の窓を叩たたく。

　すぐに窓が開いて──

「真香先生、なにしてるんですか？」

「車の中って完全に外界から孤立していて、一人になるにはいい場所なのよ」

「……不審者みたいですよ。マンションの住民に見られたら通報されます」

「大丈夫よ、三時間ほどこうしてるけど警察はまだ来ないわ」

「さ、三時間……？　今日は早めに仕事終わったんですね……」

　それは本当に不審者みたい……というか、真香先生はなんだか──

「……それより、彩さい木ぎくん。どうしてこんなところにいるの？　まだ君は、運転免許は持ってないでしょう」

「真香先生を捜しにきたんですよ」

　隠しても仕方ないので、僕にしては素直に白状する。

　真香先生は、ギロリと僕を睨にらんできた。

　やっぱり、さっきから先生は──なんだか殺気立ってるように見える。

　嫉妬していたときなんかとも違う、ひどく重苦しいオーラを放っているというか。

「なるほど、当然でしょうね。今日のアレだけじゃ君は不完全燃焼でしょうから」

　真ま香か先生のほうも素直だ。それに、いつもどおり鋭い。

　今の僕の気持ちを的確に言い当ててきてる。

「わたしは、彩さい木ぎくんになにを言ってあげるべきかしら？」

「……それを考えるのもいいですけど、とりあえず家に帰りませんか？　家でも一人にはなれるでしょう」

「狭い密室がいいのよ。でも……そうね、本当に通報されても困るわ」

　真香先生はフィアットから降りると、フラフラと歩き出した。

　大丈夫かな……いや、大丈夫なわけないか。

　春からの数ヶか月げつ、僕が散々悩まされてきて──その結果、出した答えで真香先生を悩ませてしまってる。

「真香先生、まっすぐ歩いてください」

「ええ……」

　僕は真香先生の手を握り、引っ張るようにして歩いて行く。

　クリスマスの夜にはあんなことまでしておいて今さらで申し訳ないけど、手を握るだけでも僕にはとても勇気がいる。

　真香先生の手は思ったより小さくて、柔らかくて──なんだか熱い。

　考えすぎて知恵熱でも出てるんだろうか……。

　エレベーターで僕らの部屋があるフロアまで上がり、廊下を進んで──彩木家をスルー。

　真香先生は、ぼーっとしつつも赤いトートバッグから鍵を出してドアを開けてくれた。

　そのまま僕もついていって、中に入っても──真香先生は特になにも言わない。

「お邪魔します」

「どうぞ。わざわざ捜しにきたんだものね。言いたいことも言わずに帰れないわよね」

　真香先生と僕は、そのままリビングに入って──先生は、トートバッグとカーディガンを投げ捨てるようにする。

「でも、少し待ってもらえるかしら。頭をスッキリさせないとね……」

　真香先生は、リビングを出てゆっくりと歩いて行く。

　ウチと間取りが同じだし、勝手知ったる藤ふじ城き家。あちらにあるのは──

　僕がリビングで立ち尽くしていると、ドアの開閉音やなにやらゴソゴソと動いている音が聞こえてきた。

　それから、ざーっと水音が聞こえてくる。

「えっ、シャワー浴びてるの？」

　顔を洗うのかと思ったら……まあ、頭をスッキリさせるには一番いいか。

　でも、僕がいるのにシャワーだなんて。僕を男扱いしてないとは言わないけど、もうちょっと警戒心持ってもいいんじゃない？

　なんとなく、床に放ほうり出されていたカーディガンを拾って、ソファに置いておく。

　服をほったらかしにされてると落ち着かないんだよね。

　よく見ると、赤いトートバッグのそばにはフィアットのキーも置かれてる。

　キーには手作りの人形──というか、どう見ても僕を模した人形がついている。

「三時間もフィアットに籠もってたのか……」

　あの運転席で、風ふう花か先生に問いかけていたりしたのかな。

　いや、真ま香か先生は自分で考えることができる人だろう。

　亡くなった人に相談なんかせずに、その優秀な頭脳で教え子が出した答えをどう採点するか考え込んでいたんじゃないか──




　ドォンッ！




「…………っ!?」

　なにげなく手に取っていたフィアットのキーを、思わずお手玉してしまう。

「な、なに、今の？」

　突き上げるような地震でも来たのかと思ったけど──揺れた形跡はない。

　鈍い音が聞こえたのは、お風呂場のほうだったような……？

「せ、先生？　なにかありました？」

　リビングを出て、恐る恐る脱衣所へと入る。

　お風呂の中からはシャワーの音が聞こえてきて、艶なまめかしいシルエットも見えてる。

　とりあえず、ほっとしたけど……。

『自宅で亡くなる人の大半はお風呂場で死ぬのよ？』

　ああ、普段忘れっぽいくせに嫌なことだけは思い出すなあ。

　だいぶ前に、真香先生がそんな豆知識を披露してたっけ。

　弁慶じゃあるまいし、真香先生が立ち往生──いや、立ったまま気絶してるわけない。

「あの、真香先生？　なんか言ってください。大丈夫なんですよね？」

　ガラス戸に近づいて、トントンと叩たたいてみる。

　それでも反応はなく──

「うわっ!?」

　と思ったら、いきなりガラス戸が開いた。

　流れっぱなしのシャワーに、漂う湯気。

　高温のお湯を浴びているらしく、お風呂場からむわっとした熱気が溢あふれてくる。

「ま、真ま香か先生……!?」

「彩さい木ぎくん……」

　真香先生は、やはり無事だった。

　お風呂場の壁に手をついて立っている。

　濡ぬれて乱れた茶色の長い髪、熱いシャワーで火ほ照てった肌、豊かな二つのふくらみを伝っていく水滴。

　きゅっとくびれた細い腰に、つるりとした肉づきのいいお尻、ほっそりとした太もも。

　何度見ても見慣れることのない、あまりにも綺き麗れいすぎる裸だった。

「す、すみません！　覗のぞくつもりじゃ──」

「これは覗きとは言わないわ。君がいるのをわかっていて、わたしが開けたんだから」

「な、なんで開けたんですか……!?」

「彩木くんの顔を見たくなったから」

　真香先生はそう言うと、自分の右手を軽く撫なでた。

「ちょっと落ち着かないとね。お風呂場の壁に当たっても仕方ないわ」

「さ、さっきのヤバい音、真香先生が壁をぶん殴ったんですか」

　お風呂場の戸と脱衣所のドアを通り抜けて、リビングまで響いてきたってことは、相当に強く殴ったのでは？

「なんだか無性に殴りたくなってね……でも、自分で自分を殴るのって難しいでしょう。罪のない壁くらいしか殴れなかったわ」

「……なんなら、僕を殴ってもいいですよ」

　やはり、殺気立ってると感じたのは錯覚じゃなかった。

　こんなにも暴力的な雰囲気を放つ真香先生を見るのは初めてだ。

「わたしは、風ふう花か先生じゃないの。生徒を殴るのは教育方針に反するのよ」

　真香先生は、ぐっぐっと右手を握ったり開いたりを繰り返してる。

　言われてみれば、右手は特に赤くなってる気がする。

「あ、真香先生、手を冷やさないと。折れてなければいいんですけど……」

「ちゃんと手加減したわ。こんなときでも冷静に手加減できる自分が嫌になるわね」

　真香先生は、困ったように笑う。

「ねえ、彩木くん」

「わっ……そんな、堂々とこっち向かないでくださいよ……！」

　先生がわずかに動いただけで、二つのふくらみがぷるんと弾むように揺れた。

　この88センチＥカップの胸も何度も生で見てしまったけど、何度見たって冷静でいられるわけがない。

　しかも、その頂点の桃色のなにかも見えてしまってるわけで──

　それ以上のものもほとんど見えそうだけど、湯気が濃いおかげでわずかに隠れてる。

「君の覚悟はよくわかったわ。試験でトップ10に入ったのは──わたしの代わりが務まる優秀な教師になるという意味ね？」

「こ、この状況でそんな話をされても……そ、そうです。風ふう花か先生の指導力も、真ま香か先生の優秀さも身につけなきゃ、受け継ぐことにならないですよね」

「彩さい木ぎくんがどれだけ努力したか、教師のわたしにはよくわかるわ。外部受験組を押しのけてトップ10に入るなんて、去年まで並の成績だった君には大変な試練だったでしょう」

「……それくらいのことをしないと、僕が本気だってことが伝わらないかと思ったんです。だから……」

「ええ、本気なのはよくわかったわ。それに──わたしが一人で考え込んでる間に、君は捜しに来てくれた。大人のわたしが自分のことでいっぱいになってるのに、君はちゃんとわたしのことを思いやってくれたのね」

「そ、それは僕が先生を困らせちゃったと思ったから……」

「君はいい子ね……なのに、わたしは」

「ま、真香先生？」

「だからこそ──わたしは、なにかを殴らずにはいられなかったの」

　真香先生は、今度は左の拳でダンッとお風呂場の壁を殴った。

　弾みで、また胸が縦に大きく揺れる。

「な、なにしてるんですか！　骨折れちゃいますよ、本当に！」

「骨なんか砕け散ったってかまわないわ。彩木くん、わたしの勝手な覚悟が君をそこまで追い詰めてしまったんでしょう──本当にごめんなさい」

「…………っ」

　真香先生は、お風呂場を出てふらりと僕のそばに近づいてくる。

「せ、先生？　先生、今夜はどうかしてますよ。僕のせいでしょうけど……ちゃんと身体からだを拭いて、さっさと眠ったほうが──」

「いいえ、言わせて。答えを出してくれてありがとう。わたしのところに来てくれてありがとう。いえ、もっと言うべきことがあるわね」

　真香先生は、まるで自分に言い聞かせるように言って──

　それから、すっと瞳を伏せた。

「わたしは決して、彩木くんに自分の意思を継いでほしいなんて思ってなかったわ。もちろん、風花先生だって思ってなかったでしょう。なのに──おかしなことだけ続いてしまうものね」

「なによりおかしいのは、この状況じゃないですか……？」

　全裸の担任教師と脱衣所で二人きり。

　真ま香か先生とは非常識なシチュエーションを数々体験してきたけれど、これはもしかするとトップクラスに非常識かも。

「彩さい木ぎくん、わたしにも譲れないものがあったの」

「え……？」

「生徒のことを好きになって、両りよう想おもいになるなんて教師失格としか思えない。君に告白されたら教師を辞めるのは、風ふう花か先生に教わったことじゃなくて、わたしが自分で決めたことなの」

「それは……わかってますよ」

「わたしは、わたしなりのルールがあって動いてる。彩木くんにはメチャクチャに見えていたでしょうけど」

「だから、メチャクチャなのは今もですってば……」

　どうしても、ごまかしみたいな台詞せりふしか出てこない。

　ダメだ、違う。今は場所とか先生の姿とか気にしてる場合じゃない。

　真香先生は自分が間違ってしまったと思い込み、僕の人生を変えようとしていることを悔やんでいるんだ。

「でも、わたし自身を縛ったはずのルールが君の将来まで縛ってしまった。わたしとしたことが、大失敗ね……」

「……真香先生の告白がなかったら、僕はここにいませんでした。二年生の春からの楽しい時間はなかったんです。だから──失敗なんて言わないでください」

「彩木くん……君は本当に優しすぎるわ」

　真香先生は、また困ったように笑う。

　いや、実際に困ってしまっているんだろう。僕が人生の目標を示したせいで。

「だけど、これはわたしのあやまちだったわ……わたしも君との時間を後悔はしてない。楽しかったわ。高校時代に置いてきたものを取り戻して、たっぷりお釣りがくるくらい。高たか嶺ねの花はななんてものを脱ぎ捨てて、本当の自分で向き合える君がいてくれてよかった。好きになったきっかけなんて、もうどうでもいいわ。優しくて、自分の意思で自分の答えを示せる君は──年下なのに尊敬できて、誰よりも好きよ」

　ふらり、とまた真香先生が近づいてくる。

　ああ、心臓の音が速い──速すぎる。

　今にも破裂してしまいそうなほどに、ドクンドクンと。

　この胸の高鳴りが、僕を突き動かす──もう止まれないほどに、強く強く動かす。

「初めて真香先生に好きだって言われたときは──戸惑うばかりでしたけど、今は先生にそう言ってもらえて、嬉うれしいんです。この気持ちがあるから、言えるんです。真香先生のことが好きだって──」

「ありがとう、彩さい木ぎくん。わたしは自分が間違ったという思いは変えられないわ。だけど、今は──今夜だけはその言葉を胸に受け止めたい」

「真ま香か先生、僕は──今夜だけじゃありません。これからもずっと……」

　どちらからともなく、僕らは抱き合う。

　激しい心臓の鼓動が二人分、ドクンドクンと響いている。

　真香先生の身体からだは濡ぬれて、熱く火ほ照てっていて──

　その唇もやっぱりあたたかくて、とろけそうなほどに柔らかかった。







　この夜、僕は家に帰らなかった。

　熱い肌の感触だけが、現実であり嘘うそのようでもあって──

　一度だけ、壁越しにかごめの鳴き声が聞こえた気がした。







　きゅっと制服のネクタイを締める。

　家の洗面台の鏡には、見慣れた顔、見慣れた服装が映ってる。

　この鏡を見ながら制服のネクタイを締めるのは、あと何回だろう。

　マックスで何回になるのか、数えればわかってしまう。だから数えない。

　朝起きて、普通に我が家に戻ってきた。

　珍しく早起きした美み春はると、さっき朝食で顔を合わせたのに、なにも言ってこなかった。

　なにが起きたか、賢い妹なら充分察してるだろうに──でも、ありがたい。

　さすがに、照れくささがハンパじゃないしね……………………。

「……よし」

　ぱっぱっと軽く髪を整えて、身だしなみ終了。

　教師になったら、こんな適当じゃダメだよね。

　僕みたいな小柄な男は、たぶん生徒にナメられるだろうから。

　ぼさぼさの髪にダサい格好だったら、余計にナメ腐ってくるだろう。

　ちゃんとスーツ着て、安物でもセンスのいいネクタイを締めないとね。

　……自信ないから、陽キャの詩し夜やちゃんに見立ててもらおう。

　僕のお姉ちゃん、将来的にも頼りになる。

「美春、僕は先に出るよ。生徒会長なんだから、遅刻しないようにね！」

「うぁーい」

　洗面所を出てリビングにいる妹に声をかけると、気の抜けた返事が聞こえた。

　今日はこのまま顔を合わさずに出てしまおう。

　マンションを出て、清すが々すがしい秋の空を見上げる。

　十月になって急に涼しくなり、吹いている風も心地ここちよい。

　こういう日は、こういう朝は──生まれ変わった気分にでもなるかと思ってた。

　でも、あまり普段と変わらない。

　朝の気持ちよさに少しだけ感動してるくらいだ。

　僕は情緒が豊かでもなければ、詩的な人間でもない。

　今、胸に湧いている感情をどう呼べばいいのか、上う手まい言葉が見つからない。

　天てん華かさんなら最適な表現を思いつくんだろうけど、さすがにこの気持ちをあの人に訊きくわけにはいかないなあ。

　無駄な詩作はあきらめて、駅から電車に乗り、聖せい華か台だい学院へ。

　もはや目をつぶってもたどり着ける──と言ったら過言だけど、初等部の頃から通い慣れた道だ。

　大学のキャンパスは近いし、卒業後も最低でも四年はこの道を通い続けることになる。

　就職が順調にいけば、もしかするとあと何十年も……？

　そう考えると、僕の人生ってこれだけトラブルまみれなのに、普通なら変わり続けるものがずっと不変のままだ。

　本日は、早めの登校なので校門前に生徒の姿はまばらだ。

　学校によっては、教師が校門前に立って朝の挨拶をするとか。

　それは生徒にさぞウザがられてるだろうけど、今はそんなのも悪くない気がする。

　ほら、やっぱり挨拶は大事じゃない？

　それにすべての生徒が校門を通るのだから、先生側も教え子たちの様子を確かめるにもちょうどいいし。

　なんて、早くも教師みたいなことを考えながら──

　僕は校門をくぐって、まっすぐに教室へと向かう。

　教室もクラスメイトの姿は少なく、何人かと挨拶してから自分の机にカバンを置く。

　天華さんも縁えん里りもまだ来ていないようだ。

　といっても、縁里は先代会長として生徒会に顔を出してるのかもしれない。あいつは真面目で、朝も早いからね。

「……さて、行くか」

　誰にともなく言って、僕は席を立った。

　直行してもよかったんだけど、いつもどおりのルートで一度教室に──自分の居場所で心を落ち着けたかったわけで。

　誰とも言葉を交わさず、目も合わせずに教室を出る。

　これまた目をつぶってもたどり着けそうなほど通い慣れたルートを通って──

「失礼します！」

「……どうぞ」

　僕が常にない元気な声を出したせいか、お返事に若干の戸惑いがあるみたい。

　朝イチで訪ねたのは、英語科準備室。真ま香か先生の──〝わたしの城〟だ。

「おはようございます、真香先生。それに……瑠る希き先生も」

　真香先生はデスクについて、ノートＰＣを操作中だった。

　その向かいのデスクには、小柄なスーツ姿の新人教師の瑠希先生もいた。

「お、おはよう……？　あれ、彩さい木ぎ慎まことくん？　問題──じゃない、三年生の」

「はい、三年の彩木です。真香先生に用事がありまして」

　今、この先生、〝問題児〟って言いかけたな。

　更生したはずなのに、新人教師にも問題児扱いされちゃってるの、僕？

「ごめんなさい、瑠希先生。少しだけ席を外してもらえるかしら。本人の前で言うのもなんだけれど、扱いが難しい生徒なのよ」

「ほ、本当に言っちゃって大丈夫なんですか、藤ふじ城き先生……」

　ビクビクしながらも、瑠希先生は書類らしきものを胸に抱えて準備室を出て行った。

　見た目が可愛かわいい上に、動きが小動物っぽいと密ひそかな人気を集めつつあるのも頷うなずける。

「……ちょっと見すぎじゃないかしら？」

「あっ、いえ。ほら、新人教師がどんなもんかよく見ておかないと。将来のために」

「上う手まい言い訳ね。心配しなくても、彩木くんは教師になれば人気出るわよ。見た目がよくて話が面白いというのが重要だけど、イジり甲が斐いのある教師も好かれるのよね」

「それはオモチャ扱いされてるだけでは？」

　よかった、自然に会話できてる。

　あんなことがあっても、意外に普段どおりに──

「教師っていうのは、バラエティ番組のＭＣみたいなところあるから。ただ教科書の内容を読み上げるだけなんて論外で、生徒に興味を持ってもらえるように雑談も織り交ぜながら教えていくのよ。自分だけが話すんじゃなくて、生徒にも話を振って──まあ指名して答えさせるの。授業は教師が一方的に進めるんじゃなくて、生徒とのセッションだと思わないとね。教室というステージで先生と生徒が息を合わせて演奏していくのよ」

「…………」

　ものっすごい長なが台詞ぜりふだったなあ……しかも早口。

　心なしか、真香先生の耳がかすかに赤い気もする。

　やっぱり先生も普段どおりってわけにはいかないか。僕も恥ずかしくなってきた……。

　だけど。

「真ま香か先生、そのお話は教員志望の僕にはありがたいですけど、また今度聞かせてください。それより、別のお話があって来ました」

「……昨日の今日で、なにかしら？」

　真香先生は、警戒しているみたいだ。

　あんなことがあった直後の朝に、僕が堂々と訪ねてくるとは思わなかったんだろう。

　僕も、いったいなにをしてるんだろうと思わなくもない。

　だけど、もしも昨夜ゆうべ──真香先生に会いに行かなかったら、先生は一晩中フィアットの運転席で過ごしていたかもしれない。

　僕と、ああはならなかったかもしれない。

　でも、昨夜の出来事で〝めでたしめでたし〟じゃない。

　僕にはまだ、真香先生と会って話して、確かめなければならないことがある。

「真香先生、僕は覚悟を示したつもりです。テストの点なんて形でしか見せられないのが、我ながら歯がゆいですけど」

「君が尋常じゃない努力を示したのはわかってるわ。わたしは教師なんだから、努力の内容くらい理解してるわよ」

「それならよかった……ですけど、覚悟を具体的な形として見せようと望んだのは、僕だけじゃないですよね」

「……なんのことかしら？」

　真香先生は、すっと何気なくデスクの引き出しに手を触れた。

　なるほど……。

「真香先生、先生は最初からこの英語科準備室を〝わたしの城〟って呼んでましたね。特に意味のない命名なんだと思ってました」

「え？　たいした意味はないわよ？　個室とか別荘なんて言い方じゃあまりピンと来ないでしょう」

「じゃあ、無意識でしょうか？　城っていうのは、防御をガチガチに固めて大事なものを守るためにあるんでしょう。先生、ここには真香先生の大事なものが隠されてるんじゃないですか？」

「それは……大事なものくらいあるわよ。生徒には見せられない指導用のテキストとか、成績表とかね」

「そんなものはどうでもいいですよ。そうじゃなくて……真香先生は大事なことでは嘘うそをつかない。ごまかしもしない。そうですよね」

「当然でしょう。教師はなによりもまず誠実でないと」

「ええ、真香先生が普段どんなふざけたことを言っていても──誠実であることは知ってますから」

　僕は、すっと真ま香か先生の机を指差した。

「その引き出しですか？　真香先生にしては迂う闊かつでしたね」

「……嫌な子ね」

　真香先生は、ジタバタするつもりはないらしい。

　引き出しの鍵を開けて、そこから取り出したなにかを机の上に放ほうった。

　それは、一通の封筒──

「ドラマとかではよく見ますけど、実在していたんですね。退職届──」

「わたしも、まさか自分で書くことになるとは思ってなかったわ」

　無地の白い封筒に〝退職届〟と綺き麗れいな文字で書かれてる。

　古びた感じはしないけど、おそらく僕に告った当時──一年半ほど前に書いたものじゃないだろうか。

「真香先生。今日、これを提出するつもりでしたか？」

「ええ、そのつもりだったわ」

　真香先生は、一切の躊ちゆう躇ちよもなく答えた。

「もしかすると、フィアットで考えてたのはこれをいつ出すか悩んでいたんですか？」

「惜しいわ。フィアットで学校に戻って、学校で一晩明かして、朝一番で学院長先生に辞表を提出しようか悩んでたの」

「……それはまた、実現してたら学院長先生もびっくりでしょうね」

　さすが真香先生、僕の想像を軽々と超えてくる。

　でも、冗談じゃなくて本気で実行するか悩んでいたんだろう。

　僕らの関係が決定的に進んだ今、真香先生にはそれこそ躊躇する理由がない。

　この学校を去る。その決断を実行に移そうとすると予想したものの、実際に現物を見てしまうと胸が痛くなる。

「僕が言うのもなんですけど……いきなり辞めたら学校にも迷惑なんじゃないですか？」

「それを上回るのよ。生徒と結ばれて道を外した教師が、偉そうに人にものを教えるっていうのはね」

　真香先生は退職届を手に取り、じっと見つめた。

「少し仕事を片付けてからと思ったけれど、さっさと済ませたほうがいいわね。彩さい木ぎくん、君も文句はないんでしょう？」

「ええ、僕が真香先生の仕事を引き継ぎますから。何年か先になっちゃいますけど。でも、真香先生の──最後の先生としての時間を僕も一緒に過ごしたかったんです」

「あら、嬉うれしいことを言ってくれるわね。といっても、今日退職届を出して、明日学校を去るってわけにはいかないわ。たぶん、一ヶか月げつかそこらはまだ教師を続けることになるでしょうね。それが現実よ」

「就職だけじゃなくて離職も大変なんですね」

　世の中、なんにでも手続きってものがある。

　特別な夜が明けた朝に、感動的なさよなら──後朝きぬぎぬの別れ、というわけにはいかないらしい。

「来てくれてありがとう。彩さい木ぎくん、もう教室に戻っていいわよ。まさか、君にお供してもらうわけにはいかないから」

「……はい」

　真ま香か先生は席を立ち、退職届をスーツのポケットに入れて歩き出した。

　そのまま、僕の横を通りすぎて──




「先生……真香先生！」




　自分でも気づかない間に、僕は真香先生の手を握っていた。

　僕の横を少しだけ通りすぎたところで、真香先生がぴたりと立ち止まる。

「放しなさい、彩木くん。いつ瑠る希き先生が戻ってくるかわからないわよ」

「戻ってきてもいいですよ……教頭先生だろうが学院長先生だろうが、誰が来たってかまいません。どうせ辞めるんですよね？」

「一身上の都合で自主的に退職するのと、生徒とのスキャンダルがバレて辞めるのとでは今後の人生が変わってくるわね……」

「修道女になるんじゃないんですか？　シスター・エヴァの修道院ならどんな重い過去を背負った人でも受け入れてくれますよ」

「まさに現代の駆け込み寺ね……考えてみれば不肖の教え子としては、風ふう花か先生が眠っている場所のそばで働くのも気が引けるわ」

「そういうのもひっくるめて修道院では受け入れてくれるんじゃないですか？」

「どうかしら……猫カフェの二代目もいいかもしれない。パパ──お父さんよりわたしのほうが商売のセンスもありそうだしね」

「瀬せ紀き屋やさんも喜ぶでしょうね。あの人はまず、ねこらにゃを大きくするのが目的みたいですから」

「……どうでもいい話ね」

「そうですね」

　瀬紀屋さんの野望を軽視するわけじゃないけど、今はこの話をするタイミングじゃない。

「でも、誰が来たってかまわないのは本当のことです。真香先生、僕は──」

　背中合わせみたいな形のままじゃ、もどかしすぎる。だから、僕は後ろを振り向く。

　手を繋つないだまま、少しだけ僕の後ろにいる真香先生も──同じように振り向いていた。

　そして──

「ま、真ま香か先生……」

「ごめんなさい、彩さい木ぎくん……」

　先生は、ぽろぽろと涙を流していた。

　いつだって自信に溢あふれていた意思の強い瞳が──潤んで陰かげを帯びている。

「君の卒業試験の解答は正解よ。いいえ、君がどんな答えを出してきても、それが正解なのよ。彩木くんはなにも間違ってないわ」

　ぎゅっ、と真香先生が僕の手を握り返してくる。

　強く、強く。

「間違っていたのはわたし。これから間違えようとしているのもわたし。彩木くんの人生を縛ることになる選択を突きつけるべきじゃなかった。それがわかっているのに、わたしは……わたしは……！」

　真香先生は言いかけて、唇を固く結んでしまう。

　ああ、この人はこんなときにも意思の強さを見せてしまう。

　強いってことは大事なんだろう。大人で教師のこの人にとっては、特にそうなんだろう。

　だけど、縛られているのは真香先生も同じだ。

　大切にしてきた仕事に、自分で決めてきたルールに。
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　藤ふじ城き真ま香かという人が教師であるために抱いだいた絶対的な覚悟が、今まさにこの人から教師という仕事を奪おうとしている。

　真香先生を解放したようなつもりにもなっていた──でも、これでいいんだろうか？

　本当に大事なものがなんなのか、それを教えてくれるのはずっと抱えてきた想おもいじゃなくて──今このときの気持ちなんじゃないだろうか。

「……言ってください。聞かせて、ください。先生の本当の気持ちを……！」




「わたしは、先生でいたい。彩さい木ぎくんの、この学校のみんなの先生でいたいの──」




　その言葉に驚きはなかった。衝撃もなかった。

　ある意味では大きな裏切りである言葉に、僕はただ──震えるような喜びを覚えていた。

　そうだ、そうだよ。

　真香先生は、教師であるべきなんだ。

　それは誰のためでもなく、真香先生自身のために。

「あれだけはっきり辞めると言っておいて、彩木くんにも何なんヶか月げつも悩み続ける卒業試験を突きつけておいて、なにを都合のいいことを言ってるのかしら、わたしは。でも……わたしは、ここにいたい。風ふう花か先生の跡を継ぐためじゃなくて、わたしはわたしの意思でここでずっと教えていきたいのよ」

「……そんなの、僕だって。僕だって同じに決まってるじゃないですか！」

　僕は、ぱっと真香先生の手を放して身体からだごと振り返る。

　それからあらためて、また真香先生の手を──今度は両手を握り締めた。

「もう十月──三年生の十月なんですよ。真香先生と一緒にいられる時間は、もうほとんど残ってない。だけど、その時間すらなくなってしまう。先生が、そのポケットにしまった封筒一つでその大事な時間がなくなっちゃうんです。僕は、真香先生にここにいてほしいんです。前言を翻ひるがえそうが、卒業試験がなかったことになろうが、どうでもいい。僕は、真香先生にこの学校にいてほしい！」

「彩木くん……」

「どうして、僕が今ここに来たのか自分でもよくわかってなかった……真香先生の教師としての最後の姿を見るために？　違う、そんなわけないですよ」

　僕は首を横に振って、真香先生をキッと見つめた。

「真香先生は教師を辞めてもいい。先生を辞めさせた僕が、いつか必ず先生の代わりになるから。これが答えで、正解です。でも──間違ってる。僕の答えは、裏切ってる。僕の気持ちを、真香先生の気持ちを」

「……わたしの問題が間違っていたのよ。彩木くんは正しいわ」

　真ま香か先生は、まだ涙を流しながらすっと一歩近づいてくる。

　お互いの胸が触れ合いそうなほどの距離──でも、繋つながっているのは両手だけ。

「僕の高校生活は、嫌でもあと半年も経たたずに終わります。だけど、僕がいなくなったあとも、真香先生がここにいてくれたら──僕の高校生活はきっと悔いのないものになって、ここを巣立てます。僕にこんなにも楽しい時間をくれた先生が、いてくれたら」

　既に、この学校を去ったカレン先輩と縫ぬいと詩し夜やちゃんがいる。

　僕が半年後に去り、その一年後に去る美み春はるがいる。

　それから三年ほど経てば、くーが入学してくる。

　僕の大事な人たちがいる学校、かつていた学校に真香先生が居続けてほしい。

　もちろん、そんなのは僕のただのワガママだ。

　真香先生の進退を決めるのは、先生自身の意思でなければならない。

　だけど、僕は既に先生が辞めてもいい──なんて答えを出してしまった。

　さらに、傲慢極まるその答えをひっくり返そうなんて──でも、どう思われてもいい。

　間違いだとしても、きっとこれこそが真香先生を解き放つ答えだから。

「僕には、真香先生は先生なんです。出会ってからずっと──これからも、ずっと真香先生には先生でいてほしい。それが僕の答えなんです」

「だけど、わたしは彩さい木ぎくんが好き。彩木くんは──」

「僕も真香先生が好きです。そうですよ、好きなのは真香〝先生〟なんです。あなたは、教師として僕の前に現れて──先生のままカノジョでもありました。これからも、ずっとそのままでいてください」

　とんでもないことを言ってるんだろう。

　真香先生の信条をねじ曲げることにしかならないだろう。

　それでも、自分の心を騙だましてまで答えを間違ったままにはしておけない。

「真香先生がこれから辞表を出して、教師を辞めて別の誰かになるなんて──そんな先生は見たくない。それじゃあ、真香先生が──可哀想です」

　真香先生は、この世のなによりも同情されることが嫌い。

　それもわかってる。でも、同情してなにが悪い？

　僕は、大好きな人が望まない人生に足を踏み出そうとしているのを見ていられない。

　そんな気持ちが呼び起こした感情を否定する理由なんて、どこにあるんだ？

「……そうね、きっとわたしは可哀かわい想そう。不思議なものね、人生の大半をそう思われたくなくて、高たか嶺ねの花はなを気取って、無理して生きてきたのに……君にそう言ってもらえるのが嬉うれしくもあるのよ」

　真香先生は、そっと僕に寄り添うようにして抱きついてきた。

　年上のお姉さん、教師としての抱擁ではなく──僕と対等の立場になったかのように。

「わたしは同情されてもかまわない。彩さい木ぎくんは、教師に裏切られてもかまわない、ということかしら。ここでわたしが気持ちを変えることは、裏切りだと思うけれど……」




「裏切ってください、僕を。あのときの僕と両りよう想おもいになったらお別れするという言葉を、嘘うそにしてください」




　そうだ、僕は裏切りを望んでる。

　真ま香か先生は可哀かわい想そうな自分を認めてる。

　僕らはずっと否定してきたことを認めて受け入れて──前に進むべきなんだ。

　いや、前に進むなんて曖昧な言い方はよそう。

「僕は、僕が好きな真香先生と一緒にいたい。僕のカノジョで先生でいてください」

「それなら……君はどうするの？　わたしみたいな教師になるっていう話は？」

「僕のまだたいして長くもない人生は、先生って存在に揺さぶられてきました。たぶん、先生ってものから離れることはできないんでしょう。運命なんて大げさな言葉を使う必要はなくて、それが自然な流れだったんですよ。だから──僕は教師を目指します」

「……そうね、君くらい教師に縁が深い子も珍しいわ」

　いつの間にか、真香先生の瞳からこぼれていた涙が止まっている。

　真香先生は、くすりと微笑ほほえむと──

「わたしみたいになる必要はないわ。もちろん、風ふう花か先生みたいになる必要もね。彩木くん、君は君のなりたい自分になりなさい。なりたい教師になればいいのよ」

「……教師みたいなことを言いますね」

「だから、先生でしょう！　今、そういう話をしてるんじゃなかった!?」

「冗談です」

　僕も、真香先生にそっと抱きつく。

　強く抱きしめるのではなく、ただ寄り添うように。

　真香先生にすがるのではなく、お互いに支え合えるように。

　今はまだ、僕が真香先生を支えるなんて到底かなわないけれど、いつかは──

「まずは、残った高校生活を楽しみます。真香先生も一緒に楽しんでくれたら──」

「ふふ、仕事を楽しもうなんて贅ぜい沢たくな話だわ。でも、君がいる学校で、君がいなくなった学校でもずっと先生をやっていけたら──こんなに幸せなことはないわ……」

　僕の高等部卒業まで残された時間はあとわずか。

　それまでの時間を、一秒でも無駄にしたくない。

「じゃあ、これはもう必要ないわね」

　真香先生は僕からわずかに離れると、ポケットから白い封筒を取り出して。

　そのまま封筒ごとビリビリと破ってしまう。

「やってみればこんなに簡単なことなのにね。ここにたどり着くまで、ずいぶんと遠回りを繰り返しちゃったわ」

「時間がかかっても終了までに正しい答えにたどり着けば、マルをつけてもらえますよ」

「あら、生意気。でも、そのとおりだわ」

　真ま香か先生は、ビリビリに破った封筒をぱっとそのまま天井へとばらまいた。

　お行儀の悪いことだけど、今日ばかりは文句を言うつもりはない。

　真香先生が先生でなくなる未来が、これで消えて失うせたのなら。

　うん、真香先生はやっぱり先生じゃないと。

　修道女も猫カフェの二代目も、この人には似合わない。

　それに、僕も──

　真香先生に初めて告白されたときは、ただ教師に反抗的なだけの、ちょっとひねくれた高校生だった。

　だけど、真香先生との時間を過ごしてきて──

　まだだいぶ先の未来も垣かい間ま見みえて、そこに至るための努力も続けてきて。

　少しはマシな自分になれただろうか？

　この美人で優秀で、ちょっと抜けていて──それでも優しく導いてくれる先生にふさわしい自分になれそうだろうか？

　それを確かめられるのは、もうちょっと先のこと。

　嫌でもいつか確認できるのだから、背伸びしすぎずに高校生としての残された時間を楽しみたい。

「それじゃあ、瑠る希き先生を呼び戻してこようかしら。彩さい木ぎくんがどんな教師になるかはわからないけど、あの人はわたしが責任をもって育てないといけないからね」

「羨ましいような、気の毒なような、複雑な気持ちですね」

「気の毒とは失礼ね。わたしは生徒だけじゃなくて、ちゃんと後輩も育てられるわよ」

「楽しみですよ、真香先生に育てられた人がどんな教師になるのか」

　あるいは、瑠希先生が僕の未来を占う試金石にもなるかもしれないな。

　とはいえ、僕と真香先生は積み上げてきたものをまるっきりひっくり返してしまった。

　真香先生のフィアットみたいに、急ハンドルを切り、タイヤを激しく軋きしませて別のルートへと突入したんだ。

　そこから先のルートは地図もなければ、ナビゲーションもしてもらえない。

　自分で道の先に待つものを確かめながら走り続けるしかないんだ。

　だったら、僕はもっと考えを巡らせていくべきなんだろう。

　僕と真香先生、二人の幸せを──カノジョで先生である人との未来の迎え方を。

　……いや、ちょっと待って。

　真ま香か先生にはずっと教師でいてほしいけど──カノジョのままでいいんだろうか？

　今、僕らは二人で目指す未来を見つけた。

　それはもう、教師と生徒の関係なんて越えてしまっているんじゃないか？

　だったら、僕らの関係だってここから新しいルートへ進むべきだ──

「真香先生、最後にちょっとお願いしていいですか？」

「え？　ええ、いいわよ。今ならなんでも聞いてあげられる気分だわ」

　真香先生は、ぱぁっと明るく笑って僕の言葉を待ってくれる。

　僕はこくりと一つ頷うなずいてから──




「僕と結婚してください」





[image: ]




　私の部屋には、秘密の金庫があります。

　初等部を卒業した直後に買いました。

　できればお部屋にがっちり据え付けたかったのですけど、予算の都合で持ち運べてしまうサイズのシロモノなので、クローゼットの隅っこに隠してあります。

　お母さんは気づいてるのかもしれません。いえ、気づいてる。ヤツは鋭いのです。

　ですが、開くには暗証番号と鍵が必要です。

　鍵は私が肌身離さず持ち歩き、番号はメモすら取っていないので、さすがの母も開けられないでしょう。

　何度かチャレンジはしてるかもしれませんが……ふふふ、娘もいつまでも名前のごとく無む垢くではないのですよ。

　そんなことを考えつつ、クローゼットから取り出した制服を身につけていきます。

　ブラウスに襟元のリボン、ミニスカート、それに上着。

　うーん、また胸がキツくなったかも……初等部五年の頃からふくらみ続けたおっぱいは、高等部二年の冬、もうどっかのグラドルさんを越えてます。

　あのグラドルさんのように、上着を着るのはそろそろあきらめるべきでしょうか？

　なんとか制服を着て、姿見で確認。

　頭の左側で結んだ長い髪も、ちゃんと整えます。

　うん、可愛かわいい──と思いますけど、シャレにならないレベルで母に似てます。父の遺伝子、いずこへ？

　それはともかく、持ち物も確認です。生徒会長たるもの、忘れ物など許されません。

　教科書にノート、今や必須になったタブレット端末。うん、オッケーですね。

　ああ、それと大事なものを──

　机の上にある、木製の鍵置きトレイ。

　そこからキーホルダーを取り上げます。

　デフォルメされた可愛い白猫のキーホルダーには、お家うちと自転車の鍵──

　それにもちろん、金庫の鍵をつけてあります。

「……今日はまだ時間ありますね」

　私は誰に言うでもなくつぶやいて、再びクローゼットへ。

　吊つり下さげている服をかき分け、無造作に積んである服屋さんのビニール袋や紙袋をどけると、黒光りする金庫が姿を現します。

　私は鍵を差し込み、テンキーで番号を打ち込んで金庫の扉を開けます。

　自慢じゃありませんが、私は優等生です。隠したいテスト用紙や、成績表なんかはありません。

　もちろん、人に見せられない恥ずかしい写真なんかもありませんとも。

　小さい頃、ねこらにゃで着たネコミミメイド服の記念写真なんかはありますが、これをお母さんが見ると可愛すぎて憤ふん死しするかもと思ったからここに潜ませているだけです。

　戯ざれ言ごとはこれくらいで、目的のものを取り出します。

「久しぶりに見ましたね……」

　私が取り出したのは写真です。若気の至りのメイド写真ではありません。

「ふふふ……若いです、みなさん」

　この写真を撮ったのは、今から五年ほど前になるでしょうか？

　聖せい華か台だい学院高等部の校門前で撮りました。

　真ん中には私のせんせー、彩さい木ぎ慎まことさん。

　せんせーが最後に制服を着た日──卒業式の日で、卒業証書の筒を持ってます。

　左右には貴き宗そう天てん華かさんと新しん望ぼう縁えん里りさん。二人もオプションで卒業証書付き。

　さらに私と美み春はるお姉ちゃん、詩し夜やお姉ちゃん。

　せんせーの妹二人と保護者のお姉さんが一緒に写ってるのは当然です。

　海外留学中だったカレンお姉ちゃん、タレント活動で忙しかった縫ぬいお姉ちゃんは残念ながら駆けつけられませんでした。
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　ついこの前のクリスマス女子会に参加できたのが奇跡みたいな二人ですからね。

　数年前も、卒業式を見学をするためだけに母校に来るのは無理だったのでしょう。

　あれ？　途中で転校した縫ぬいお姉ちゃんにとっても母校になるんでしょうか？

　あ、縫お姉ちゃんも留年することなく転校先の学校を卒業してますよ。

　私もこの写真を撮った数日後に初等部を卒業し、写真を守るために金庫を買いました。

　子供らしからぬ行動ですが、私はズレた幼女だったので。

　でも、大事な写真なんです。宝物なんです。

　そうそう、あのときみなさんで写真を撮ろうとしたら、せんせーの姿がどこにもなくて捜し回ったのを覚えてます。

　もし見つけられずにせんせーが先に帰ったりしてたら、この写真は存在しなかったわけで……大事な思い出、危うくなくなるところでした。

　ですが、この卒業式のあと、ここに写ってる人たちとお別れしたわけじゃありません。

　なんなら、せんせーと美み春はるお姉ちゃんとは卒業式の翌日にも会ったくらいで。

　それでも、思い出は思い出です。

　せんせーは高等部の終盤で大きく成績を伸ばして、最後の三回のテストではトップ10入りを維持。

　無事に聖せい華か台だい大学へと進んでいきました。

　そして、今は──







「おはよう、神しん樹じゆさん」

「……おはようございます」

　いつもの通学路で登校すると、校門前には──

「あなた、わたしの顔を見るといつも不機嫌になるわね」

「いえ、そんなことありません。生徒会の顧問で、クラスの担任ですし、尊敬してます」

　私はオトナなので、思うところがあっても年上で立派な教師である藤ふじ城き真ま香か教諭にはきちんと頭を下げてご挨拶します。

　今日は早い時間なので、校門前も生徒の姿はまばらです。

　以前は、校門前で教師が待ち構えていて朝の挨拶なんて習慣、聖華台高等部にはなかったそうです。

　それをこの藤城真香教諭が始めたとか。

　当番制で、毎朝教師の誰かがこの校門に立って、生徒たちに挨拶しています。

　自分の担当外の生徒の顔を見ることは大事だということらしいです。

　たまに真面目なこと言うんですよね、この先生……。

「ちょっと、無む垢くさ──神樹さん。なにか失礼なことを考えてるでしょう？」

「そんなことありません」

　私は真顔で首を横に振りました。

　初等部の頃、この人は私を下の名前で呼んでいましたが、今はケジメのためか苗みよう字じ呼びです。

「本当かしら……この学校で、あなたがダントツでわたしに失礼な生徒なのよ」

「え？　私は真面目な生徒会長というキャラ付けですよ、真香ちゃんせんせー」

「それよ！　その呼び方が他の生徒にも広まってるのよ！　真面目な生徒会長までそんな砕けた呼び方してるなら、自分たちもいいだろうって！」

「その前は〝真香ティー〟呼びだったんでしょう。大差ないのでは？」

「割と差がある気がするけれど……」

「明治時代に学校教育が始まった頃から、生徒の間で教師にあだ名をつける習慣があったそうですよ」

「余計なこと知ってるわね……まあ、今さらどうしようもないけど」

　真香ちゃんせんせーは、ふぁさっと髪を後ろに払います。

　長い茶色の髪に、紺色のスーツ姿。私が出会った頃からほとんど変化がありません。

　高等部の制服を着たって違和感がなさそうです。

　妖怪？　妖怪なんですか？

　この妖怪さんは当然のように、校内の人気ナンバーワン教師です。

　私の高等部入学と入れ違いで、謎の美人白衣教師さんがこの学校を去られたので、人気を独占しているとか。

　同じ英語のちびっ子教師さんも人気ですが、真ま香かちゃんせんせーには及びません。

　瑠る希き先生は、普通に生徒と会話中に突然英語テストをしてくることで有名で、油断できない人なんですけど。

　数年前に教頭先生が学院長先生に昇進したそうですが、真香ちゃんせんせーはその学院長先生の右腕とも呼ばれているとか。

　授業も上う手まいですし、指導力もあって、おまけに権力者とのコネまで……どん欲です。

「あ、この前のクリスマスに天あま無なしさんと陣じん所しよさんと会ったらしいわね？」

「さすがに耳が早いですね。はい、ねこらにゃ三号店のテストも兼ねて女子会してきました。お二人とも元気そうでしたよ」

「そう……よかったわ。じゃあ、伝えておくわね」

「……あの、真香ちゃんせんせー。一つだけいいですか？」

「…………？」

　真香ちゃんせんせーは、きょとんとしてます。

　私は、すっと真香ちゃんせんせーに顔を近づけて。

「私はまだ負けたわけじゃありませんから！」

「…………っ！」

　突然の私の大声に、真香ちゃんせんせーが怯ひるみます。

　そして、そのままダッシュ。制服のミニスカートを揺らしながら、はしたなく全力で校舎に向かいます。

　私は元気いっぱいな生徒会長ですから、全力疾走でもイメージは悪くなりません。

　後ろから真香ちゃんせんせーの怒声が聞こえますが、聞こえないフリ。

　そうです、最後のＳＩＤシドの私は負けません。

　僭せん越えつながら、美み春はるお姉ちゃん、カレンお姉ちゃん、縫ぬいお姉ちゃん、詩し夜やお姉ちゃんの想おもいまで背負っているつもりです。

　いつか彩さい木ぎくーになる日を夢見るくらいは……許してくれますよね、せんせー？

　今、あの人とはほとんど会えません。

　何なんヶか月げつか前、文化祭に遊びにきてくれたのは嬉うれしかった……けど。

　昔みたいに、せんせーの家に遊びに行って、ピンクのタオルケットに包くるまって、いつの間にか眠ったりしたい。

[image: ]

　でももう、それは叶かなわない願い。

　私が高校生で、あの人はこの学校にはいないから。

　せんせー……くーは、もっと会いたいですよ。







「先生、バイバーイ」

「あ、彩さい木ぎ先生、まったねー！」

「はい、気をつけて帰ってね」

　放課後の廊下を歩いていると、二人の女子生徒が僕を追い抜きながら挨拶してきた。

　赤いセーラー服に、同じ色のスカート。

　まだ一年目の新任教師としては、制服姿の女子だらけのこの学校は未いまだに慣れない。

　ずっと共学で育ったもんなあ。女子生徒だけの学校って思ってた以上に気疲れする。

　清せ緒お川がわ女子──我が母校からもそう遠くないところにある女子高だ。

　来らい羽はさんがここの卒業生。ちなみに、今の来羽さんはねこらにゃ二号店の店長さん。

　そして、僕──彩木慎まことは聖せい華か台だい大学を卒業後に、この女子高に歴史教師として就職した。

　別に聖華台の採用試験に落ちたわけでも、英語の成績に絶望したわけでもない。

　ただ、自分の資質を見て英語よりも歴史が好きで得意だと判断して。

　恩師を追いかけるだけじゃなく、自分なりの教師としての道を歩いてみたくなったんだ。

　ただ、先生になると決めた頃に予想したとおり、生徒たちにナメられてるのが困る……。

　いずれ、教師らしい威厳と貫かん禄ろくを身につけたいところ。

　今は目の前の仕事をこなすだけで精一杯だけどね……。

　と、スマホが振動した。

《うー、寒い。今、雪が美み春はるの身長より高く積もってる》

　届いたのは、愛する妹からのメッセージと写真。

　相変わらず眠そうな顔をした美春が、こたつに潜り込んで自撮りしてる。

　隣には、彩さい木ぎ家の一員である白猫のかごめの姿もある。

「まったく……今はどこにいるのやら」

　北海道か、あるいは北陸あたりか。

　なんと美春は大学を途中で辞めて、起業してしまった。

　今は完全リモートでアプリ開発の仕事をしつつ、日本全国を転々としてる。

　誰とも会わずに仕事をするために、業界で所在がバレそうになったら引っ越してるとか。

　いったいなんのアプリをつくってるの……軍事関係とか？

　まあ、妹がどんな仕事をしていても元気であればかまわないけど、たまには顔を見せてほしい。かごめにも会いたい。

　この前会った詩し夜やちゃんも気にしてたなあ。

　詩夜ちゃんは念願叶かなって塾講師になり、名物美人先生として働いてる。

　中学生向けの塾とはいえ、高校教師の僕と共通の話題も多いので、元ＳＩＤシドのメンバーでは一番話すかも。

　僕が高等部を卒業してから、四年以上──もうすぐ五年か。

　自分自身を含めて、すべてが大きく変わった。

　なにもかも、あの頃のままではいられない。

　僕らは大人になり、あの頃子供だったくーだって、今や聖せい華か台だいの生徒会長だ。

　この前、聖華台の文化祭にお邪魔して会ってきたけど、立派に文化祭を仕切ってた。

　それを思えば、あまりにも遠くに来たような……。

　生活圏が学生の頃とほとんど変わっていなくても、時間が大きく流れただけで変化は充分に感じられる。

　だけど、なにもかも変わってしまったことが、悪いとは思わない。

　自分で望んで生活を変化させ、新たな環境に少しずつ適応してきたんだ。

　僕を取り巻く環境は常にくるくる変わり続ける。エスカレーター式の学校で、ずっと見慣れた顔に囲まれ続けた僕には新鮮だ。

　今日も明日も、たぶん来年もこの清せ緒お川がわにいるだろうけど、もしかすると唐突に聖華台の採用試験を受ける可能性だってないとは言えない。

「それはそれで、怖いけどね……」

　思わず苦笑しながら、廊下を進む。

　さあ、もうひと頑張りしようか──

　軽めの決意をしつつ、職員室に戻って仕事をこなし、暗くなってから学校を出る。

　大学卒業を契機に僕は実家を出て、別のマンションで生活してる。

　僕ら兄妹きようだいが暮らしたあのマンションは密輸業の一線から退いて国内での仕事に就いた両親の家になった。いや、元から両親の家なんだけどね。

　春にはまだ遠い、寒い夜。

　我が家に向かって、暗い夜道を歩いていると──

「あら、寒そうね。よかったら、乗っていかない？」

「……いいタイミングで待ち伏せますね。ＯＰＳでも使ったんですか？」

　夜でも目に鮮やかな赤いボディの車。

　コンビニの駐車場に駐とめた車の運転席のドアにもたれている美人がいた。

　長い茶色の髪、紺色の上着にミニスカート。

「そっちこそ寒そうですよ。コートくらい着てくださいよ」

「車内はあったかかったのよ。そろそろ君が通りかかる頃だと思って出てみたら、いいタイミングだったわね。ＯＰＳなんかなくても、わたしには君の気配がわかるみたい」

「それは怖い。そっちも仕事で疲れてるでしょうから、無理に来なくてもよかったのに」

「わたしが来たかったのよ。いいから、早く乗って乗って。寒いでしょ」

　真ま香か先生が、運転席のドアを開けようとして──

「ああ、僕が運転しますよ。このフィアットもだいぶ年寄りですから労いたわってあげないと」

「もう、わたしだって最近は安全運転なのに。まあ、任せるわ」

「はい」

　僕は頷うなずいて運転席に乗り込み、真香先生も助手席に乗る。

　ガキンとシフトレバーを操作し、ゆっくりとアクセルを踏み込んで駐車場を出て行く。

「相変わらず、君は安全運転ねえ……ちょっとつまらないわ」

「僕はドライビングテクだけは、真香先生を見習わないと決めてるんです」

　運転免許は大学に入ってすぐに取って、このフィアットも何度となく運転させてもらってきた。

　もちろん、無事故無違反。

　風ふう花か先生、あなたのフィアットは僕が大事にしますから。

「今日はお仕事どうでした？」

「ふふ、新人教師に心配されるような真香先生じゃないわよ。いつもどおり神しん樹じゆさんが生意気だったくらいね」

「あはは。くーは、本当に相変わらずなんですね」

「あの子、クリスマスに陣じん所しよさんと天あま無なしさんと会ったらしいわね。二人とも元気みたい」

「そうですか……カレン先輩と縫ぬいが一番会うの難しいですからね。元気ならよかった」

　ＳＩＤシドメンバーとは疎遠になってしまったけど二度と会えないわけじゃないし、時々話も聞けている。

　学生の頃とは違っても、僕らの縁はきちんと繋つながったままだ。

「ああ、そうだ。忘れるところだったわ」

「…………あー」

　真ま香か先生がバッグから取り出したのは──銀色の指輪。

　高等部の卒業式の日に、こっそり二人で会ってプレゼントしたものだ。

　言葉で〝あんなこと〟をお願いしただけじゃ、本気と思ってもらえないからね。

　真香先生が指輪を受け取って、僕に向けてくれたあの顔は──決して忘れないだろう。

　聖せい華か台だい大学への進学が決まってから、ねこらにゃでバイトして買ったんだったなあ。

　高校生のバイト代で買ったので、もちろん高くはない。

　花で指輪をつくって好きな人に贈った幼稚園時代と大差ないかもしれない。

　でも、あの頃の僕にはそれが精一杯だった。

　いい大人の女性が着けるような指輪じゃないけど……真香先生は、今でも喜んで着けてくれてる。

　安い指輪を心から喜んでくれたこの人を好きになって、本当によかったと思う。

「学校では詮索されちゃうから着けられないのよね。これを着けるのは、君と二人きりのときだけ」

「……ねえ、先生。僕も社会人になったんですから、そろそろ籍を入れませんか？」

「あっさり言うわね」

　真香先生は、左の薬指にはめた指輪を眺めながらくすくす笑う。

「ダメよ、もっと教師として精進しなさい。一人前になったら──そのときは、ね」

「……ちぇっ」

　プロポーズは高校生のときに済ませたのに、未いまだにこんな調子だ。

　この人がカノジョからお嫁さんに変わるのは、いつになるやら。

　もっとも、今のマンションは僕と真香先生、二人の家なんだけどね。

　だったら結婚しちゃったほうがいいのに。世間体的にもね。

「それに、聖華台じゃなくて清せ緒お川がわに就職したのは、まだ納得してないわ。そんなところ、ひとひねりしなくていいのに」

　じろっと睨にらまれてしまう。

「お忘れですか、僕はひねくれ者の彩さい木ぎくんなんですよ」

「知ってるわ。誰よりもね」

「ですよね──っと」

　目の前で信号が赤に変わり、僕はブレーキを踏んだ。丁寧な停車、大事。

　まあ、一人前になるのが優先っていうのは当然でもある。

　僕は教師としてはまだまだ半人前もいいところ。

　生徒たちの指導も満足にできない人間には、家族を支えられないよね。

「そうだったわ、ここの信号、けっこう長いのよね……」

「は？　ええ、そうですけど……わっ」

　真ま香か先生は助手席から身体からだを乗り出してきて、すっと一瞬だけ唇を合わせてきた。

「……いきなりですね、真香先生」

「半人前だろうと、君を好きな気持ちに変わりはないのよ」

「……そりゃ、僕は真香先生を好きになるように〝教育〟されましたから」

　聖せい華か台だい高等部での、二年生の春から卒業までの──あっという間に過ぎ去った日々を思い出す。

　こんな綺き麗れいで面白い先生に〝教育〟されれば──好きになるよ。

　何年も経たった今でも好きに決まってるよ。
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「でも、今は僕も教育者ですからね。真ま香か先生にもっと好きになってもらえるように──〝教育〟しますよ」

「楽しみにしてるわ、彩さい木ぎ先生の〝教育〟。今でも君のことが好きすぎるのに、もっと好きになれるなんて。君のこと、まだまだ教わりたいわ」

「はい、僕も真香先生から教わること、もっとたくさんあるんでしょうね」

　信号が青に変わり、僕はアクセルを踏み込んだ。

　教師嫌いの少年は、一人の変わった先生と出会い──

　可愛かわいい女の子たちとの時間、学校でのまぶしかった日々を思い出にして、今ここにいる。

　思えば遠くに来たけれど──まだまだずっと先まで道は続いているんだろう。

　僕と真香先生は多くの障害を乗り越え、ここまでやってきた。

　この先になにが待っていても、僕らは互いに支え合い、どこへ進むべきか教え合っていけるだろう。

　仰げば尊い──ああ、感謝しよう。

　僕のカノジョで先生のあなたとの出会いと、今日までの時間と明日からも続く見知らぬ未来に。





終　







あとがき




　どうもこんにちは、鏡かがみ遊ゆうです。

　個人的にはいつもと変わらぬ日々ですが、長年モノが積み重なる一方だった仕事机周りをオシャレに更新しようと妄想して楽しんでます。妄想で終わる可能性も高いですが。




　そんな近況はさておき、遂ついに『僕のカノジョ先生』が完結を迎えました！

　内容については、作品で語り尽くしましたので作者がここでなにか話すのは野暮かなと。実際、書きたかったことは予定を大きく越えて書けましたから。本当に幸せなことです！




　カノジョ先生は企画から約３年かかっていて、その間ずーっと３６５日脳内に真香先生が住み着いている状態でした。真香先生はいつも「にやにや～」と笑いながら、彩木くんをどう〝教育〟するか企たくらんでいたものです。でも、その真香先生は彩木くんがフィアットに乗せて連れ去ってしまったので、あとは二人を見送るだけです。

　寂しいですが、作品の完結とはそういうものなのですよね。

　読者の皆様も、去って行く彩木くんたちを満足して見送っていただけたら嬉うれしいです。




　あ、８巻あとがきでお話しした〝修学旅行編〟は、現時点ではまだ公開形式が確定してないのですが、９巻が発売する頃には情報が出てる……かなあ。お待ちください。




　おりょう先生、毎回デザインもイラストも素晴らしかったです。たくさんの真ま香か先生、ヒロインたち、彩さい木ぎくんをありがとうございました！　９巻と同時におりょう先生の画集『ｇｒａｄｕａｔｉｏｎ』も発売予定ですよ。こちらもよろしくお願いします！

　立ち上げから最後まで担当してくださった編集Ｋさん。時には衝突もありましたが、長い間お世話になりました！　中盤で加わってくださったもう一人のＫさん、そして後半戦を支えてくださったＳさんもありがとうございました！

　コミカライズの孟倫モンリン先生・星ホ河シ蟹ガニ先生、ありがとうございました！　コミカライズは３巻まで発売中、ＷＥＢで好評連載中ですよ。

　ＡＳＭＲで真香先生を担当してくださった石いし上がみ静しず香かさん、スタッフの皆さん、ありがとうございました！

　この本の制作・販売にかかわってくださった皆様も、本当にありがとうございます！

　そしてなによりも、読者の皆様に心からの、最大限の感謝を！


２０２１年冬　鏡かがみ遊ゆう
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『カンフー真香ちゃん？』





「はぁい、お待たせしました♡」

「……そこは、〝お待たせしたアルね〟じゃないんですか？」

　テーブルについていた彩木くんが、またいつもみたいにひねくれた反応を。

「〝アル語尾〟はたぶん君が生まれる前に絶滅してるわよ。よく知ってるわね」

「最近は昔のバラエティとかもネットで観られるんで。でも、真香先生、今日はひときわ素敵なお召し物で……」

「そうでしょう。このチャイナドレス、高かったのよ？」

　わたしは服装を見せびらかすように、くるりと回ってみせる。

　色はオーソドックスな赤。袖なしで肩は剥き出し、胸部は立体的な縫製になっていて、わたしの自慢のＥカップを強調しているわ。

　さらに、裾には深いスリットが入っていて太ももがバッチリあらわに。

　もちろん、髪をお団子二つに結うのも忘れてない。可愛いわよね、お団子ヘア。

「わざわざリビングを中華料理店風に模様替えして、おまけにチャイナドレスまで……」

「彩木くんを楽しませるのがわたしの生き甲斐だもの。なんならここでカンフーアクションを始めてもいいわよ？」

　わたしは椅子の上に立ち、見様見真似で拳法の構えをしてみせる。

　マナー悪すぎだけれど、自宅だからいいでしょう。

「意外とサマになってますね……も、もうわかりましたから、下りてください」

「にやにや～。そうよね、これだとわたしのおみ足が見えすぎちゃうわよね♡　でも、こんなこともできちゃうわよ♡」

　わたしは椅子に乗ったまま、右の回し蹴りをブンッと放つ。

「ぎゃーっ！　せ、先生！　そんなスリットの入ったドレスで足を上げたら！」

「ずいぶん驚いてるわね。なんなら、スピニングでバードな蹴りもできるわよ？　だいたい、わたしの下着なんて見慣れて──はっ!?」

　わたしは素早く足を下げ、椅子から降りてぺたりと床に座り込んだ。

「……さ、彩木くん……見た……？」

「な、なんのことでしょう……？」

　彩木くん、目を逸らしてるけど顔が真っ赤になってる。

　これは完全に見られてるわね……しまったわ、なにもしなくてもスリットの隙間から下着がチラリするのは興ざめだから、ヒモみたいなパンツをはいてるのよね……。

　刺激に慣れた彩木くんでも、無言になっちゃうくらいえげつなくエロいヤツを。

　ま、まあ結果オーライよ。

　大人の色香溢れるえっちなチャイナドレスに、アダルトすぎる下着……これで彩木くんもますますわたしに夢中ね！　そう思わないと、恥ずかしくてやってられないわ！
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